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1821年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Sarmoli｣(~1823年)
1821年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<復位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Ahmad Najamuddin3世｣(~1823年)
1821年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ総督｢ﾗｰｼﾞｬﾌﾞﾄﾞ･ﾖｰ｣(~1827年没)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗﾝ･ｸﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾞﾜﾙﾀ･ﾊﾟﾄﾅｲｸ｣(~1825年)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ﾌﾞﾗﾏﾙﾊﾞｰﾙ･ﾗｲ｣(~1842年)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ･ﾃﾞｳﾞｧｼﾞｰ･ﾓﾃｨﾊﾞｲ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1841年没)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾞｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1832年没)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞｯﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾓﾋﾝﾀﾞﾙ･ｼﾝ｣(~18390711没)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼﾞｬﾅ国統治者(ﾏﾚｯｸ)｢ﾀﾞﾘﾔ･ﾊﾝｼﾞ｣(~1841年没)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾗｼﾞｽﾝﾀﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｭﾗﾀﾞﾙ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(~1842年)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾀﾞﾙ国ﾓﾗｻがｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙに吸収される
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国が国家として認められる(ｲｷﾞﾘｽの保護領)
1821年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾟﾌﾟﾛﾀﾞ国､ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1821年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊﾝ｢ｹﾈｻﾙ｣ｶｽﾑの子(~1847年)
1821年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｽｳﾞｧﾆｱ公｢ﾂｨｵｸ･ﾍﾞｲ2世｣(~1841年9月没)
1821年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩ･ｱﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~18250616没)
1821年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｶｼﾞﾑ･ｱｶﾞ｣(~1823年)
1821年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ｶﾞﾊ･ﾈﾁｮﾁｮ｣(~1841年)
1821年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾛﾑ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾌﾏﾄﾞ｣(~1859年)
1821年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ｱﾏﾝﾃﾞﾍﾞﾚ統治者(ﾝｺｼ)｢ﾑｼﾞﾘｶｼﾞ･ｶ･ﾑｿﾊﾞﾅ･ｸﾏﾛ｣ｽﾞｰﾙｰ族の酋長が移住し建国(
  ~18680905没)
1821年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<即位>ｱﾝｺﾞｼｪ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｨｰ･ﾑｺﾞｼﾘﾏ｣(~?)⇒｢ｱﾌﾏﾃﾞｨ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾞｰﾘ･ﾌﾞﾜﾅ･
  ﾑｸｳ｣(~1849年)
1821年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｻﾊﾞﾙのﾏﾋ国統治者｢ｸﾞﾊﾞｷﾞﾃﾞｨ5世ﾍﾞﾃﾞﾌﾞ｣
1821年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾏﾘｱｰﾉ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾗﾚｱﾃｸﾞｲ･ｲ･ﾋﾒﾈｽ･ﾃﾞ･ｴﾝﾌﾞﾝ｣
1821年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾜｯﾌｧ｣(~1828年)
1821年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｱｸﾞｳｪのｴｳｪ国統治者｢ｶﾄﾗﾔ｣(~1833年)
1821年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾙのﾏﾋ国統治者｢ｸﾞﾊﾞｷﾞﾃﾞｨ6世ﾆｭﾆｭｲｿ｣(~1863年没)
1821年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国管理評議会会長｢ｲｪｳﾞﾚﾑ･ｵﾌﾞﾚﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~1826年)
1821年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾗﾚｱﾃｸﾞｲ･ｲ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞｹﾀﾞﾉ｣先代の子(~1866年
  没)
1821年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｱｽﾘｳﾞｨ｣(~1835年)
1821年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢John Pine Coffin｣(~1823年)
1821年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Juan Bautista Antequera｣(~1822年)
1821年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Marcus Nissen Myhlenphort｣
1821年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官代理｢Christian Alexander Platou｣(1期目~18
  23年)
1821年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢Samuel Hinds｣(~同年)⇒総督｢Sir Henry
   Warde｣(~1829年)
1821年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ﾊﾟｽｶﾙ･ﾚｱﾙ｣(~12.1)
1821年1月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｳﾏﾙ･ﾊﾝ｣
1821年1月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ･ﾊﾝ｣ｳﾏﾙ･ﾊﾝの
  息子(~1842.4､ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国により処刑される)､摂政｢Haq Quli Bek｣(~1827年死去)
1821年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾜｲｽ2世｣Con(2期目~12.31)
1821年1月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>3代ｵｴｲﾗｽ公･3代ﾎﾟﾝﾊﾞﾙ候｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾘｮ･ﾒﾛ･ｴ･ﾀ
  ﾞｳﾝ｣
1821年1月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>4代ｵｴｲﾗｽ公･4代ﾎﾟﾝﾊﾞﾙ候｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾘｮ･ﾒﾛ･ｴ･ﾀﾞｳﾝ｣(~1834
  0222死去)
1821年1月1日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｽｳﾞｪｲﾝ･ｽﾃﾌｪﾝｽﾞ｣(~9.
  5没)
1821年1月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾍﾞﾚﾝに駐留するﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍,本国に呼応し,自由主義者と結びついて
  反乱
1821年1月3日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾀﾆｻｸﾞｱの闘い/ﾎｾ･ﾊﾞﾙﾀｻﾙ･ｶﾞﾙｼｱの部隊が,王党軍に敗れる/独立派兵士410人
  が戦死
1821年1月3日-09:00|日本|  ||文政3年11月29日|<死去>2代芳村伊三郎(86歳)長唄唄方
1821年1月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公(統治委員会)｢ｸﾞﾘｺﾞﾚ･ﾌﾞﾙﾝｺﾍﾞｱﾇ｣
1821年1月15日 04:00|BES諸島/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島はｾﾝﾄ･ﾏｰﾃｨﾝに従属(~18280520)､ｻﾊﾞはｾﾝ
  ﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽに従属(~1848年)
1821年1月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾄﾞﾗｺ･ﾆｺﾗｴ･ｽﾄｩ｣
1821年1月21日 00:00|南極/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾋﾟｰﾀｰ1世島は､ﾛｼｱの探検家ﾌｧﾋﾞｱﾝｺﾞｯﾄﾘｰﾌﾞﾌｫﾝﾍﾞﾘﾝｸﾞｽﾊｳｾﾞﾝによって発
  見
1821年1月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｽﾎﾞﾝに議会が成立.絶対王政の終焉を宣言.ﾘｵの王朝との二重権力



1830迄(2634件)

  となる
1821年1月25日-09:00|日本|  ||文政3年12月22日|<死去>本多利明(78歳)数学者､経世家/開国･貿易と北防の急
  務を主張した
1821年1月27日-09:00|日本|  ||文政3年12月24日|薬湯と称し､高額の湯銭を取ったり､混浴させることなどが禁
  止され､風呂の寸法も二尺一寸x二尺六寸に定められる
1821年1月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾗｾﾙﾅ,ｸｰﾃﾞﾀｰによりﾍﾟｽｴﾗ副王を放逐,みずから副王となる.ｶﾝﾃﾗｯｸが司令官に,
  ﾊﾞﾙﾃﾞｽが参謀長に昇格
1821年1月29日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王代行｢ﾛｽ･ｱﾝﾃﾞｽ伯ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾅ･ｴ･ﾋﾉﾎｻ｣(~18241209)
1821年1月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾙｰﾏﾆｱで､ﾄｩﾄﾞﾙ･ｳﾞｧﾗﾃﾞｨﾐﾚｽｸ(41)が､ﾜﾗｷｱの解放のために蜂起
1821年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Seyyid Hasan Riza Pasha｣(~4月)
1821年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ｽｶｰﾗｯﾄ･ｶﾘﾏｷ｣(~6月)
1821年2月1日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰｸ｣(~4日)
1821年2月3日-09:00|日本|  ||文政4年1月|<出版>岳亭春信｢狂歌読本詠咏奇譚｣
1821年2月3日-09:00|日本|  ||文政4年1月|<出版>式亭三馬編(北渓挿画)｢狂歌読人名寄細見｣
1821年2月3日-08:00|中国|  ||清･道光1年1月1日|清･道光と改元
1821年2月4日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(2度目~11.
  28)
1821年2月8日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌｨﾆｱｽ･ﾘｱﾙ｣(2回目~1823年7月)
1821年2月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾙｰ副王領の一部が解放軍によって占領された
1821年2月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>16代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾊ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｵｿﾘｵ･ｲ･ｺﾞﾝｻｶﾞ｣
1821年2月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>17代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙｶﾝﾀﾗ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ﾊﾟﾗﾌｫｯｸｽ｣(~
  18670110死去)先代の子
1821年2月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの詩人ｼﾞｮﾝ･ｷｰﾂ/25歳(誕生17951029)
1821年2月15日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Louis Henri de Saulces de Freycinet｣(~182610
  14)
1821年2月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Antonio Mateos Malpartida｣(~1823年)
1821年2月19日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文政4年1月17日|鎌倉の鶴岡八幡宮が全焼
1821年2月19日-09:00|日本|東京都品川区|文政4年1月17日|品川宿全焼
1821年2月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾏﾃｨﾙﾀﾞ･ｼｬﾌﾞﾗﾝ､または冷たい心の美人｣》
1821年2月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾋﾞｾﾝﾃ･ｹﾞﾚﾛ討伐にむかったｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ,ｲｸﾞｱﾗ市でｲｸﾞｱﾗ憲章発表/革命に
  反対し独立君主国家の樹立
1821年2月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｲﾅｼｵ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ｷﾝﾃﾗ｣(~7.5)
1821年2月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ﾏﾇｴﾙ･ｲﾅｼｵ･ﾀﾞ ｺｽﾀ･ｷﾝﾃｯﾗ｣(~4.22)
1821年2月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵ駐留の軍人がﾊﾞｲｱに呼応して蜂起
1821年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1821年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世の息子(~18471120死去)1831年より
  息子ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世が摂政
1821年2月27日-09:00|日本|栃木県大田原市|文政4年1月25日|<死去>大田原光清(46歳)下野大田原藩主
1821年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ﾄｩﾄﾞﾙ･ｳﾞｧﾗﾃﾞｨﾐﾚｽｸ｣(~5月)
1821年3月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理Joaquin Anduaga Cuenca(~18210423)
1821年3月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Antonio Francisco de Chaves e Me
  lo｣(~1822.2)
1821年3月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻﾝﾐｹﾞﾙ島でﾘﾍﾞﾗﾙな反乱が権力を握りｱｿﾞﾚｽ諸島の主権からの分
  離を宣言(ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからではない)(~1822.2)
1821年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾛｰ､陸軍を削減する軍隊常備編成法案に署名
1821年3月3日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾆｺﾗｽ･ﾒｲ･ｲ･ﾏｰﾃｨﾝ｣(~18220713
  没)
1821年3月4日-08:00|中国|  ||清･道光1年2月|中国の雲南でｲ族の反乱がおこる
1821年3月5日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾍﾞﾙﾍﾞﾙ人がｴｼﾞﾌﾟﾄのｽｰﾀﾞﾝに併合
1821年3月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｱ､対ｵｽﾏﾝﾄﾙｺ独立戦争開始
1821年3月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱをｷﾞﾘｼｬの反ｵｽﾏﾝ組織｢ﾌｨﾘｷ･ｴﾃﾘｱ｣のｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｲﾌﾟﾗｼﾝﾃﾞｨｽが占
  領(~1821.6)
1821年3月7日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾘ革命がｵｰｽﾄﾘｱ軍により鎮圧される
1821年3月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾊﾟﾗﾏｯﾀとﾎｰｸｽﾊﾞﾘｰ川間に初めて乗り合い馬車が走る
1821年3月8日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾗﾌｧｴﾙ･ｱﾝﾄﾞﾗｽ｣(~1821072
  8没)
1821年3月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｨﾆｱ王国のﾋﾟｴﾓﾝﾃで､軍隊､市民､学生が蜂起
1821年3月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ国王･ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｶﾙﾛ･ﾌｪﾘｰﾁｪ｣ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ3世とﾏﾘｰｱ･
  ｱﾝﾄﾆｱ･ﾃﾞｨ･ｽﾊﾟｰﾆｬの息子(~18310427死去66歳)
1821年3月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王｢ｳﾞｨｯﾄﾘｵ･ｴﾏﾇｴｰﾚ1世｣
1821年3月12日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢William Carr Beresford｣(~185401
  08死去)
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1821年3月12日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文政4年2月9日|<交替>三河岡崎藩5万石｢本多忠顕｣隠居⇒四男｢本多
  忠考｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年5月24日､隠居)
1821年3月13日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾄｽ･ｴ･ｺﾞｲｽ｣(~18320414
  )
1821年3月15日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ(反乱)｣(~1821年)
1821年3月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾁｭｰﾀﾞｰ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾚｽｸ(反乱指導者)｣(~5.15
  )､｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾎﾞｺﾞﾘﾃﾞｨ(ｵｽﾏﾝ帝国総督)｣(~18220924)
1821年3月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱでﾌｧﾅﾘｵﾃの支配者に対する反乱､反乱軍が首都を奪取(~5.16)
1821年3月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱのﾏｯｸｫｰﾘ総督が､ｲｷﾞﾘｽ弁務官ﾋﾞｯｸﾞに権力乱用の嫌疑をかけられて
  辞任
1821年3月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍が両ｼﾁﾘｱ王国に侵入して革命政府を倒し､ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世を復
  位させる
1821年3月24日-09:00|日本|東京都台東区|文政4年2月21日|<大相撲>文政4年2月場所[江戸浅草御蔵前大護院](1
  0日間)幕内優勝:(前2)四賀峰,7勝1敗1分1無勝負
1821年3月26日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<ｷﾞﾘｼｬ独立戦争>ｲﾌﾟｼﾗﾝﾃﾞｨｽ隊がﾌﾟﾙｰﾄ川を越えﾔｯｼｰでｵｽﾏﾝ帝国に蜂起
1821年3月27日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|文政4年2月24日|<死去>亀井矩賢(56歳)前石見津和野藩主
1821年3月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾍﾞﾝﾀﾞｰﾘ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~4.30)
1821年3月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主代行｢ｴﾄﾛﾎﾟﾘｯﾄ･ｳﾞｪﾆｱﾐﾝ･ｺｽﾀｯｼｭ｣(~18210615)
1821年3月29日-09:00|日本|  ||文政4年2月26日|(～3.6)長州病(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ)大流行し幕府施薬と御救銭
1821年3月30日 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾛﾗﾝ統治者(ﾄｸﾞﾍﾞ･ｱﾜｳｫﾄ)｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ｱｸｴﾃ･ｻﾞﾝｸﾘ･ﾛｰｿﾝ1世｣(~18570629没)
1821年3月31日-09:00|日本/中国|長崎県長崎市|文政4年2月28日|長崎で取り締まりに反発する清国人が番所を
  襲撃
1821年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾖｹﾞｼｭｳﾞｧﾗｼﾝﾊ｣(1回目~1822年)
1821年4月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ司令官｢Muhammad Bey Defterdar｣(~1824.9)
1821年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Salih Pasha｣(2期目~1824.1)
1821年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾍﾞﾗｸﾙｽに潜伏中のｸﾞｱﾀﾞﾙｰﾍﾟ･ﾋﾞｸﾄﾘｱ,蜂起開始
1821年4月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ･ｺﾞﾒｽ｣(~1823年4月)
1821年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1821年4月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Francisco Antonio de Araujo e Aze
  vedo｣(2期目~4日)
1821年4月4日-09:00|日本|岡山県高梁市|文政4年3月2日|<死去>板倉勝政(63歳)前備中松山藩主
1821年4月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ蜂起指導者｢ﾄｩﾄﾞｰﾙ･ｳﾞﾗﾃﾞｨﾐﾚｽｸ｣(~6.8死刑)
1821年4月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾊﾟﾄﾗｽで主教ｹﾞﾙﾏﾉｽの呼びかけで､ｷﾞﾘｼｱ本土でもｵｽﾏﾝ帝国からの独立戦争
  が始まる
1821年4月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬの軍隊が､ﾋﾟｴﾓﾝﾄ軍をﾉｳﾞｧﾗで破り､革命を鎮圧
1821年4月10日-09:00|日本|千葉県野田市|文政4年3月8日|<死去>久世広誉(71歳)前下総関宿藩主
1821年4月12日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｴﾚﾀｽ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾔﾝｸﾞ｣(~18230218)
1821年4月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Peter de Havilland｣
1821年4月18日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Hinds｣(~7.26)
1821年4月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ｱﾙｺｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾙﾃﾞﾍﾞｽ伯爵ﾏﾙｺｽ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ･ｴ･ﾌﾞﾘﾄｰ｣
  (~6.5)
1821年4月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国摂政｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ皇子｣(~18221012)
1821年4月22日-09:00|日本|三重県桑名市|文政4年3月20日|<死去>伊勢桑名藩10万石｢松平忠翼｣(42歳)⇒長男｢
  松平忠堯｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年3月24日､武蔵忍藩10万石に移封)
1821年4月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Francisco de Paula Escudero｣(~同日
  ⇒主席補佐官｢Eusebio Bardaji y Azara｣(~18220108)
1821年4月27日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Daniel de Lisle Brock｣(~184
  20924死去)
1821年4月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲｽﾞﾐﾘ･ﾊﾁｭ･ｻﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~18221110)
1821年4月30日-09:00|日本|東京都江東区|文政4年3月28日|江戸深川三十三間堂通矢｢全堂百射｣で､大沼優之助
  が84本(総矢数100中)を記録
1821年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｳﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾀﾝｼｬｰ3世･ｳﾞｨｸﾗﾑｼｬｰ｣(~18650611没)､摂政｢ﾗﾆ･ｻｸﾞﾅﾊﾞｲ｣(~1
  842年)
1821年5月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾊﾙﾂｰﾑ地域がﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘの息子ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬによってｴｼﾞﾌﾟﾄのｽｰﾀﾞﾝに併合
1821年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Beylanli Mehmed Pasha｣(~1824年)
1821年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ銀行が金本位制度を実施
1821年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄがｾﾝﾄ･ﾍﾚﾅのわびしい宿舎で/51歳(誕生17690815)
1821年5月5日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾎｱｷﾝ･ﾎｾ･ﾍﾟﾚｲﾗ(軍事委員会議長)｣(~1823
  年1月)
1821年5月8日-09:00|日本|栃木県足利市|文政4年4月7日|<交替>下野足利藩11000石｢戸田忠喬｣隠居⇒三男｢戸田
  忠禄｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年9月20日､死去)
1821年5月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾏﾊﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(~18890328没)
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1821年5月14日-09:00|日本|東京都|文政4年4月13日|<死去>画家びに鑑定家,菅原洞斎(50歳)
1821年5月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｵｺﾞﾘﾃﾞｨ｣ｵｽﾏﾝ帝国が直接統治(~18220924)
1821年5月17日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｴﾏﾇｲﾙ･ﾊﾟﾊﾟｽは､ｶﾘｴｽのｱﾄｽ山修道院の修道院長を召集し､ﾁｬﾙｷﾃﾞｨｹ半島でｷﾞﾘｼ
  ｬ革命を宣言
1821年5月21日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢暫定最高政府委員会:Jose Leite Bo
  telho de Teive/Jose Francisco do Canto e Castro/Alexandre de Gamboa Loureiro/Antonio Maria Osorio
   Cabral｣(~1823.8)
1821年5月23日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾚﾅﾚｽ,山岳地帯に再侵入.ﾀﾙﾏとﾊｳﾊ,ｳｱﾝｶｲﾖをあいついで確保
1821年5月25日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓用亀｣(~11.12)
1821年5月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ帝国国家宰相｢ｸﾚﾒﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾒｯﾃﾙﾆﾋ侯爵｣(~18480313)
1821年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾄﾞﾗﾜ国がﾁｬﾝﾊﾞに併合される
1821年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗがｽﾍﾟｲﾝから独立｡ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ軍がﾍﾞﾈｽﾞｴﾗを解放し､大ｺﾛﾝﾋﾞｱに合流
1821年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰがｽﾍﾟｲﾝからほぼ独立｡ｻﾝ･ﾏﾙﾁﾝがﾘﾏを奪取し､ﾍﾟﾙｰ共和国を宣言
1821年6月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｺﾌﾟｿﾝ｣(~7.18)
1821年6月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｷﾄ軍司令官ｱｲﾒﾘﾁ,ｸﾞｱﾔｷﾙを攻撃.ｽｸﾚはこれを撃破し､さらにｱﾑﾊﾞﾄまで追撃する
  が,ｷﾄから迎撃に出たｺﾞﾝｻﾚｽ軍に惨敗,死者3百,捕虜6百4十を出しｸﾞｱﾔｷﾙに退却
1821年6月3日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｲﾖｱｽ2世･ﾋｽﾞｹﾔｽ｣
1821年6月3日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｷﾞｶﾞｰ･ｲﾔｽ｣(1回目~1826年4月)
1821年6月5日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞｨﾆｽ｣(~10.4)
1821年6月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾍﾟﾛﾎﾟﾈｿｽ上院(ﾄﾘﾎﾟﾘ)議長｢ﾃｵﾄﾞﾘﾄｽ･ｳﾞｧｼﾚｲｵｳ･ｳﾞﾚｽﾃﾆｽ｣(~18220127)
1821年6月9日-09:00|日本|京都府南丹市|文政4年5月10日|<死去>丹波園部藩24000石｢小出英たけ｣(48歳)⇒7月1
  6日､次男｢小出英発｣(⇒天保14(1843)年9月20日､隠居)
1821年6月11日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ副官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾞｽｶ･ｱﾙｺﾅｰﾃｨ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~18340519
  没)
1821年6月12日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｼﾝﾅｰﾙのﾌﾝｼﾞｽﾙﾀﾝ国(北部ｽｰﾀﾞﾝ)がｴｼﾞﾌﾟﾄに併合
1821年6月14日-09:00|日本|福井県福井市|文政4年5月15日|福井城下で火事,町家112軒など焼失
1821年6月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《歌劇｢魔弾の射手｣》
1821年6月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾙｰﾏﾆｱのﾄﾞﾗｶﾞｼｬﾆで､ｲﾌﾟｼﾗﾝﾃﾞｨｽの軍隊がｵｽﾏﾝ軍に敗れる
1821年6月24日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ県総督兼総司令官｢Francisco Tomas Morales｣(~1823
  0803)
1821年6月24日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙが､ｶﾗﾎﾞﾎﾞの戦いでｽﾍﾟｲﾝ軍を破り､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗを解放
1821年6月25日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｳ･ﾏﾙﾃｨﾚｽ･ﾃﾞ･ﾏｲｱ(暫定行
  政長官)｣(~9.5)
1821年6月26日-09:00|日本|香川県高松市|文政4年5月27日|<交替>讃岐高松藩12万石｢松平頼儀｣隠居⇒養子｢松
  平頼恕｣が継ぐ(⇒天保13年4月16日(18420525)､死去)
1821年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《ﾋﾟｱﾉ小協奏曲ﾍ短調》
1821年6月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｻﾝﾄｽ港の駐留部隊が反乱.給料の遅配に抗議し,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからの独立
  を要求
1821年6月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ｼｭﾃﾌｧﾝ･ｳﾞｫｺﾞﾘﾃﾞｨ(ｵｽﾏﾝ帝国総督)｣(~18221012
  )
1821年6月29日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙがｶﾗｶｽを占領し､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗを解放/第3ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国を宣言
1821年6月30日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾐﾅｽで自由黒人ｱﾙｺﾞｲﾑの率いる奴隷反乱/ｵｰﾛ･ﾌﾟﾚﾄでは1万5千人,S.
   Joao del Reiでは5千人が蜂起
1821年7月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｼﾚ･ﾘｰ｣(6回目~1822年7月)
1821年7月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ3世｣(~18220103没)､摂政｢ｼ
  ｬﾊｼﾞ･ﾌﾞﾜｻﾍﾌﾞ｣(~18220103)
1821年7月2日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Rodrigo Antonio de Melo｣(~18220422)
1821年7月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｼﾙﾍﾞｽﾄﾙ･ﾋﾟﾆｪｲﾛ･ﾌｪﾚｲﾗ｣(~9.7)
1821年7月6日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾉｳﾞｪｯﾗ･ｱｻﾊﾞﾙ･ﾍﾟﾚｽ･ｲ･ｼｶﾙﾄﾞ｣(~30
  日)
1821年7月9日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||休戦期間の期限切れにともない,副王はﾓﾝﾃﾐﾗ侯爵に全権を依託しﾘﾏを撤
  退,南方のｶﾆｪﾃに本拠を移す.その後あらためてｸｽｺに陣を構える.市会はｻﾝﾏﾙﾁﾝの入市を許可.ﾏﾙﾁﾝ軍,ﾘﾏを解
  放
1821年7月9日-09:00|日本|長野県須坂市|文政4年6月10日|<死去>信濃須坂藩10053石｢堀直興｣(29歳)⇒弟｢堀直
  格｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年､隠居)
1821年7月10日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ沖で地震(M8.2)死者160人
1821年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊｳ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｶｰｿﾞﾝ=ﾊｳ｣(~18700512死去)
1821年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰｽ｣⇒初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯(~185601
  04死去)
1821年7月18日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ,ｳﾙｸﾞｱｲに侵攻しﾊﾞﾝﾀﾞ･ｵﾘｴﾝﾀﾙを併合しｼｽﾌﾟﾗﾁﾅ州と名付ける
  (~18250825)
1821年7月18日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾒｲﾝﾜﾘﾝｸﾞ｣(1回目~1823年2
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  月)
1821年7月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾃｷｻｽ共和国がｽﾍﾟｲﾝから独立宣言
1821年7月19日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝがｴｼﾞﾌﾟﾄのｽｰﾀﾞﾝに併合
1821年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾘｰﾝが､ｼﾞｮｰｼﾞ4世即位記念飛行で石炭ｶﾞｽが使用した気球で飛行
1821年7月22日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾎｱｷﾝ･ｲﾅｼｵ･ﾃﾞ･ﾘﾏ｣(~18220206)
1821年7月23日-09:00|日本|富山県高岡市|文政4年6月24日|<越中高岡文政4年の大火>城内外とも被害甚大
1821年7月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ｺｸﾚｰﾝの部下ﾄｰﾏｽ･ｸﾛｽﾋﾞｰ,夜戦をしかけ敵艦4隻を鹵獲/ｽﾍﾟｲﾝ軍は完全に
  戦意を喪失.ｱﾝﾃﾞｽ山中に撤退
1821年7月25日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督･最高司令官代理｢ﾄｰﾏｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾞﾙｯｸ｣(1期目
  ~18230311)
1821年7月26日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾍﾝﾘｰ･Warde卿｣(1期目~1825052
  6)
1821年7月27日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官代行｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾘｭｰﾃﾞｳｨｯﾁ･ｳﾙﾘｯ
  ﾋ･ﾗｽﾄ｣(1回目~18230111)
1821年7月28日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾗﾌｧｴﾙ･ｱﾝﾄﾞﾗｽ｣
1821年7月28日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｳｨﾙﾄﾊﾞｰｶﾞｰ｣(
  ~11月)
1821年7月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾙｰ護国卿ﾎｾ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝでｽﾍﾟｲﾝからﾍﾟﾙｰ共和国独立を宣言
1821年7月30日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾌｧﾝ･ﾄﾞ･ｵﾄﾞﾉｼﾞｭ･ｵﾗｲｱﾝ｣(~9.28没)
1821年7月31日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｼｽﾌﾟﾗﾁﾅ州という名前でﾌﾞﾗｼﾞﾙに組み込まれた(~18250825)
1821年7月31日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｸｰﾗﾝ｣(~18221222)
1821年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘに｢ｻﾙ･ﾙ･ﾍﾟﾙﾃｨｴ｣(11代目ｵﾍﾟﾗ座)が､｢ﾙ･ﾍﾟﾙﾃｨｴ通り｣(9区)開場(1873年に焼失)
1821年8月2日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督代行｢ﾄﾏｽ･ｻｲﾚｽ｣(~同月)⇒総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸﾙｽ･ﾑﾙｼﾞｮﾝ･ｲ･
  ｱﾁｪ｣(~10.22)
1821年8月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国摂政｢ｽﾝﾌﾞ･ﾗﾑ･ﾎﾞｰﾗ｣(~1831年)
1821年8月3日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ護国卿｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾇｽ｣(~18220920)
1821年8月5日-09:00|日本|岐阜県中津川市|文政4年7月8日|<死去>遠山友随(75歳)前美濃苗木藩主
1821年8月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｻﾞｲﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1821年8月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~18241030死去)
1821年8月7日-09:00|日本|  ||文政4年7月10日|日本初の実測地図｢大日本沿海輿地全図｣と｢大日本沿海実測録｣
  が完成し､幕府に献上される
1821年8月8日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢Richard Hetherington｣
1821年8月8日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢Richard Hetherington2世｣(~1830年
  )
1821年8月8日-09:00|日本|秋田県秋田市|文政4年7月11日|<死去>久保田新田藩(2)2万石｢佐竹義知｣(35歳)⇒9月
  16日､養子｢佐竹義純｣が継ぐ(⇒嘉永2(1849)年10月26日､隠居)
1821年8月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ｳﾞｧﾘｻﾙｼﾞ2世｣(~18601117)
1821年8月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ﾐｽﾞｰﾘ準州⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ﾐｽﾞｰﾘ州(24番目)
1821年8月18日-09:00|日本|  ||文政4年7月21日|<死去>森狙仙(75歳)絵師
1821年8月18日-09:00|日本|大阪府豊中市|文政4年7月21日|<交替>摂津麻田藩1万石｢青木一貞｣隠居⇒長男｢青木
  重竜｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年11月23日､隠居)
1821年8月19日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾎｾ･ﾐﾚｽの率いる独立軍,ｼﾞｬｸﾞｱﾁの闘いでｺﾞﾝｻﾚｽ軍を撃破
1821年8月20日-09:00|日本|山形県鶴岡市|文政4年7月23日|<死去>出羽松山藩25000石｢酒井忠禮｣(43歳)⇒長男｢
  酒井忠方｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年10月20日､隠居)
1821年8月23日-09:00|日本|東京都|文政4年7月26日|<死去>書家,中井董堂敬義(64)
1821年8月24日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ暫定統治委員会議長｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｺｽﾒ･ﾀﾞﾐｱﾝ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ･ｲ･ｱﾗﾝﾌﾞﾙ｣(
  ~9.28)
1821年8月24日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|文政4年7月27日|<死去>下野壬生藩3万石｢鳥居忠燾｣(46歳)
  ⇒次男｢鳥居忠威｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年11月11日)､死去)
1821年8月25日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶﾝﾃﾗｯｸ,反撃に出てﾘﾏを襲う.ｻﾝﾏﾙﾁﾝ軍の強力な反撃にあい,ｻﾝﾁｪｽ大佐を失う
  など大きな犠牲を出し,成果を上げることなく退却
1821年8月27日-09:00|日本|兵庫県三田市|文政4年7月30日|<死去>九鬼隆張(75歳)前摂津三田藩主
1821年8月28日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ国務委員会議長代行(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｯｸ･ﾚｰﾋﾞ
  ﾝﾀﾞｰ｣(~18260329)
1821年8月28日-09:00|日本|  ||文政4年8月|<出版>速水春暁斎｢男山放生会図録｣
1821年8月28日-09:00|朝鮮|  ||清･道光1年8月|朝鮮の平壤地方で疫病が流行し､死者10万人余
1821年9月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾐｰﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ｣(~18460408没)
1821年9月5日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣(18240625ま
  で統治委員会議長~18250125)
1821年9月5日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾄｰﾆﾝｸﾞ｣(~18231223)
1821年9月7日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾌｨﾘｯﾍﾟ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~18230529)
1821年9月9日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ｶﾞﾋﾞｰﾉ･ﾃﾞ･ｹﾞｲﾝｻ･ｲ･



1830迄(2634件)

  ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾒﾄﾞﾗﾉ｣(~15日)
1821年9月9日-09:00|日本|三重県四日市市|文政4年8月13日|<死去>伊勢東阿倉川13000石｢加納久慎｣(46歳)⇒10
  月6日､嫡男｢加納久儔｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年3月､上総一宮藩13000石に藩庁移転)
1821年9月12日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||ﾍﾟﾙﾘｽはﾀｲの主権下(~19090716)
1821年9月15日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連合最高統治組織代表･
  暫定諮問委員会議長｢ｶﾞﾋﾞｰﾉ･ｶﾞｲﾝｻ｣(~18220105ﾒｷｼｺ帝国に統合)
1821年9月15日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>ｸﾞｱﾃﾏﾗ州最高政治責任者･総督･次官｢ｶﾞﾋﾞｰﾉ･ﾃﾞ･ｹﾞｲﾝｻ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃ
  ﾞ･ﾒﾄﾞﾗﾉ｣(~18220622)
1821年9月15日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾚｵﾝ上級政治長官･次官｢ﾐｹﾞﾙ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾋﾞｱ･ｲ･ｺﾗﾙﾃ｣(~10.12)
1821年9月15日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<設立>中央ｱﾒﾘｶ連合(ｽﾍﾟｲﾝから独
  立~18220105ﾒｷｼｺ帝国に統合)
1821年9月15日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||中米ｸﾞｱﾃﾏﾗのｽﾍﾟｲﾝ総督府が独立を宣言
  しｸﾞｱﾃﾏﾗ､ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｺｽﾀﾘｶ､ﾆｶﾗｸﾞｱ､ﾎﾝｼﾞｭﾗｽを併せた地域が中米連邦州として独立
1821年9月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ政府軍将軍のｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ(38)が､ｽﾍﾟｲﾝ政府を裏切ってﾒｷｼｺ市に入
  城し､ﾒｷｼｺ帝国を樹立
1821年9月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会:ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾃﾞｨｰﾆｮ･ﾀﾞ･ﾐﾗ/ﾎｱｷﾝ･ﾏ
  ﾇｴﾙ･ｺﾚｲｱ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｴ･ｶﾞﾏ/ｺﾞﾝｻﾛ･ﾃﾞ･ﾏｶﾞﾙﾊﾝｽ･ﾃｲｼｪｲﾗ･ﾋﾟﾝﾄ/ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ｺﾞﾒｽ･ﾙﾚｲﾛ/ﾏﾇｴﾙ･ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾚｲﾀﾝ｣(~12.3)
1821年9月17日-09:00|日本|岩手県盛岡市|文政4年8月21日|<死去>陸奥盛岡藩20万石｢南部利用｣5月に庭の樹木
  から転落し､それが元で(15歳)⇒養子｢南部利用｣が継ぐ(⇒文政8年8月21日(18250831)､死去)
1821年9月17日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|文政4年8月21日|<死去>備中足守藩25000石｢木下利徳｣(33歳)⇒1
  1月8日､養子｢木下利愛｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年11月23日､隠居)
1821年9月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶﾘｬｵ要塞のﾗﾏﾙ司令官,ｻﾝﾏﾙﾁﾝのすすめを受入れ降服
1821年9月21日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連合ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ上級政治長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾞﾘｴﾚ｣(
  ~11.28)
1821年9月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾐｰﾙ･ｱﾌｻﾞﾙ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18420808没)
1821年9月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾒｷｼｺの独立を承認
1821年9月28日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ上級政治責任者｢ﾎｾ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾃｨﾉｺ･ﾃﾞ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣(~18211121)
1821年9月28日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ｺﾏﾔｸﾞｱ州独立宣言
1821年9月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾃｷｻｽ共和国は独立したﾒｷｼｺの一部
1821年9月28日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国摂政大統領｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｺｽﾒ･ﾀﾞﾐｱﾝ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ･ｲ･ｱﾗﾝﾌﾞﾙ｣(~182
  20519)
1821年9月28日-09:00|日本|  ||文政4年9月3日|<死去>初代梅暮里谷峨(72歳)戯作者
1821年9月29日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ市長｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｸﾞｱﾙﾃﾞｨｵﾗ･ｱﾓﾗｽ｣(~12.18)
1821年9月29日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ州が独立
1821年10月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||外務省設置
1821年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1821年10月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾎｾ･ｳﾞｨｴｲﾗ｣(~18220116)
1821年10月5日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｱの反乱軍がﾄﾘﾎﾟﾘを占領し､約1万人のｲｽﾗﾑ教徒を虐殺
1821年10月7日-09:00|日本|東京都|文政4年9月12日|<死去>塙保己一(76歳､延享3(1746)0505生)国学者/萩原宗
  固の門人
1821年10月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1821年10月11日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連合ｺｽﾀﾘｶ州政治長官｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｶﾆｬｽ･ﾄﾙﾋｰﾖ･ｲ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ
  ･ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ｣(~11.12)
1821年10月17日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗ
  ﾝﾄ｣(~11.28)
1821年10月17日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設置>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地(ｶﾞﾝﾋﾞｱ､ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ､ｼｴﾗﾚ
  ｵｰﾈを含む)
1821年10月22日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾌｧﾌﾞﾚｶﾞ｣(1回目~18211128)
1821年10月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政4年9月27日|<死去>初代嵐璃寛(二代目嵐吉三郎)
1821年10月22日-09:00|日本|東京都墨田区|文政4年9月27日|<大相撲>文政4年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)幕内優勝:(東大関)柏戸,8勝2敗
1821年10月23日-09:00|日本|  ||文政4年9月28日|<死去>香川景柄(77歳)歌人
1821年10月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｺﾞｲｱｰﾅ州でﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺ共和政府の復活を目指す蜂起
1821年11月 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人｢ｲｰﾗｲ･ｴｱｰｽﾞ｣(~18220425)
1821年11月2日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾕｶﾀﾝがﾒｷｼｺ帝国へ編入
1821年11月7日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｰﾄﾞ｣(3回目~18220605)
1821年11月11日-09:00|日本|大分県臼杵市|文政4年10月17日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉尊通｣(21歳)⇒弟｢稲
  葉幾通｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年12月17日､29歳で死去)
1821年11月12日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||ｼｬﾑがｹﾀﾞ併合(~1843年)
1821年11月12日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｽｸﾚの部隊,ｳｱﾁの闘いでｱｲﾒﾘｯﾁの騎兵部隊に敗れる
1821年11月12日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連合ｺｽﾀﾘｶ州暫定統治理事会議長｢ﾎｾ･ﾆｺﾗｽ･ｶﾘｰｼﾞｮ･ｲ･ｱｷﾞｰﾚ｣
  (~12.1)
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1821年11月13日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘ｣(~18221016)､摂政｢ﾀﾏﾙ･ﾀﾞﾃﾞｨｱﾆ｣(1回目~182210
  16)
1821年11月16日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<設立>西ｷﾞﾘｼｬ元老院が反乱
1821年11月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｻﾝﾀ･ﾌｪ街道開通
1821年11月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>西ｷﾞﾘｼｬ上院(ﾒｿﾛﾝｷﾞ)議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ﾆｺﾗｳ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞﾄｽ｣(~18220127)
1821年11月21日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ市長代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾈﾎﾟﾑｾﾉ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾘﾝﾄﾞ･ｲ･ｾﾗﾔ｣(~18240211)
1821年11月21日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ上級政治責任者｢ｼﾞｮﾝ･ﾈﾎﾟﾑｾﾉ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾘﾝﾄﾞ･ｲ･ｾﾗﾔ｣(~1824
  0211)
1821年11月22日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<設立>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ運営委員会｢ﾋﾟｵ･ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾃｨｰｼﾞｮ･ﾎﾞﾗｰﾆｮｽ･ﾄﾒｳ･ｻﾝﾃﾘｽ･ﾓﾗﾚｽ/ﾗﾌｧ
  ｴﾙ･ﾌﾞﾘｾｰﾆｮ/ﾌｪﾘﾍﾟ･ｱﾙｸﾞｴﾛ･ﾓﾘｰﾅ/ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ｣(~18220204)
1821年11月26日-09:00|日本|  ||文政4年11月2日|<死去>木下幸文(43歳)歌人
1821年11月28日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｯｶｰｼ
  ｰ卿｣(4回目~18240417)
1821年11月28日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾟﾅﾏのﾛｽ･ｻﾝﾄｽ市,ｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言
1821年11月28日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連合ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ監事･総督｢ﾎｾ･ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞﾙｶﾞﾄﾞ･ｲ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣
  (18220111から政府委員会議長~18230209)
1821年11月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>東大陸ｷﾞﾘｼｬのｱﾚｵﾊﾟｺﾞｽ(ｻﾛﾅ)大統領｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ･ｹﾞｵﾙｷﾞｵｳ･ﾈｸﾞﾘｽ｣(~1822
  0127)
1821年11月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｬ東部大陸のｱﾚｵﾊﾟｺﾞｽが反乱
1821年11月30日 05:00|ﾊｲﾁ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ政府の副知事ﾎｾ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ｶｾﾚｽ,ｽﾍﾟｲﾝからの独立と｢ﾊｲﾁ･ｽﾍﾟｲﾝ人
  共和国｣の樹立を宣言
1821年12月-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｲﾗﾝ･ﾄﾙｺ戦争が勃発
1821年12月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾞﾘｽﾍﾞｰﾝ｣(~18251201)
1821年12月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ政治的総督･国家大統領｢ﾎｾ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ｶ
  ｾﾚｽ･ｲ･ｱﾙﾎﾞｰﾙ｣(~18220209)
1821年12月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ島のｽﾍﾟｲﾝ人たちが､ﾄﾞﾐﾆｶ共和国として独立を宣言
1821年12月1日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連合ｺｽﾀﾘｶ州上院議長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ･ｲ･ﾊﾞｴｻ｣(~1822
  0106)
1821年12月2日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾒｷｼｺ|  |||ｺﾏﾔｸﾞｱがﾒｷｼｺへ編入(~18230328)
1821年12月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会:ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ｻﾞﾙｺ･ﾀ･ｶ
  ﾏﾗ/ﾌﾚｲ･ﾊﾟｳﾛ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾏｽ･ﾃﾞ･ｱｷﾉ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｿｳﾄ･ﾏｲｵｰﾙ･ﾃﾚｽ/ﾌｧﾝ･ｶﾙﾛｽ･ﾚｱﾙ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾘﾏ･ﾚｲﾀﾝ/ﾎｱｷﾝ･ﾓｳ
  ﾗﾝ･ｶﾞﾙｾｽ･ﾊﾟﾙﾊ｣(~18231118)
1821年12月3日-09:00|日本|山形県米沢市|文政4年11月9日|<死去>上杉勝定(55歳)前出羽米沢新田藩主
1821年12月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|文政4年11月11日|<加増>駿河沼津藩3万石｢水野忠成｣+1万石⇒4万石(
  ⇒文政11(1829)年11月26日､1万石加増され5万石)
1821年12月6日 00:00|南極/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｳｽｵｰｸﾆｰ諸島は､ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟｳｴﾙ大尉によって英国領土宣言(ｻｳｽｵｰｸﾆｰ諸
  島に改名され､1822.2開拓された)
1821年12月7日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢Teri`i tari`a Pomare3世｣(~18270108死去)､摂政｢T
  eri`i tari`a Ari`i paea vahine｣(~18270108)
1821年12月11日-09:00|日本|  ||文政4年11月17日|松浦静山,随筆集｢甲子夜話｣執筆開始(~天保12年6月29日)
1821年12月13日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金載ｻﾝ｣(~18230403)
1821年12月13日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ大統領代理｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾟｳﾗｻﾝﾀﾝﾃﾞﾙ｣(~18261114)
1821年12月13日-09:00|日本|  ||文政4年11月19日|奥州で大地震｡家600余戸倒壊｡人馬死傷多数
1821年12月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第6代首相｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾚｰﾙ｣(~18280103)｢ｶﾄﾘｯｸ教会｣との連
  携を強めた反動政治を推進
1821年12月18日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ総司令官｢ｼﾓﾝ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(~18220203)
1821年12月19日-09:00|日本|青森県上北郡七戸町|文政4年11月25日|<死去>七戸藩11000石｢南部信鄰｣(46歳)⇒
  翌年正月､長男｢南部信誉｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年8月12日､死去)
1821年12月20日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸｽ
  ｳｪﾙ｣(2回目~18270702)
1821年12月21日-09:00|日本|  ||文政4年11月27日|幕府が真鍮四文銭を鋳造
1821年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで世界初の気象図が描かれ公表されるｻﾞｸｾﾝの気象をﾊｲﾝﾘﾋ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｽが図
  示
1821年12月26日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･議長｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸﾙｽ･ﾑﾙｼﾞｮﾝ･ｲ･ｱｼｪ｣(~1822040
  8没)
1821年12月28日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾁｬﾙｷﾃﾞｨｹ半島地域で親ｷﾞﾘｼｬの独立反乱を鎮圧し､ｱﾄｽを駐屯
  させる
1821年12月29日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｪﾙｽﾞﾘｰ侯爵ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｺﾘｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣(1回目~1828
  0301)
1821年12月30日-09:00|日本|北海道|文政4年12月7日|<移封>陸奥国梁川藩9000石(実高18000石余)｢松前章広｣⇒
  蝦夷松前藩(⇒天保2(1831)年10月29日､1万石に復す)
1821年12月30日-09:00|日本|北海道|文政4年12月7日|幕府､松前奉行を廃止
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1822年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ君主｢Hamengkubuwono5世｣(~1826年)
1822年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Al-Mansur Sirajuddin｣(~1856年)
1822年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Saong Nyung Ceng｣ﾍﾞﾄﾅﾑに統合される
1822年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ国主(ﾁｬｵ)｢ｶﾑ･ﾌｧﾝ｣(~18250201)
1822年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Bait Lan(Nguyen Van Lan)｣⇒｢Po Klan Thu｣(~1828年死去)
1822年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾁｬﾝﾊﾟ王国はﾍﾞﾄﾅﾑによって消滅したが､ある程度の自治権を保持
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾃﾞｨﾝﾌｧ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｶﾝﾀｼﾝﾊ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(3回目~6.21)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾛｼﾞ･ﾗｵ1世ﾌｧｯﾃｼﾝ･ﾗｵ･ﾎﾞﾝｽﾚ･ﾊﾞﾊﾞ･ｻﾍﾌﾞ･ﾗｼﾞｪ｣(~1828年没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾗｳﾝ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾞﾗﾗｵ･ｺﾞｳﾞｨﾝﾄﾞ｣(~1832年没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ首席大臣(ﾃﾞﾜﾝ)｢ｱﾐｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1836年)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｻﾘ･ﾊﾞｲ｣(~1823年12月没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｻﾄｳﾞｧｼﾞ･ﾗｵ2世｣(~1885年12月没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾞﾏﾝｼﾑｼﾞ｣(~1851年没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ｣(~1830年)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾀﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱｻﾄﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(2回目~1864年)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗｼﾉｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ･ﾊﾞﾋﾞ)｢ｼﾞｬﾗﾙ･ﾊﾝｼﾞ(ｴﾄﾞｩﾙ･ﾊﾝｼﾞ)｣(~18311202没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾄﾞｩﾅｽ･ﾊﾞﾝｼﾞ･ﾃﾞｵ｣(~1863年没)
1822年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾗﾊﾞ国､ｼﾞｬｳﾊﾙ国､ﾊﾞｿﾀﾞ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1822年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｷﾞﾙｷﾞｯﾄ国統治者｢ｱｯﾊﾞｽ･ｶｰﾝ｣(~1825年)
1822年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ汗国ﾊﾝ｢ﾐﾙｻﾞ･ｶﾗﾝ4世｣(~1828年)
1822年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝはｺﾝﾄﾞｩｽﾞ支配下(~1859年)
1822年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾏｸ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾘ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾔｯﾄ｣､｢ﾊｼﾞ･ｲｽﾏｲﾙ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾔｯﾄ｣(~1866年)
1822年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｶﾊﾞﾙﾃﾞｨｱの政体は解散し､ﾛｼｱに併合される
1822年-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏが英国との航海自由条約に署名
1822年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｶﾝｶﾞﾙﾘ汗国ｶｰﾝ｢ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｶﾝｶﾞﾙﾘ｣(~1866年)
1822年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Olimi1世 Kaboyo1世｣⇒｢Ruhaga Kazana｣(~1866年死去)
1822年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾖｱﾆﾅ･ﾊﾟｼｬ国ﾊﾟｼｬ｢Ali Pasha｣
1822年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Behram Mehmed Pasha｣(~1823.2)
1822年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehmed Wahid Pasha｣(~1826年)
1822年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ州知事代理｢Adam Reviczky de Revisnye｣(~18230302)
1822年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｻﾝｸﾙ首長｢ﾑｸｾﾃﾞｨ･ｱﾘ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗｼﾞｬ｣(~1832年)
1822年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muftizade Ahmed Pasha｣(~5月)
1822年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ﾏﾆｶ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁｶﾝｶﾞ･ｼﾞｭﾙ(ﾑﾀｻ･ｼﾞｭﾙ)｣(~同年)⇒｢ﾑﾀｻ･ﾑﾃﾝﾍﾞﾙﾜ｣(~1845
  年)
1822年-02:00|ﾚｿﾄ|  |||<即位>ﾚｿﾄ大酋長｢ﾓｼｮｴｼｮｴ1世｣建国(~18700118)
1822年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Alvaro Maria Chacon｣(~1823年)
1822年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ｲﾌﾞﾗﾑ･ﾀﾞﾝ･ｽﾚｲﾏﾝ｣(1回目~1841年)
1822年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ候｢Heinrich72世｣(⇒1824年､ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ候~18
  481001解任､ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ候領へ)
1822年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾏﾙ2世｣(~1830年)
1822年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ摂政｢ﾛｺ･ﾌｫﾘﾎﾞ｣(~1835年)
1822年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾗ･ｺﾞﾒﾗ及びｴﾙ･ﾋｴﾛ総支配人｢Matias Martinez Valcarcel｣(~1829
  年)
1822年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾆｴﾆ首長｢ｲｪﾘﾑｽ･ｶﾘ･ｺﾛﾏ1世｣(~1850年頃)
1822年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ｱﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｽ･ﾋﾞﾝ･ﾓﾊﾒﾄﾞ･ｱﾙ･ｱｻﾞﾑﾘ･ｱﾙ･ｱﾑﾗﾆ･ｱ
  ﾙ･ﾌｧｼ｣(1回目~1831年)
1822年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｽ･ｻﾗｰﾑ(反乱)｣(~同年)
1822年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾙﾙﾂ統治者｢Teramana Teuruari`i1世｣
1822年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾙﾙﾂ統治者｢Tearoro`o Teuruari`i2世｣⇒｢Pa`a Teuruari`i3世｣(~1879年)
1822年1月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||<移管>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Facundo Melgares｣⇒ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督(
  ~18220705)
1822年1月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||ｶﾙﾀｺﾞとｻﾝﾎｾのあいだで内乱になる
1822年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣Con(3期目~12.31)
1822年1月1日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Jacob Thielen1世｣(~1826年)
1822年1月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｬﾊｼﾞ1世ﾊﾞﾊﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~18381129)
1822年1月5日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ﾒｷｼｺ|  |||<統合>中央ｱﾒﾘｶ連合⇒ﾒｷｼｺ帝国(~18
  230701)
1822年1月5日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟがﾒｷｼｺに編入(~18230328)
1822年1月6日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ州上級理事会議長｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾊﾞﾛｴﾀ･ｲ･ｶｽﾃｨｰ
  ﾘｬ｣(12日まで選挙管理委員会議長~4.13)
1822年1月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Ramon Lopez Pelegrin｣(~1.24)
1822年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾗｽﾀﾞｳﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾘｰ･ﾏﾝｸ｣(~18480920死去廃絶)
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1822年1月12日-09:00|日本|  ||文政4年12月20日|<死去>3代藤間勘兵衛(不明)振付師
1822年1月16日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ﾎｾ･ﾎﾞﾆﾌｧｼｵ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗﾀﾞ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ｣(1回目~10.28)
1822年1月18日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事代理｢Diederik Johannes van Romondt｣(
  ~18230306)
1822年1月23日-09:00|日本|  ||文政5年|<刊行>青地林宗､万国地理書｢輿地誌｣
1822年1月23日-09:00|日本|石川県金沢市|文政5年|<交替>加賀藩102万5千石｢前田斉広｣隠居⇒嫡男の｢前田斉泰
  ｣が継ぐ(~慶応2(1866)年4月4日､隠居)
1822年1月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･明命3年|<解任>順城鎮藩王｢Po Chong Chan｣ﾍﾞﾄﾅﾑに統合
1822年1月23日-09:00|日本|  ||文政5年1月|<刊行>科学者･宇田川榕庵｢菩多尼詞経｣/体系的植物学を日本に最
  初に紹介
1822年1月23日-09:00|日本|  ||文政5年1月|<初演>｢傾城染分総｣[作･龍玉(三代目中村歌右衛門)]
1822年1月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｱ独立宣言､憲法制定
1822年1月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官Jose Gabriel de Silva y Bazan(~18220130
  )
1822年1月25日-09:00|日本|東京都墨田区|文政5年1月3日|<大相撲>文政5年1月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(東大関)柏戸,7勝2敗1休
1822年1月27日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ執行部委員長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ﾆｺﾗｳ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞﾄｽ｣(~18230509)
1822年1月27日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島､ﾃﾈﾘﾌｪ島はｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島州の一部となる(~18231
  001)
1822年1月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｸﾞﾗﾅﾀﾞのｿﾞﾗｲﾀﾞ｣》
1822年1月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理Ramon Lopez Pelegrin(~18220228)
1822年2月-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(3期目~5.17)
1822年2月2日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ第4代総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾟｼﾞｪｯﾄ｣(~11.6)
1822年2月2日-09:00|日本|山形県酒田市|文政5年1月11日|<酒田文政5年の大火>染屋小路から出火し､炎は本町
  四ﾉ丁から三ﾉ丁､和泉小路､上の山､荒瀬町､近江町､新片町など町の中心部をなめて904軒焼失
1822年2月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞﾝﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾝｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~18341104没)
1822年2月3日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ上級政治責任者｢ﾎｾ･ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｴﾚﾗ･ｲ･ﾃﾞｨ
  ｱｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ｣(~18240916)
1822年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ｼｬﾝﾄﾞｽ公･ｼｬﾝﾄﾞｽ候･ｽﾄｰの初代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾃﾝﾌﾟﾙ=ﾆｭ
  ｰｼﾞｪﾝﾄ=ﾌﾞﾘｯｼﾞｽ=ｼｬﾝﾄﾞｽ=ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣3代ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ伯(~18390117死去)
1822年2月4日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ﾒｷｼｺ|  |||ｸﾞﾗﾅﾀﾞはﾒｷｼｺに編入(~18230116)
1822年2月5日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｱの豪族ｱﾘｰ･ﾊﾟｼｬがｵｽﾏﾝ帝国に降伏し､処刑される/81歳(誕生:1741)
1822年2月5日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･Parker Carrol卿｣(2期目~3.1
  7)
1822年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾘｽﾄｰｴﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｱ｣(~18370713死去)
1822年2月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/中国|  ||清･道光2年1月14日|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ﾊﾞﾝｶ･ﾌﾞﾘﾄｩﾝ州のGaspar海峡で清からの移
  民を載せたｼﾞｬﾝｸ船｢的星｣が座礁し沈没
1822年2月6日-08:00|中国|  |||<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢10世ﾂﾙﾃｨﾑ･ｷﾞｬﾂｫ｣(~18370930死去)
1822年2月6日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝｺﾞﾗとｺﾝｺﾞの司教ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾞﾏｽｹｰﾉ･ﾀﾞ･ｼ
  ﾙﾊﾞ･ﾎﾟｳﾞｫｱｽ(臨時政府委員会議長)｣(~18230524)
1822年2月9日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ軍ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ司令官｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾊﾞﾙｼﾞｪﾗ｣(~1832年)
1822年2月9日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁ軍が首都ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞを制圧.ｽﾍﾟｲﾝ系ｸﾘｵｰｼﾞｮの自治を保障するこ
  とで,ｴｽﾊﾟﾆｮｰﾗ島全土を統合(~18440227)
1822年2月9日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ軍事総督｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｶﾚｰﾆｮ｣(~1826年)､総督｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｱﾙｺﾞﾃ｣(1回目~182
  6年)
1822年2月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｶｼﾞﾐｰﾙ｣
1822年2月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ｶｰﾙ｣(~18470430死去)
1822年2月11日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文政5年1月20日|<死去>片桐貞彰(52歳)前大和小泉藩主
1822年2月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Diego Jose de Navarro｣(~5.30)
1822年2月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ｲｪﾝｽ･ｺﾌｫｴﾄﾞ｣(~1
  8230507)
1822年2月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｾﾞﾙﾐｰﾗ｣》
1822年2月21日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｸｴﾝｶの王党派軍,戦わずしてｽｸﾚ軍に降伏
1822年2月21日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|文政5年1月30日|(~閏1月1日)<鹿児島文政5年の大火>晩の六つ半
  (午後7時ごろ)､下町菩薩堂通りから出火し城下の武家屋敷ことごとく焼失
1822年2月21日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|文政5年1月30日|<死去>近江仁正寺藩17000石｢市橋長発｣(18歳
  )⇒2月22日､養子｢市橋長富｣が継ぐ(⇒天保15(1844)年10月7日､隠居)
1822年2月27日-09:00|日本|東京都|文政5年閏1月6日|<死去><死去>式亭三馬(49歳､安永5(1776)年生)滑稽本作
  者､浮世絵師/｢浮世風呂｣の作者
1822年2月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Francisco Martinez de la Rosa｣(~8.5)
1822年3月1日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官｢ﾛｼﾞｪ男爵ｼﾞｬｯｸ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣(1回目~18240831)
1822年3月2日-08:00|中国|  ||清･道光2年2月9日|鉄砲(鳥槍)や火器を私蔵すること､私造することが禁止され
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  る
1822年3月9日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Nikolay Ivanovich Perovskiy｣(~18231028)
1822年3月12日-09:00|日本|北海道|文政5年閏1月19日|有珠山が噴火する/火砕流で虻田集落が全滅し､和人およ
  びｱｲﾇ70余人死亡
1822年3月17日-09:00|日本|京都府綾部市|文政5年閏1月24日|<交替>丹波綾部藩19500石｢九鬼隆度｣隠居⇒弟｢九
  鬼隆都｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年6月10日､隠居)
1822年3月23日-09:00|日本|  ||文政5年2月|<刊行>八百善主人･栗原善四郎｢江戸流行料理通｣初編(翌年完結)
1822年3月23日-09:00|日本|  ||文政5年2月1日|ｶﾝｶﾝ踊りという唐人踊りの見せ物が禁止
1822年3月27日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｯｶｰｼｰ卿｣(1
  回目~5.17)
1822年3月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ,ﾌﾛﾘﾀﾞ準州設置
1822年4月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲｶの闘い.副王軍がｻﾝﾏﾙﾁﾝ軍を撃破.ﾘﾏに迫る
1822年4月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾗｾﾙﾅは,ﾊｳﾊのｶﾝﾃﾗｯｸとｱﾚｷﾊﾟのﾊﾞﾙﾃﾞｽに出動を命令.ﾄﾘｽﾀﾝ,ｶﾞﾏﾗ大佐の独立軍を攻
  撃/独立軍惨敗
1822年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｸﾞｲﾃﾞｨ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1822年4月1日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾃﾞ･ｳﾞｨｱ｣(~18271012
  )
1822年4月4日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･Parker Carrol卿｣(3期目~6.2
  0)
1822年4月4日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)代行｢ｱﾚｲﾝ･ﾊﾝﾌﾟﾃﾞﾝ･
  ﾊﾟｲ｣(~18230115)
1822年4月6日-09:00|日本|福岡県北九州市|文政5年2月15日|<死去>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原貞温｣(5
  7歳)⇒長男｢小笠原貞哲｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年12月9日､隠居)
1822年4月7日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ﾎﾞﾝﾎﾞｰﾅのたたかい/千8百名以上の死傷者を出し敗退
1822年4月7日-09:00|日本|  ||文政5年2月16日|幕府が､全国の人口を調査
1822年4月8日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･議長｢ﾒﾙﾁｮｰ･ﾃﾞ･ｱｲﾒﾘｯﾋ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬﾌｧﾅ｣(2回目
  ~5.24)
1822年4月11日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｸｴﾝｶを大ｺﾛﾝﾋﾞｱへ再編入(~18300513)
1822年4月12日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文政5年2月21日|宇和島藩領三机浦大火､274軒焼失
1822年4月13日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ州上級理事会議長｢ﾎｾ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾆｰｼﾞｬ･ｲ･ﾗﾔ･ﾎﾞﾘﾊﾞ
  ﾙ｣(~7.15)
1822年4月17日-09:00|日本|宮城県仙台市若林区|文政5年2月26日|仙台佛眼寺類焼
1822年4月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ軍ｷﾌﾟﾛｽ司令官｢ｻﾘﾌ･ﾍﾞｲ｣(~1825年)
1822年4月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｷﾞﾘｼｬ独立戦争の間(ｵｽﾏﾝ帝国を代表して)ｴｼﾞﾌﾟﾄがｷﾌﾟﾛｽ占領(~1829
  年12月)
1822年4月20日-09:00|日本|福島県会津若松市|文政5年2月29日|<死去>陸奥会津藩23万石｢松平容衆｣(20歳)⇒弟
  ｢松平容敬｣が継ぐ(⇒嘉永5年2月10日(18520229)､死去)
1822年4月21日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝの騎兵部隊がﾀﾋﾟで王党派を撃破
1822年4月21日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｽｸﾚ軍,ﾘｵﾊﾞﾝﾊﾞの近郊でｱｲﾒﾘﾁ軍と対決.これを打ち破る/王党軍はｷﾄ近郊北
  西のﾋﾟﾁﾝﾁｬに敗走/ｽｸﾚ軍,ﾘｵﾊﾞﾝﾊﾞにはいる
1822年4月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｴｰｹﾞ海のｷｵｽ島で､ｵｽﾏﾝ軍が多数のｷﾞﾘｼｱ人を処刑
1822年4月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Antonio Manuel de Noronha｣(~18230828)
1822年4月22日-08:00|中国|  ||清･道光2年閏3月|広東でｲｷﾞﾘｽ人と中国人の乱闘で死傷事件が発生
1822年4月25日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼﾞｪｰﾑｽ｣(~6.4)
1822年4月26日-09:00|日本|福井県|文政5年3月5日|大野城下で大火,家中100軒･町家706軒焼失
1822年5月-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｵﾏｰﾙ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ2世｣(1824年12月まで反体制派~18521118没)
1822年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Beylanli Mustafa Pasha｣(~1823.3)
1822年5月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙがｽﾍﾟｲﾝから独立｡ﾎﾞﾘﾊﾞﾙの部下ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｽｸﾚがｴｸｱﾄﾞﾙを解放
1822年5月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ総合病院が設立される
1822年5月2日-09:00|日本|山形県米沢市|文政5年3月11日|<死去>上杉治憲(上杉鷹山).疲労と老衰のため(72歳)
  前出羽米沢藩主
1822年5月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾞﾗﾌﾞ･ｼﾝ｣(~18460315)
1822年5月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｼﾞﾌﾟｼｰの女｣》
1822年5月12日-09:00|日本|島根県松江市|文政5年3月21日|<死去>出雲松江藩18万6千石｢松平斉恒｣(32歳)⇒5月
  23日､長男｢松平斉貴｣が継ぐ(⇒嘉永6(1853)年9月5日､強制隠居)
1822年5月14日 13:00|日本|北海道|文政5年3月23日|有珠山､火砕流で山麓の集落が全滅/死者103名､馬1,473頭
  被害
1822年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱｳｸﾞｽﾄ｣
1822年5月17日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Augustus ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･Warburton｣(~6.
  5)
1822年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~18250211死去)
1822年5月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾁｻﾞﾑ司令官
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  ｣(1回目~11.28)
1822年5月18日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾗﾑ｣簒奪者(~1824年12月)
1822年5月19日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ﾒｷｼｺ帝国皇帝｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ1世(ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ)｣(~18230319)
1822年5月19日-09:00|日本|茨城県古河市|文政5年3月28日|<加増>下総古河藩7万石｢土井利厚｣+1万石⇒8万石(
  ⇒文政5(1822)年6月24日､死去)
1822年5月23日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾐｽ｣(4期目~182310
  16)
1822年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの天文学者ﾌﾗﾝﾂ･ｴﾝｹは､彗星を発見(｢ｴﾝｹ彗星｣)この彗星が3.3年周期であ
  ることを示し､この日｢ｴﾝｹ彗星｣が近太陽点にあることを予言
1822年5月24日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽｸﾚ軍3千名とｱｲﾒﾘｯﾁ指揮下のｽﾍﾟｲﾝ王党派2千名が,ﾋﾟﾁﾝﾁｬ火山の山麓
  で決戦/ｽｸﾚ軍の勝利/ｷﾄが解放される
1822年5月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Francisco Gonzalez de Linares｣(~1823
  1202)
1822年6月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｵｯﾄｰ･ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾌｫｽ｣(~18230630)
1822年6月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Carl Gottlieb Fleischer
  ｣
1822年6月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Carl Vilhelm Jessen｣(~1
  8230330死去)
1822年6月1日-09:00|日本|東京都|文政5年4月12日|<死去>画家,渡辺(内田)玄対/74歳/中山高陽にまなび,山水,
  花鳥を得意とした/谷文晁の師
1822年6月4日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ｲﾗｲｼﾞｬ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(1回目~8.8)
1822年6月5日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･Parker Carrol卿｣(1期目~18
  日)
1822年6月5日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯爵ﾊﾝｽ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~1824
  年)
1822年6月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国の守備隊がｱﾃﾈのｱｸﾛﾎﾟﾘｽを明け渡す
1822年6月14日-09:00|日本|和歌山県新宮市|文政5年4月25日|<死去>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野忠
  実｣(74歳)⇒6月5日､嫡孫｢水野忠啓｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年8月16日､隠居)
1822年6月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣
1822年6月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~18581229死去)
1822年6月16日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ,ｸﾞﾗﾝｺﾛﾝﾋﾞｱに併合
1822年6月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅでｳﾞｧｾｰの率いる奴隷反乱.30人以上が処刑される
1822年6月18日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(4期目~18230205)
1822年6月20日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(5期目~18240113)
1822年6月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾖｰｹﾞｼｭｳﾞｧﾗｼﾝﾊ｣(2回目~18260224)
1822年6月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｲｰｱﾝ･ｽﾀﾙｻﾞ｣(~18280505~18420202死去)
1822年6月22日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>ｸﾞｱﾃﾏﾗ州最高政治責任者･総督･次官｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾌｨﾘｿﾗ･ﾃﾞ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(~1823
  0717)
1822年6月23日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｻﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｽ島､ﾌﾟﾛﾋﾞﾃﾞﾝｽ島､ｾﾝﾄ･ｷｬｻﾘﾝ諸島の住民は､自発的に大ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和
  国に加盟
1822年6月25日-09:00|日本|福島県須賀川市|文政5年5月7日|<死去>亜欧堂田善(75歳)銅版画家/司馬江漢に就い
  て西洋画を学び､盛んに銅版画を製作
1822年6月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢署名のない手紙｣》
1822年6月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ｸﾞﾘｺﾞﾚ4世ｷﾞｰｶ｣(~18280429)
1822年6月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞの軍部隊が反乱開始.内戦はｶｽﾃｨﾘｬ,ﾄﾚﾄﾞ,ｱﾝﾀﾞﾙｼｱに拡大.共和派はﾌｪ
  ﾙﾅﾝﾄﾞを捕らえ幽閉
1822年7月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾎﾞｶﾙ･ﾓﾃﾞｨﾎﾞ･ｶﾝ｣(~18230208)
1822年7月4日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Juan Ramirez de Cardenas｣(~1823030
  1)
1822年7月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾔﾉｽ･ﾊﾞｰﾛ･ﾖｼｶ･ﾌﾞﾗﾆｲｯｶｲ｣(11.25まで政府議長~1834年1
  1月)
1822年7月5日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Johan Frederik Bardenfleth｣(~182707
  14)
1822年7月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Francisco Xavier Chavez｣(~11月)
1822年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽのﾛﾏﾝ派詩人ｼｪﾘｰ/29歳(誕生17920804)
1822年7月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首席国務長官｢ｼﾞｮﾅｽ･ｺﾚｯﾄ｣(~18361110)
1822年7月11日-09:00|日本|  ||文政5年5月23日|<死去>4代岸澤式佐(51歳)常磐津節三味線方
1822年7月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱとﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱでﾌｧﾅﾘｵｯﾄ制が廃止
1822年7月13日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ｷﾝﾃﾞﾗﾝ･ｲ･ｵﾚｶﾞﾝ
  ｣(~18230502)
1822年7月15日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ州上級理事会議長｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ｳﾞｪｶﾞ｣(~1
  0.17)
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1822年7月17日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉﾎﾞﾛｼﾔ=ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢Ivan Nikitich Inzov｣(~18230507)
1822年7月17日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ民兵軍,ｲﾊﾞｰﾗの闘いで王党派を撃破.両軍併せ800の死者を出す激戦
1822年7月19日-09:00|日本|東京都|文政5年6月2日|<死去>烏亭焉馬(80歳)戯作者､浄瑠璃作家
1822年7月21日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｱｸﾞｽﾃｨﾝ1世が周辺諸国を統治しﾒｷｼｺ帝政開始
1822年7月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝがﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙにﾍﾟﾙｰを委譲
1822年7月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞﾝﾄﾞ国摂政｢ﾗﾆ･ﾏｲ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｶｳﾙ｣(1回目~1827年)
1822年7月31日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ｸﾞｱﾔｷﾙをｸﾞﾗﾝ･ｺﾛﾝﾋﾞｱに併合/ｸﾞｱﾔｷﾙとｴｽﾒﾗﾙﾀﾞを併せｸﾞｱﾔｷ
  ﾙ州と
1822年8月2日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文政5年6月16日|近江の幕府領八幡町で増助郷に反対する強訴が
  起こる(御朱印騒動)
1822年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの政治家ｶｯｽﾙﾘｰが喉を切って自殺/53歳(誕生17690618)ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞと
  ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの合併を成功させた
1822年8月3日-09:00|日本|埼玉県深谷市|文政5年6月17日|<死去>安部信享(65歳)前武蔵岡部藩主
1822年8月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Evaristo Fernandez San Miguel y Valledo
  r｣(~18230425)
1822年8月6日-09:00|日本|愛知県豊田市|文政5年6月20日|<死去>内藤政峻(45歳)前三河挙母藩主
1822年8月8日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ｼﾞｪﾌﾃﾞｨ･ｱｼｭﾑﾝ｣(1回目~1823
  0402)
1822年8月10日-09:00|日本|茨城県古河市|文政5年6月24日|<死去>下総古河藩8万石｢土井利厚｣(64歳)⇒8月23日
  ､養子｢土井利位｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年4月25日､隠居)
1822年8月14日-02:00|ﾄﾙｺ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄﾙｺ･ｼﾘｱで地震(M7.4)死者2万人
1822年8月14日-09:00|日本|長野県諏訪市|文政5年6月28日|<死去>諏訪忠粛(55歳)前信濃諏訪藩主
1822年8月15日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島暫定知事｢Jose Montilla｣(~18230515)
1822年8月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･道光2年7月|朝鮮の西海岸一体で伝染病が流行し､死者多数
1822年8月17日-09:00|日本|長野県伊那市|文政5年7月1日|信濃の高遠藩の農民が､わらじ･木綿の人頭税に反対
  して強訴する(わらじ騒動)
1822年8月19日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|文政5年7月3日|<死去>木下俊懋(51歳)前豊後日出藩主
1822年8月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲにｲﾝﾄﾞ人教育協会が設立され､ｲｷﾞﾘｽ化教育を開始
1822年8月21日-09:00|日本|  ||文政5年7月5日|<死去>5代都太夫一中(63歳)浄瑠璃太夫
1822年8月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政5年7月8日|<就任>大坂城代｢松平周防守康任｣(~文政8.5.15)
1822年8月24日-09:00|日本|東京都千代田区|文政5年7月8日|<解任>老中｢土井利和｣
1822年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの天文学者ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰｼｪﾙ/83歳(誕生17381115)/天王星や土星の衛
  星などなど多数の天体を発見した
1822年9月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,副王軍を撃破しﾘﾏを解放
1822年9月2日-09:00|日本|  ||文政5年7月17日|<死去>2代富本豊前掾(69歳)浄瑠璃太夫
1822年9月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻﾝ･ﾊﾟｳﾛを旅行中の摂政公ﾄﾞﾝ･ﾍﾟﾄﾞﾛが､ﾌﾞﾗｼﾞﾙのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからの独立
  を宣言
1822年9月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(1回目~1835年10月)
1822年9月11日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ軍ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢ﾏﾃﾞｲﾗ伯Alvaro da 
  Costa de Souza Macedo｣(~18240228)
1822年9月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏ｼｬﾝﾎﾟﾘｵﾝ､ｴｼﾞﾌﾟﾄの象形文字ﾛｾﾞｯﾀ石のﾋｴﾛｸﾞﾘﾌを解読
1822年9月15日-09:00|日本|  ||文政5年8月|<完成>塙保己一編｢続群書類従｣(1150巻に2103種の文献を収録)
1822年9月15日-08:00|中国|  ||清･道光2年8月|河南で捻子の暴動
1822年9月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ主権制憲議会議長代行｢ﾄﾘﾋﾞｵ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｲ･ｺﾗﾝﾃｽ｣⇒議長
  ｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾙﾅ･ﾋﾟｻﾛ･ｲ･ﾊﾟﾁｪｺ･ｱﾗｳｽ｣(~22日)
1822年9月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾏｰﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｵﾏｰﾝが奴隷貿易禁止条約を締結
1822年9月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ最高統治委員会｢ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾒﾙｾﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾏｰﾙ･ｲ･ｺﾙﾀｻﾙ(大統領
  )/ﾌｪﾘﾍﾟ ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ･ｲ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ/ﾋﾞｽﾀ･ﾌﾛﾘﾀﾞ伯爵ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾃﾞｻﾗｻﾞｰﾙ･ｲ･ﾊﾞｷﾊﾉ｣(~18230227)
1822年9月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙで1822年憲法が制定される
1822年9月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾚ･ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ｷﾞｶ｣(~18280630)
1822年9月27日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｸﾞﾙﾉｰﾌﾞﾙの高校の歴史教師ｼﾞｬﾝ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼｬﾝﾎﾟﾘｵﾝ(32)が､ﾛｾﾞｯﾀｽﾄ
  ｰﾝを手掛かりに古代ｴｼﾞﾌﾟﾄの文字ﾋｴﾛｸﾞﾘﾌの解読に成功し､学士院で発表
1822年9月28日-09:00|日本|  ||文政5年8月14日|日本初のｺﾚﾗ患者(ｺﾛﾘ)が発生(~10月初旬)全国での死亡者はわ
  ずか10数万人と推定
1822年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾛﾊﾙ国摂政｢ﾐﾙｻﾞ･ｼｬﾑｽﾃﾞｨﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1825年2月)
1822年10月 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ軍,ﾒｷｼｺ軍の支援を受けたﾌｨﾘｰｿﾗのｸﾞｱﾃﾏﾗ軍に敗れる
1822年10月1日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国ﾗｲﾊﾞｯﾊ州知事｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｶﾐｯﾛ･ﾌﾗｲﾊｰ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾐ
  ｯﾄﾌﾞﾙｸ｣(~18401224)
1822年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1822年10月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが立憲王国になる
1822年10月1日-09:00|日本|東京都|文政5年8月17日|浅草寺奥山､御蔵前通､両国などの盛り場で流行していた投
  扇興行が禁止
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1822年10月6日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|文政5年8月22日|<死去>出羽本荘藩2万石｢六郷政純｣(22歳)⇒12
  月14日､養子｢六郷政恒｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年2月22日､隠居)
1822年10月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜ島のｶﾞﾙﾝｸﾞﾝで噴火が起こり､100の村が破壊される
1822年10月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ｲｵｱﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｼｭﾄｩﾙﾂｧ｣(~18280425)
1822年10月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国皇帝｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世｣(~18310407)
1822年10月13日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾊﾟﾄﾘｯｸｿﾝ大尉がﾏﾆﾋｷを発見し､ﾊﾝﾌﾘｰｽﾞ島と名付けた
1822年10月16日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公｢ﾐﾊｴﾙ｣(~18640624)､摂政｢ﾀﾏﾙ･ﾀﾞﾃﾞｨｱﾆ｣(2回目~1824年)
1822年10月17日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ州上級理事会議長｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾙｲｽ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｶﾞｼﾞｪｺﾞｽ･ｲ･ｱﾙﾊﾞ
  ﾗｰﾄﾞ｣(~18230101)
1822年10月17日-09:00|日本|  ||文政5年9月3日|<就任>老中｢松平乗寛｣(~天保10年12月2日)
1822年10月17日-09:00|日本|京都府京都市|文政5年9月3日|<就任>京都所司代｢内藤信敦｣(⇒1825(文政8年04月0
  6日))
1822年10月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1822年10月21日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ州Conceicao農園の戦い/独立派部隊がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍の攻撃を跳
  ね返す
1822年10月25日-09:00|日本|山形県米沢市|文政5年9月11日|<死去>上杉治広(59歳)前出羽米沢藩主
1822年10月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢釘とｾﾗﾌｨｰﾇ､または海賊たち｣》
1822年10月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｻﾝﾄｱﾏﾛ侯爵ﾎｾ･ｴｼﾞﾃﾞｨｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~3
  0日)
1822年10月29日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<就任>ﾌｻｲﾝ朝大法官｢ﾌｾｲﾝ･ｺｼﾞｬ｣(~1829年)
1822年10月30日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾌﾜﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(~18251014死去)
1822年10月30日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾎｾ･ﾎﾞﾆﾌｧｼｵ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗﾀﾞ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ｣(2回目~18230
  717)
1822年11月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Jose Antonio Vizcarra｣(~1823.9)
1822年11月1日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｸﾛｱﾁｱのｲﾘｭﾘｱの一部であった地域がﾊﾝｶﾞﾘｰに復元される
1822年11月2日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ最高司令官｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾍﾞｲ･ﾃﾞﾌﾃﾙﾀﾞｰﾙ｣(~1825年)
1822年11月6日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18240118)
1822年11月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾋﾟﾗｰｼﾞｪ e Cabritoの戦いで独立派が勝利
1822年11月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃｲﾗｰ､ｼﾞｪｻｯﾌﾟ砦をﾙｲｼﾞｱﾅ西部に構築
1822年11月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾎﾞｽﾀﾝﾁｬｼ･ﾃﾞﾘ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~18230310)
1822年11月14日-09:00|日本|東京都中央区|文政5年秋|江戸の三大道場のひとつ､千葉周作が日本橋品川町に道
  場(玄武館)を開く
1822年11月19日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ､ﾊﾞﾙﾊﾟﾗｲｿ沖で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.6)死者2000人
1822年11月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ州知事代理｢Franz Freiherr Krieg von Hochfelden｣(~同
  年)
1822年11月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼｪﾘﾌ･ｾﾘﾑ･ｼﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~18260512)
1822年11月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｰﾚｲ･ｽﾗｲﾏｰﾝ｣62歳
1822年11月28日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｯｶｰｼｰ卿｣(
  2回目~18240121)
1822年11月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｰﾚｲ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗﾌﾏｰﾝ｣ｽﾗｲﾏｰﾝの甥(~18590824死去81歳)
1822年11月30日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙﾌｧﾄﾞﾙ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ﾗｰﾏﾝ｣(~18590828)
1822年11月30日-09:00|日本|茨城県笠間市|文政5年10月17日|<死去>牧野貞喜(65歳)前常陸笠間藩主
1822年12月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞが指揮する独立軍,ｲｷｹに進出するが,ｶﾝﾃﾗｯｸ,ｱﾙﾄﾍﾟﾙｰのﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾗﾆ
  ｪｰﾀの軍に敗北し,ﾘﾏに逃げ帰る
1822年12月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ皇帝ﾍﾟﾄﾞﾛ1世の戴冠式が行なわれる
1822年12月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｸﾞｱﾀﾞﾙｰﾍﾟ･ﾋﾞｸﾄﾘｱ,脱獄しﾍﾞﾗｸﾙｽで蜂起/ﾍﾞﾗｸﾙｽ港駐在の司令官ｱﾝﾄﾆｵ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ
  ･ｻﾝﾀｱﾅは,ﾒｷｼｺ共和国の独立を宣言/ﾋﾞｸﾄﾘｱと組んでｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞに対する反乱開始/ﾋﾞｾﾝﾃ･ｹﾞﾚｰﾛもﾌﾞﾗﾎﾞ将軍と組
  んで反乱
1822年12月7日-09:00|日本|  ||文政5年10月24日|<大相撲>文政5年10月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内優
  勝:(東大関)柏戸,6勝2敗1無勝負1休
1822年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣
1822年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~18590625死去)
1822年12月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｱﾒﾘｶ,他国にさきがけﾒｷｼｺとｸﾞﾗﾝ･ｺﾛﾝﾋﾞｱを承認
1822年12月13日-09:00|日本|福井県|文政5年11月1日|勝山城内で出火,御殿･御新宅焼失
1822年12月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾚﾝｼﾞ党員がｲｷﾞﾘｽ人総督を襲い､ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市内で暴動が発生
1822年12月22日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(3回目~18270702
  )
1822年12月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｲﾀﾊﾟﾘｶ島の戦い,独立軍の勝利
1822年12月25日-09:00|日本|  ||文政5年11月13日|<死去>4代中島三甫右衛門(44歳)歌舞伎役者
1822年12月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾑｰｱ｣
1822年12月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾑｰｱ｣(~18370206死去)
1823年-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの捕鯨船船長ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ･ｽﾀｰﾊﾞｯｸによりｽﾀｰﾊﾞｯｸ島発見



1830迄(2634件)

1823年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Shakirullah bin Sultan ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Sharafuddin｣
1823年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1838年)
1823年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩﾝｸ･ｸﾃﾞｨﾝ｣(ﾀｲに対し反乱~1825年)
1823年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾞｬﾏﾙﾙ･ｷﾗﾑ1世｣(~1842年死去)
1823年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Zain｣(~1859年)
1823年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｴﾝﾏｲ国ﾁｪｯﾄﾄﾝ朝国王｢ｾｰﾃｨｰｶﾑﾌｧﾝ｣(~1825年)
1823年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾁｮｷ･ｷﾞｬﾙﾂｪﾝ｣(1回目~1831年)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾍﾞｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~18410315没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｸﾞﾗﾑ･ﾗｽﾙ･ｶｰﾝ｣(~1839年12月)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｾﾗｲｹﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｬﾝﾊﾞｰ･ｼﾝ｣(~1837年没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾗﾄﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｶﾗﾝｼﾝｼﾞ･ｳﾞｧﾅｼﾞ｣(~1859年没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝﾀ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾅﾙｼﾑｼﾞ･ｱﾊﾞｲｼﾑｼﾞ｣(~1847年)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘ･ﾌｧﾃｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾊﾙ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1858年没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾙﾜｲ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾌﾞｯﾀﾞ･ｼﾝ｣⇒｢ﾅﾊﾙ･ｼﾝ｣(~1851年)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾗｼﾞｬﾊﾞﾝﾄﾞｩ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｯﾀ｣(~1851年8月没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶ･ﾊﾟﾊﾘ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｲｼｭﾜﾘ･ｼﾝ｣(~1847年没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｽﾞﾙﾌｨｶｰﾙ･ｱﾘ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ｣(~1849年没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞｼﾞﾅ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｽｼﾞｬﾝ･ｼﾝ｣(~1839年没)
1823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾟﾀﾝﾊﾞﾗ･ｼﾝ｣(ﾋﾞﾙﾏ統治下~1825年)
1823年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾊﾋﾞﾎﾞｯﾗｰｶｰﾝ｣⇒｢ﾔｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ｱﾘｺｻﾞｲ｣(~1824
  年)
1823年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ﾊﾋﾞﾎﾞｯﾗｰｼｬｰ｣⇒摂政(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｽﾙﾀﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾓ
  ﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1826年)
1823年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｱｲﾕｰﾌﾞ･ｼｬｰ｣
1823年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｶﾗｴｲ汗国ｶｰﾝ｢ｻﾙﾀﾞﾙ･ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ･ｶｰﾗｴｲ･ﾄﾙﾊﾞﾃｨ｣ﾍﾟﾙｼｬに対して反乱(~18330614独
  立はﾍﾟﾙｼｬによって終焉)
1823年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊｰﾝ･ｱﾐﾝ･ｱﾙ･ﾀﾞｳﾗ｣(1回目~1825年)
1823年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ､ﾓｷﾞﾘｮﾌ､ｽﾓﾚﾝｽｸ､(1831年まで)ｶﾙｰｶﾞのﾛｼｱ総督｢ｸﾆｬｰｼﾞ･ﾆｺﾗｲ･ﾆｺ
  ﾗｴｳﾞｨｯﾁ･ﾎｳﾞｧﾝｽｷｰ｣(~18360522)
1823年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ﾄｩﾙｷ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ｣(2度目~18340509､死去)
1823年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙｶﾞﾆ･ｱｶﾞ｣(~1824年)
1823年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Bwana Waziri ibn Bwana Tamu, Mfalume｣(1期目~不明)⇒｢Bwan
  a Shaykh ibn Fumo Madi, Mfalume｣(2期目~不明)⇒｢Bwana Waziri ibn Bwana Tamu, Mfalume｣(2期目~1830年
  )
1823年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Manuel Fernandez｣(~同年)⇒暫定総督｢Antonio Quiroga
  ｣(~同年)⇒暫定総督｢Francisco Antonio de Villar y Herrera｣(5期目~同年)⇒総督｢Juan Maria Munoz Mani
  to｣(1期目~1824年)
1823年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ﾊﾞｯｻﾛｳ･ﾐｼ･ｲｾﾞ｣(~1842年)
1823年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢准将Alexander Walker｣(~1828年)
1823年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ﾝﾃﾞﾈ･ﾑﾊﾞﾙ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~同年)⇒｢ﾍﾞｰﾙ･ﾇﾄﾞｩﾝｸﾞ･ｽﾚｼﾞｬ･ﾝﾄ
  ﾞｰ｣(~1851年)
1823年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官代理｢Arent Christopher Heilmann｣(~1824年)
1823年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢J.W.ﾆｺﾙ｣(~同年)⇒総司令官.総督｢
  ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ卿｣(4期目~18260705)
1823年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｳｨﾘｱﾑ･Bodden2世｣
1823年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Coe "the Elder"｣(~1829年)
1823年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾜｯﾃﾝｳｨﾙ｣Mod(2期目~12.31)
1823年1月1日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ州上級理事会議長｢ﾎｾ･ｻﾝﾄｽ･ﾛﾝﾊﾞﾙﾄﾞ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ｣(~3.15
  )
1823年1月2日-09:00|日本|  ||文政5年11月21日|<死去>松浦検校(不明)地歌三味線･筝曲演奏家､作曲家
1823年1月2日-09:00|日本|岡山県倉敷市|文政5年11月21日|<交替>岡山新田藩15000石｢池田政恭｣隠居⇒長男｢池
  田政範｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年正月23日､隠居)
1823年1月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)代行｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾀﾞﾑ｣(~8.1)
1823年1月9日-09:00|日本|  ||文政5年11月28日|<死去>初代式守伊之助(80歳)大相撲立行司
1823年1月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官代行｢ﾘﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾔﾝ･ﾃﾐﾝｸ｣(~5.6)
1823年1月12日-09:00|日本|山形県酒田市|文政5年12月|<酒田文政5年の大火>出町から出火し､神社や寺院を多
  く焼失させたうえ､人家1240軒を失った
1823年1月15日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｺｯﾄﾞ｣(~1
  829年4月)
1823年1月16日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾞ･ﾏｯﾀ ﾁｬﾌﾟｾﾞ｣(~18261213)
1823年1月24日-09:00|日本|京都府宮津市|文政5年12月13日|<宮津百姓一揆>丹後国宮津藩に一揆が起こる
1823年1月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの医学者ｼﾞｪﾝﾅｰ/73歳(誕生17490517)種痘を開発した
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1823年1月27日-09:00|日本|  ||文政5年12月16日|<完成>佐藤信淵｢経済要略｣
1823年1月28日 04:00|ﾁﾘ|  |||自由派の連邦主義者ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ｾﾗｰﾉ,南部で反乱/ｵﾋｷﾞﾝｽは失脚.大統領を辞職しﾘ
  ﾏに亡命→<就任>ﾁﾘ大統領ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｴｲｽｱｷﾞｰﾚ(~18230329)
1823年1月29日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ最高監督｢政府機関:ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｴｲｻﾞｷﾞﾚ･ｲ･ｱﾚﾁｬﾊﾞﾗ/ﾎｾ･ﾐｹ
  ﾞﾙ･ｲﾝﾌｧﾝﾃ･ｲ･ﾛﾊｽ/ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｴﾗｽﾘｽ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾄﾞｩﾅｰﾃ｣(~30日)
1823年1月30日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ最高監督｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｴｲｻﾞｷﾞﾚ･ｲ･ｱﾚﾁｬﾊﾞﾗ(暫定政府機関議
  長)｣(~4.4)
1823年2月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｷｰﾝ卿｣(2度目~4.23)
1823年2月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Louis Aurange｣(1期目~1824.10)
1823年2月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｾﾐﾗｰﾐﾃﾞ｣》
1823年2月10日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ監事･総督｢ｳﾞｨﾝｾﾝﾄ･ﾌｨﾘｿﾗ｣(~5.7)
1823年2月11日-09:00|日本|千葉県野田市|文政6年|須賀神社猿田彦神石像建立
1823年2月11日-09:00|日本|  ||文政6年1月|<出版>葛飾北斎｢一筆画譜｣｢今様櫛煙管雛形｣
1823年2月11日-09:00|日本|  ||文政6年1月|<出版>速水春暁斎｢絵本堪忍記｣
1823年2月11日-09:00|日本|  ||文政6年1月|<出版>柳々居辰斎｢狂歌駅路鈴｣
1823年2月11日-09:00|日本|  ||文政6年1月|<出版>柳川重山｢絵本ふぢはかま｣
1823年2月15日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏｸﾌﾞﾗｲｴﾝ､ﾊﾞｻｰｽﾄ近くのﾌｨｼｭ川で金の発見を報告｡ｵｰｽﾄﾗﾘｱ最初の
  金の発見だと考えられる
1823年2月18日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾗﾙﾌ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ卿｣(2期目~182
  80401)
1823年2月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦議会大統領特使(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ･ｱﾑ･ﾏｲﾝ)｢ﾖｱﾋﾑ･ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾐ
  ｭﾝﾋ･ﾍﾞﾘﾝｸﾞﾊｳｾﾞﾝ｣(~18480312)
1823年2月27日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国陸軍大元帥｢ﾄﾙﾋｰﾘｮ侯爵ﾎｾ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾀｸﾞﾚ･ｲ･ﾎﾟﾙﾄｶﾚｰﾛ｣(~
  28日)
1823年2月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ ﾗ･ｸﾙｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾘﾊﾞ･ﾐﾙ･ｱｸﾞｴﾛ･ｲ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾎﾞ
  ｹﾃ｣(~6.23)
1823年3月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで大火が発生
1823年3月1日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Rodrigo Fernandez de Castanon｣(~18
  231105)⇒｢Santiago Vicente de Les y Aguirre｣(~1824年)
1823年3月2日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ州知事｢Ludwig Graf von Taaffe｣(~1826.8)
1823年3月2日-09:00|日本|岐阜県山県市|文政6年1月20日|<死去>本庄道昌(53歳)前美濃高富藩主
1823年3月3日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ州制憲議会議長｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ｳﾞｪｶﾞ｣(~19日
  )
1823年3月6日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事｢Willem Albert van Spengler｣(~1828.3)
1823年3月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀｰﾅｸｻﾞﾃﾞ･ｼﾗﾀﾞｰﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.13)
1823年3月11日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督･最高司令官｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｳｫｰｶｰ｣(~18280414)
1823年3月12日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ司令官兼管理者｢Pierre Bernard｣(~18250326)
1823年3月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾗ州のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍部隊が降伏
1823年3月15日-09:00|日本|東京都墨田区|文政6年2月3日|<大相撲>文政6年2月場所[江戸本所回向院](7日間)幕
  内優勝:(東関脇)源氏山,6勝1敗
1823年3月19日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||3人の軍人からなる臨時政府樹立.ﾒｷｼｺ共和国成立
1823年3月19日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<退位>ﾒｷｼｺ帝国皇帝｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ1世(ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ)｣ﾍﾞﾗｸﾙｽ軍との戦闘に
  敗れ国外追放になる
1823年3月20日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ(常任委員会)代議員議長｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｵｾｼﾞｮ｣(~29日)
1823年3月20日-09:00|日本|愛知県田原市|文政6年2月8日|<死去>三河田原藩12000石｢三宅康和｣(26歳)⇒養子｢
  三宅康明｣が継ぐ(⇒文政10(1827)年7月10日､病死)
1823年3月20日-09:00|日本|東京都|文政6年2月8日|<死去>谷素外(90歳)俳人
1823年3月21日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｺﾙｽ｣(~18281103)
1823年3月21日-09:00|日本|  ||文政6年2月9日|歌舞伎役者や浄瑠璃語り､人形遣いなどが､旅行の際に姿を変え
  ､虚名を名乗って通行すること禁止
1823年3月29日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ総司令官(ｶﾙﾀｺﾞ)｢ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ｵﾚｱﾑﾉ･ｲ･ﾑﾆｮｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄ
  ﾞ｣(~4.5)
1823年3月29日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ制憲議会議長｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾏﾘﾝ｣(~4.2)
1823年3月30日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Carl Vilhelm Jessen｣
1823年4月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾏﾄｽ｣(1回目~1825年)
1823年4月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ摂政ﾄﾞﾝ･ﾐｹﾞﾙのｸｰﾃﾞﾀｰ
1823年4月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||再び独立戦争始まる/ﾘﾏの独立政府､ｻﾝﾀｸﾙｽ将軍にｱﾘｶから高原地帯を攻撃するよう
  指示
1823年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾒﾙｸﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾛﾝﾌｪﾙﾆｰﾆ｣
1823年4月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Peter Carl Frederik von
   Scholten｣(3期目~18260303)
1823年4月2日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ｲﾗｲｼﾞｬ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(2回目~8.14
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  )
1823年4月2日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ総司令官(ｱﾗﾌｴﾗとｻﾝﾎｾ)｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾎｾ･ﾗﾐﾚｽ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣(~16
  日)
1823年4月2日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国最高行政権大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｾﾚｽﾃｨｰﾉ･ﾈｸﾞﾚﾃ･ｻﾝﾃｽﾃﾊﾞﾝ｣(~30日)
1823年4月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢南公轍｣(~18330703)
1823年4月4日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ最高監督｢ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ｲ･ｾﾗｰﾉ｣(8.21まで暫定~18260709)
1823年4月5日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ大統領｢ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ｣(~8.13)
1823年4月5日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||ｶﾙﾀｺﾞ近郊の丘ｵﾁｮﾓｺﾞでｶﾙﾀｺﾞ軍とｻﾝﾎｾ軍の戦闘/ﾌｱﾝ･ﾓｰﾗ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ将軍の率い
  るｻﾝﾎｾ軍が,ｶﾙﾀｺﾞ軍に圧勝
1823年4月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの物理学者ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｼｬﾙﾙ(17461112~)｢ｼｬﾙﾙの法則｣
1823年4月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が､ﾋﾟﾚﾈｰ山脈を越えてｽﾍﾟｲﾝに侵入し､ｽﾍﾟｲﾝ革命に干渉
1823年4月7日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|文政6年2月26日|<死去>下野宇都宮藩77000石｢戸田忠延｣(34歳)⇒4
  月､弟｢戸田忠温｣が継ぐ(⇒嘉永4(1851)年7月26日､死去)
1823年4月10日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｱで第2回国民会議を開催し､中央政府を設置
1823年4月11日-09:00|日本|  ||文政6年3月|<出版>歌川国貞｢江戸紫訥子頭巾｣
1823年4月11日-09:00|日本|東京都中央区|文政6年3月|<初演>｢浮世塚比翼稲妻｣<鈴ヶ森､山三浪宅､鞘当>[作･四
  代目鶴屋南北],市村座[原･山東京傳]
1823年4月14日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾀﾊﾞの王によってﾏｯｶｰｼｰ(ﾚﾒｲﾝ)島がｲｷﾞﾘｽに割譲される
1823年4月16日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ制憲議会議長｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(~5.10)
1823年4月17日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾚｵﾝ暫定統治政権大統領｢暫定統治政権(ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｿﾘｽ･ﾃﾗﾝ/ﾎｾ･ﾃﾞﾙ･ｶﾙﾒﾝ･
  ｻﾗｻﾞｰﾙ･ﾗｶﾖ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｷﾆｮﾈｽ/ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾆｺﾗｽ･ｶﾞﾗﾙｻ･ｲ･ﾌﾞﾘｾｰﾆｮ･ﾃﾞ･ｺｶ/ﾊﾞｼﾘｵ･ｶﾘｰｼﾞｮ/ﾎｾ･ﾊﾞﾚﾝﾃｨﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ｶﾞｼﾞｪｺ
  ﾞｽ/ﾌｱﾝ･ﾓﾃﾞｽﾄ･ｴﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~18250104)
1823年4月20日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ防衛解放軍最高司令官｢ﾎｾ･ｱﾅｸﾚﾄ･ｵﾙﾄﾞﾈｽ･ﾍﾞﾙﾑﾃﾞｽ｣(~7.2)
1823年4月23日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾒｲﾝﾜﾘﾝｸﾞ｣(2度目~1824
  0121)
1823年4月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Jose Manuel Vadillo｣(~5.7)
1823年4月29日-09:00|日本|京都府京都市|文政6年3月19日|<就任>関白｢鷹司政通｣(~安政3年8月8日)
1823年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||共和派政府はﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞを連れｾﾋﾞﾘｱに撤退.ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ防衛軍司令官はひそかに
  降伏して,ﾌﾗﾝｽへ逃亡.ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ軍はまもなく降伏
1823年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの王子ﾄﾞﾝ･ﾐｹﾞﾙが反乱
1823年5月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｻﾝﾀｸﾙｽ,ﾁﾁｶｶ湖畔での戦闘でﾗｾﾙﾅ軍に惨敗,ﾘﾏに敗走
1823年5月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国最高行政権大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾌﾞｴﾅﾍﾞﾝﾄｩｰﾗ･ﾃﾞ･ﾐｹﾚｰﾅ･ｲ･ｼﾞﾙ･ﾃﾞ･
  ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(1回目~31日)
1823年5月1日-09:00|日本|  ||文政6年3月21日|<死去>田中訥言.失明を苦にして舌を噛み切って自殺(57歳)絵
  師
1823年5月2日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾋﾞﾍﾞｽ･ｲ･ﾘｬﾈｽ
  ｣(~18320515)
1823年5月2日-09:00|日本|  ||文政6年3月22日|<死去>中村大吉(51歳)歌舞伎役者
1823年5月4日-09:00|日本|埼玉県行田市|文政6年3月24日|<移封>伊勢桑名藩10万石｢松平忠堯｣⇒武蔵忍藩10万
  石(⇒天保9(1838)年11月､隠居)
1823年5月4日-09:00|日本|福島県白河市|文政6年3月24日|<移封>武蔵忍藩10万石｢阿部正権｣⇒陸奥白川藩10万
  石(⇒同年10月6日､死去)
1823年5月4日-09:00|日本|三重県桑名市|文政6年3月24日|<移封>陸奥白河藩11万石｢松平定永｣⇒伊勢桑名藩113
  000石(⇒天保9年10月13日(18381129)死去)
1823年5月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ｳｨﾚﾑ･ﾌﾟｰﾙﾏﾝ｣(~18240514)
1823年5月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ｳﾙﾘｯﾋ･ｱﾝﾄﾝ･ｼｪｰﾝﾊ
  ｲﾀﾞｰ｣(~18250307)
1823年5月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Santiago Usoz y Mozi｣(~5.13)
1823年5月7日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ監事･総督｢ﾌｪﾘﾍﾟ･ｺﾀﾞﾛｽ･ﾇﾆｪｽ｣(~25日)
1823年5月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾎﾞﾝﾍﾞｲに最高法院を設置
1823年5月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ執行部委員長｢ﾍﾟﾄﾛﾝﾍﾟｲｽ･ｲﾘｵｳ･ﾏｳﾞﾛﾐﾊﾘｽ｣(~12.31)
1823年5月10日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｺｽﾀﾘｶ統治議会議長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ･ｴ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ｣(1回目
  ~18240108)
1823年5月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Jose Maria Pando de la Riva y Ramirez 
  de Laredo｣(~8.29)
1823年5月14日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾝﾃﾗｯｸにひきいられた副王軍,ﾘﾏをいったん占拠
1823年5月15日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Jose Ganga Herrero｣(~18260801)
1823年5月16日-09:00|日本|東京都|文政6年4月6日|<死去>大田南畝(蜀山人)(75歳､寛延2(1749)0303生)旗本､文
  人､狂歌師/江戸市民文化の中心的存在
1823年5月19日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉﾎﾞﾛｼﾔ=ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢Graf Mikhail Semyonovich Vorontsov｣(~1
  8541105)
1823年5月20日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ﾗﾙﾌ･ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞ｣(2回目



1830迄(2634件)

  ~6.12)
1823年5月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞに侵攻し革命を弾圧
1823年5月24日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ｱｳﾞｪﾘｰﾉﾃﾞｲｽﾞ｣(~1824年1月)
1823年5月25日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ監事･総督｢諮問委員会:ﾏﾘｱﾉ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾞｶ/ﾎｾ･ﾐﾗ
  /ﾎｾ･ﾘﾊﾞｽ｣(~6.17)
1823年5月27日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ居住司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾛｳﾌｧｰﾄﾞ｣(~1826081
  5)
1823年5月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ派の拠点となっていたｱﾏｿﾞﾆｱでも,ﾑﾗｰﾉが先頭となり,独立闘争が始
  まる
1823年5月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｧﾘｱ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾘｮ｣(~6.1)
1823年6月1日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島司令官｢ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ･ﾏﾗｺﾞﾝ｣(3回目~1825年10月)
1823年6月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ｼﾞｮｱｷﾑ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｵﾘｳﾞｪｲﾗ｣(~18240319)
1823年6月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国最高行政権大統領｢ﾆｺﾗｽ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾙｴﾀﾞ｣(1回目~30日)
1823年6月1日 10:00|日本|東京都千代田区|文政6年4月22日|夜､西丸御書院番･松平外記､同役五名を殺傷､自殺
1823年6月3日 10:00|日本|長崎県対馬市|文政6年4月24日|対馬藩再び府中大火.千余戸を焼失
1823年6月7日 10:00|日本|新潟県刈羽郡|文政6年4月28日|旗本安藤氏領の刈羽郡内で,諸経費節減,不正大庄屋
  の排除を求め,打ちこわしが起こる
1823年6月12日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ｶﾞﾙﾌﾞﾚｲｽ･ﾛｰﾘｰ･ｺｰﾙ卿｣(~
  18280617)
1823年6月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｾｼﾙ｣
1823年6月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾞﾗｳﾝﾛｩ･ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾞｽｺｲﾝ=ｾｼﾙ｣先代の息子(~18
  680412死去)
1823年6月22日-09:00|日本|三重県鳥羽市|文政6年5月14日|<死去>稲垣長以(75歳)元志摩鳥羽藩主
1823年6月23日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｽｸﾚ･ｲ･ｱﾙｶﾗ(ﾍﾟﾙｰ統一解放軍総
  司令官)｣(~7.20)
1823年6月29日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||王権に厳しい制限を設けた新憲法が発効
1823年6月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｭｰﾘﾋ･ｳﾝﾄ･ﾛｯﾄｩﾑ｣(~1841021
  4)
1823年7月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟﾀｰｿﾝ｣(3回目~18260105)
1823年7月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事兼管理者｢Louis Leon Jacob｣(~18260518)
1823年7月1日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合最高統治組織代
  表(ﾒｷｼｺ帝国による指名)｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾌｨﾘｿﾗ｣(~10日)
1823年7月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ最高政治責任者｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾞｶ｣(~1
  8240422)
1823年7月1日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ﾒｷｼｺ|  |||<設立>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合(ﾒｷｼｺ帝国
  から独立)
1823年7月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ帝国最高行政権大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾌﾞｴﾅﾍﾞﾝﾄｩｰﾗ･ﾃﾞ･ﾐｹﾚﾅ･ｲ･ｼﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾐ
  ﾗﾝﾀﾞ｣(2回目~31日)
1823年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ(ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ)｣
1823年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王｣》
1823年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ﾍﾟｰﾀｰ1世(ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの従弟(~1829
  0521死去74歳)
1823年7月2日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｱﾙﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ﾘﾏを指揮官とする独立軍,ｺｸﾗﾝ提督の支援を受け,ﾊﾞｲｱに立てこも
  るﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍を攻撃し陥落
1823年7月2日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合ｸﾞﾗﾅﾀﾞ防衛解放軍最高司令官｢革命委員会(ﾎｾ･ｱﾅｸﾚﾄ
  ･ｸﾚﾄ･ｵﾙﾄﾞﾆｪｽ･ﾍﾞﾙﾑﾃﾞｽ/ﾗｲﾑﾝﾄﾞ･ﾃｨﾌｧｰ/ﾌｱﾝ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾚﾝｺ･ｲ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞﾙ･ｺﾗｰﾙ/ｿﾗｰﾉ･ｶｽﾄﾘｰｼﾞｮ/ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｼｬ･ｻﾊﾟ
  ﾀ/ﾏﾇｴﾙ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ)｣(~1825年1月)
1823年7月7日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|文政6年5月29日|紀州の和歌山藩の農民が蜂起し庄屋･豪商宅など
  を打ちこわす
1823年7月9日-09:00|日本|東京都墨田区|文政6年6月2日|<死去>狂歌師･烏亭焉馬(70余歳)
1823年7月10日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合最高行政権｢初
  代三頭政治:ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘﾍﾞﾗ･ｶﾍﾞｻｽ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾘｰﾅ･ﾏｻﾞﾘｴｺﾞｽ/ﾌｱﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ｳﾞｨﾗｺﾙﾀ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~10.5)
1823年7月14日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽで｢新聞雑誌と外国人取締令｣が制定
1823年7月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Juan Perez de Hacho y Olivan｣(~1824年)
1823年7月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ｶﾙﾈｲﾛ･ﾃﾞ･ｶﾝﾎﾟｽ｣(1回目~11.10)
1823年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｲﾈｽ=ｶｰ｣
1823年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｲﾈｽ=ｶｰ｣(~18790423死去)
1823年7月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾀｸﾞﾙ･ｲ･ﾎﾟﾙﾄｶﾚｰﾛ｣(18230816まで最
  高政治･軍事長官~18240218)
1823年7月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾏﾗｶｲﾎﾞの闘い｡ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ軍のﾊﾟﾃﾞｨｰｼﾞｬ提督が勝利
1823年7月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾏﾗﾆｮﾝ州で独立軍が勝利
1823年7月28日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文政6年6月21日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正発｣(23歳)⇒
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  25日､叔父｢稲葉正守｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年7月20日､隠居)
1823年7月28日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とｶｰｼﾞｬｰﾙ朝がｴﾙｽﾞﾙﾑで和平条約を締結
1823年8月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｰ･ﾘｰ｣(7回目~1825年)
1823年8月 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢暫定政府委員会:Joao Pereira Forjaz d
  e Lacerda/Roberto Luis de Mesquita Pimentel/Luis de Meireles do Canto e Castro｣(~11.17)
1823年8月 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾌﾟｴﾙﾄ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ(現ｶﾏｸﾞｴｲ)で｢ｶﾃﾞﾅ(鎖)の反乱｣発生
1823年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Bartolome Baca｣(~1825.9)
1823年8月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｱﾏｰｽﾄ男爵ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ･ｱﾏｰ
  ｽﾄ｣(~18280313)
1823年8月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ﾗﾓﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾚﾏﾝ｣(1回目~31
  日)
1823年8月7日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾋﾞｬﾙﾆｿｰｽﾀｲﾝｿﾝ｣(1回目~18240802)
1823年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｺｰﾝｳｫﾘｽ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣
1823年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣初代侯の弟(~18240120死去)
1823年8月13日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ大統領｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾎｾ･ﾍﾞﾅﾍﾞﾝﾃ｣(~9.2)
1823年8月13日-09:00|日本|静岡県牧之原市|文政6年7月8日|<移封>陸奥下村藩1万石｢田沼意正｣⇒遠江相良藩1
  万石(⇒天保7(1836)年4月21日､隠居)
1823年8月14日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人｢ｼﾞｪﾌﾃﾞｨ･ｱｼｭﾑﾝ｣(2回目⇒182408
  15ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人~18280326)
1823年8月14日-09:00|日本|  ||文政6年7月9日|<死去>岩間乙二(68歳)俳人
1823年8月15日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾗ州,ﾌﾞﾗｼﾞﾙへの併合を受け入れる
1823年8月15日-09:00|日本|京都府京都市|文政6年7月10日|<死去>京都の浮世絵師,速水春暁斎/60余歳
1823年8月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第251代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ7世｣/83歳(誕生17400814)
1823年8月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾌﾟ｣
1823年8月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾌﾟ｣先代の息子(~18430408死去)
1823年8月27日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Ramon Polo｣(~同年)
1823年8月27日-09:00|日本|愛媛県西条市|文政6年7月22日|小松藩､周布郡長民群集し､大頭村で3軒･小松町で1
  軒を打ちこわす
1823年8月27日-09:00|日本|東京都|文政6年7月22日|<死去>江戸城奥坊主組頭･河内山宗春､獄死/御三家水戸家
  の富くじをめぐる恐喝で捕らえられていた
1823年8月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Manuel Francisco de Portugal e Castro｣(~18270429)
1823年8月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Luis Maria de Salazar y Salazar｣(~
  9.4)
1823年8月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾘｴｺﾞ･ｲ･ﾇﾆｪｽ(38)のｽﾍﾟｲﾝ革命軍が､ﾄﾛｶﾃﾞﾛの戦いでﾌﾗﾝｽ軍に敗れ､革命
  政府が崩壊
1823年9月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾗﾓﾝ･ｹﾞﾚｰﾛ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣(1回目~30日)
1823年9月2日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ大統領｢ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ｣(~18260709)
1823年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢だまされた幸運な男｣》
1823年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Juan Antonio Yandiola Garay｣(~9.6)
1823年9月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono5世｣
1823年9月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono6世｣(~1830年退位~18490602死去)
1823年9月5日-09:00|日本|  ||文政6年8月|<出版>儒学者･青山延于(拙斎)｢皇朝史略｣/｢大日本史｣を簡略化した
  神武天皇から後小松天皇までの歴史書
1823年9月5日-09:00|日本|  ||文政6年8月|<出版>蹄斎北馬｢狂歌隅田川名所図会｣
1823年9月5日-09:00|日本|  ||文政6年8月|<出版>八島一老｢一老画譜｣
1823年9月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官Jose Luyando(2期目~18231001)
1823年9月10日-09:00|日本|三重県四日市市|文政6年8月6日|伊勢国北伊勢で一揆
1823年9月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾛﾋ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1823年9月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの経済学者ﾘｶｰﾄﾞ/51歳(誕生17720419)
1823年9月13日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||新政府の共和主義的傾向に反対するﾗﾌｧｴﾙ･ｱﾘｻ･ｲ･ﾄﾚｽ大尉による
  反乱/王政派のﾎｾﾏﾘｱ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾜｼﾞｮﾌﾟの反乱があいつぐ
1823年9月20日-09:00|日本|和歌山県新宮市|文政6年8月16日|<交替>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野忠
  啓｣隠居⇒長男｢水野忠央｣が継ぐ(⇒安政7(1860)年6月15日､隠居)
1823年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||革命政府が崩壊したｽﾍﾟｲﾝで､ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世が再び王位に就く
1823年9月24日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾞﾙﾏのｱﾗｳﾝ･ﾊﾟﾔｰ朝軍がｲｷﾞﾘｽ軍を攻撃し､ﾍﾞﾝｶﾞﾙ現地民軍を破る
1823年9月24日-09:00|日本|長野県長野市|文政6年8月20日|<交替>信濃松代藩13万2千石｢真田幸専｣隠居⇒養子｢
  真田幸貫｣が継ぐ(⇒嘉永5(1852)年5月6日､隠居)
1823年9月27日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文政6年8月23日|<交替>播磨安志藩1万石｢小笠原長禎｣隠居⇒長男｢小
  笠原長武｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年8月21日､死去)
1823年9月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第252代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ12世｣(~18290210死去)
1823年9月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾞｭﾘｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞｯﾗ･ｿﾏｰﾘｱ｣(~18280117)
1823年9月29日-09:00|日本|岩手県|文政6年8月25日|陸中岩手山で地震(M5.8～6.0)山崩れあり､死者69人､不明4
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  人
1823年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣
1823年10月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Victor Damian Saez y Sanchez-Mayor｣(~1
  2.2)
1823年10月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾌﾞｴﾅﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ﾃﾞ･ﾐｹﾚｰﾅ･ｲ･ｼﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀ
  ﾞ｣(3回目~31日)
1823年10月4日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国第二次三頭政
  治｢Jose Santiago Milla Pineda Arriaga｣(~18240205)､｢Tomas O'Horan｣(~18250429)
1823年10月4日-09:00|日本|  ||文政6年9月|<出版>八島岳亭｢鹿島名所図会｣
1823年10月5日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合最高行政権｢第2
  代三頭政治:ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾎﾗﾝ･ｲ･ｱﾙｹﾞｯﾛ/ﾎｾ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾐﾗ･ﾋﾟﾈﾀﾞ･ｱﾘｱｶﾞ｣(~8日)
1823年10月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝﾃﾞｨﾙ･ｼﾝ｣
1823年10月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾃﾞｵ･ｼﾝ｣(~18250226没)
1823年10月8日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合最高行政権｢第2
  代三頭政治:ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾎﾗﾝ･ｲ･ｱﾙｹﾞｯﾛ/ﾌｱﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾋﾞｼﾞｬｺﾙﾀ･ﾃﾞｨｱｽ(代行)｣(~18240205)
1823年10月8日-09:00|日本|滋賀県東近江市|文政6年9月5日|<交替>近江山上藩13000石｢稲垣定淳｣隠居⇒長男｢
  稲垣定成｣が継ぐ(⇒天保5(1834)年10月10日､隠居)
1823年10月16日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Isidoro Uriarte｣(~1827年)
1823年10月16日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑﾘｰ中将｣(2期目~1825
  .6)
1823年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾘｱﾑ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣
1823年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍﾝﾘｰ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~18290211死去廃絶)
1823年10月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾄﾞﾝﾍﾟﾄﾞﾛの命を受けたｸﾞﾚﾝﾌｪﾙ,ﾍﾞﾚﾝに上陸し自由主義者256人を
  逮捕射殺
1823年10月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《歌劇｢ｵｲﾘｱﾝﾃ｣》
1823年10月28日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Dmitriy Vasilyevich Naryshkin｣(~18290429)
1823年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの発明家ｶｰﾄﾗｲﾄ/80歳(誕生17430424)自動織機を発明した
1823年10月31日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|文政6年9月28日|<死去>戸田忠翰(63歳)下野宇都宮藩主
1823年11月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ﾁﾍﾟﾜ級戦列艦｢ﾁﾍﾟﾜ｣(2805t､Adam & Noah Brownで建造)
1823年11月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ﾗﾓﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾚﾏﾝ｣(2回目~3
  0日)
1823年11月1日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文政6年9月29日|<死去>肥前唐津藩6万石｢小笠原長昌｣(28歳)⇒12月2
  9日､養子｢小笠原長泰｣が継ぐ(⇒天保4(1833)年9月20日､隠居)
1823年11月8日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾟｴｽ,ﾌﾟｴﾙﾄ･ｶﾍﾞﾘｮで抵抗を続ける最後のｽﾍﾟｲﾝ駐屯軍を撃
  破.ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗの完全解放を成し遂げる
1823年11月8日-09:00|日本|福島県白河市|文政6年10月6日|<死去>陸奥白川藩10万石｢阿部正権｣(18歳)⇒従兄｢
  阿部正篤｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年11月20日､隠居)
1823年11月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾋﾞﾚﾗ･ﾊﾞﾙﾎﾞｰｻﾞ｣(~14日)
1823年11月10日-09:00|日本|東京都新宿区|文政6年10月08日|天を光物が通過し､早稲田の御家人の住居玄関の
  所に石が落ちる｡屋根を破壊､破片が飛散する｡これより7､8年前にも八王子の農家の畑に大石が落下
1823年11月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Franz Xaver Luschin｣(~18340318)
1823年11月13日-09:00|日本|東京都千代田区|文政6年10月11日|<解任>老中｢阿部正精｣
1823年11月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ﾘﾏ｣(1回目~17日)
1823年11月17日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Francisco de Borja Garcao Stock
  ler｣(2期目~18240724)
1823年11月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｼﾞｮｱﾝ･ｾｳﾞｪﾘｱｰﾉ ﾏｼｴﾙ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~18241014)
1823年11月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｸﾞﾗﾝ･ﾊﾟﾗのｶﾒﾀｰで独立軍がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍に勝利/ｸﾞﾗﾝﾊﾟﾗのﾌﾞﾗｼﾞﾙ帰
  属を実現
1823年11月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ｻﾞﾙｺ･ﾀﾞ･ｶﾏﾗ｣(~1825
  1117)
1823年11月21日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙで出版法が制定され,検閲が強められる
1823年11月21日-09:00|日本|和歌山県田辺市|文政6年10月19日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤
  直則｣(44歳)⇒翌年6月27日､養子｢安藤直馨｣が継ぐ(⇒文政9年3月29日(18260505)､死去)
1823年11月23日-09:00|日本|千葉県君津市|文政6年10月21日|<交替>上総国久留里藩3万石｢黒田直侯｣隠居⇒養
  子｢黒田直静｣が継ぐ(⇒嘉永7(1854)年4月26日､死去)
1823年11月26日-09:00|日本|東京都墨田区|文政6年10月24日|<大相撲>文政6年10月場所[江戸本所回向院境内](
  10日間)幕内優勝:(西小結)四賀峰,7勝2敗1休
1823年11月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢M.P.R.ﾗｹｯﾄ(理事会議長)｣(~18240124)
1823年12月-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾝﾀﾞｰﾍﾞﾘｰ島は英国船ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ号のｼﾞｪｰﾑｽﾞ･J･ｺﾌｨﾝ船長によって発見され
  た
1823年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ﾗﾑ･ﾗｵ1世ﾅﾗﾔﾝ･ﾗｵ･ｱﾊﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾀﾞﾌﾚ｣(~1835年8月没)
1823年12月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｸﾞｯﾄﾞﾙﾌｨﾑ｣(2回目~1826年



1830迄(2634件)

  )
1823年12月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国国王｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀﾞｳﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1838年)
1823年12月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾗﾓﾝ･ｹﾞﾚｰﾛ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣(2回目~8日)
1823年12月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Carlos Martinez de Irujo y Tacon｣(~182
  40118)
1823年12月2日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Miguel Luciano de la Torre y Pando｣(
  ~18370114)
1823年12月2日-09:00|日本|  ||文政6年11月|<死去>2代岸澤式佐(67歳)浄瑠璃三味線方
1823年12月8日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ﾗﾓﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ｣(3回目~31日)
1823年12月13日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ｶﾞﾘｯﾌﾟ･ﾊﾟｼｬ｣(~18240914)
1823年12月13日-09:00|日本|京都府京都市|文政6年11月12日|東本願寺火災
1823年12月13日-09:00|日本|東京都|文政6年11月12日|<死去>画家､高島千春/83歳
1823年12月14日-09:00|日本|東京都千代田区|文政6年11月13日|<就任>老中｢松平輝延｣(~文政8年2月17日)
1823年12月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono5世｣(~18260817)
1823年12月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《｢ﾛｻﾞﾑﾝﾃﾞ｣～ﾛﾏﾝｽ｢満月は輝き｣》→《劇音楽｢
  ｷﾌﾟﾛｽの女王ﾛｻﾞﾑﾝﾃﾞ》
1823年12月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾌｫﾝ･ﾘｼｭﾘｭｰ｣(~182505
  07)
1823年12月31日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ執行部委員長｢ｹﾞｵﾙｷﾞｵｽ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｸﾝﾄｩﾘｵﾃｨｽ｣(18240118まで対抗
  ~18260430)
1824年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｳﾙ･ﾑｱﾙ統治者(ﾀﾞﾄｩｸ･ﾍﾟﾝﾌﾙ･ﾙｱｸ･ｳﾙ･ﾑｱｰﾙ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾎﾞﾝｺｯｸ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾘｸ｣(~1839
  年)
1824年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ｶﾜﾙ｣(~1850年頃没)
1824年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾇｸﾞﾘ･ｽﾝﾋﾞﾗﾝ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾍﾞｻｰﾙ)｢ﾗｼﾞｬ･ﾗﾃﾞｨﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ﾗｼﾞｬ･ﾚﾝｶﾞﾝ･ﾗﾝ
  ﾄ｣(1回目~同年)⇒摂政｢ﾗｰｼﾞｬ･ｹﾙｼﾞｬﾝ｣(~1826年)
1824年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ居住者代表｢ｼﾞｮﾝ･Prince｣(~18250301)
1824年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1838年)
1824年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾀｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾞｯﾌﾟ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1858年没)
1824年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾗｽﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗｯｸ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~18390329没)
1824年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~18570829没)､摂政｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾞｰｽｳｨｯｸ｣(~1832年)
1824年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾘｱ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1824年-05:00|ｲﾝﾄﾞ洋地域/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｨｴｺﾞｶﾞﾙｼｱのｲｷﾞﾘｽ代理人｢Le Camus｣(~1829年)
1824年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞｹｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊﾝ｢ｼﾞｬﾝｷﾞﾙ｣ﾌﾞｹｲの子(~1845年)
1824年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ｿﾙﾀﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1826年)
1824年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｱｼﾞｽﾞ･ｱｶﾞ｣(~1831年)
1824年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ侯｢Heinrich54世｣､ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ候国へ統合
1824年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾒﾌﾒﾄ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ(反乱)｣(1回目)
1824年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Jose Miranda y Cabezon｣(2期目~1826年)
1824年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<統合>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ候｢Heinrich72世｣ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ侯領⇒ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ=ｴｰﾍﾞﾙ
  ｽﾄﾞﾙﾌ候(~18481001解任､ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ候領へ)
1824年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Joao Maria Xavier de Brito｣(~1830年)
1824年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Christian Alexander Platou｣(2期目~1827年
  )
1824年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ ｵﾗﾆｪﾃ｣(~1825年没)
1824年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏ軍がｲﾝﾄﾞ領ﾏﾆﾌﾟｰﾙに侵攻
1824年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾆｺﾗｳ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾚｳ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(~1829年)
1824年1月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<改称>中央ｱﾒﾘｶ諸州連合⇒中央ｱﾒﾘｶ連邦共和
  国
1824年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾏﾘﾈﾝ｣(2期目~12.31)
1824年1月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾌﾞｴﾅﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ﾃﾞ･ﾐｹﾚｰﾅ･ｲ･ｼﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ
  ｣(4回目~31日)
1824年1月7日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国枢密院議長｢ﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ･ﾕﾘｳｽ･ﾌｫﾝ･ｶｰｽ｣(~18270111没)
1824年1月8日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｺｽﾀﾘｶ統治議会議長｢ｴｳｾﾌﾞｲｵ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｶｽﾄﾛ｣(~2.12
  )
1824年1月12日-09:00|日本|  ||文政6年12月12日|<死去>初代菅野序遊(63歳)浄瑠璃三味線方
1824年1月17日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ卿｣
1824年1月18日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ第5代総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ｣(2回目~18311013)
1824年1月18日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(6期目~18240607)
1824年1月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Narciso Fernandez de Heredia y Begines
   de los Rios｣(~7.11)
1824年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣
1824年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾏﾝ｣先代の息子(~18520521死去爵位廃絶)
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1824年1月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾁｻﾞﾑ｣(2回
  目~18241017)
1824年1月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢Otumfuo Nana Osei Yaw Akoto｣(~18340221)
1824年1月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞｰﾅのﾎﾞﾝｻｿの戦いで､ｲｷﾞﾘｽ軍がｱｼｬﾝﾃｨ軍に敗れる
1824年1月21日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｶﾘｰ｣(~2.27)
1824年1月23日-09:00|日本|長野県飯田市|文政6年12月23日|<飯田文政6年の大火>箕瀬町の床屋､岡田屋金之助
  の借家に住んでいる庄吉方より出火,城の堀端の枳穀垣(ｶﾗﾀﾁの生け垣)まで延焼し､飯田の町の13町､1127軒が
  全焼
1824年1月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾌｫﾝ･ｿﾞｰｽﾃﾝ｣(~18250601)
1824年1月31日-09:00|日本|福岡県筑後市|文政7年|船小屋温泉開湯
1824年1月31日-09:00|日本|  ||文政7年1月|<出版>葛飾北斎｢教訓仮名式目｣
1824年1月31日-09:00|日本|  ||文政7年1月|<出版>大阪の暁鐘成｢澱川両岸勝景図会｣
1824年2月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ﾗﾓﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ｣(4回目~29日)
1824年2月2日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Pablo Areguati｣(~8月)
1824年2月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢当惑した家庭教師､またはﾄﾞﾝ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ｣》
1824年2月5日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国最高行政権｢第
  2代三頭政治:ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾎﾗﾝ･ｲ･ｱﾙｹﾞｯﾛ/ﾎｾ･ｾｼﾘｵ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ/ﾌｱﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾋﾞｼﾞｬｺﾙﾀ･
  ﾃﾞｨｱｽ(代行)｣(3.15)
1824年2月5日-09:00|日本|東京都文京区|文政7年1月6日|<大相撲>文政7年1月場所[江戸湯島天神](10日間)幕内
  優勝:(東前2)小柳,8勝1敗1休
1824年2月5日-09:00|日本|広島県広島市|文政7年1月6日|<死去>広島新田藩3万石｢浅野長容｣(55歳)⇒6月17日､
  養子｢浅野長訓｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年11月4日､広島藩を継ぐ)
1824年2月11日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ上級政治長官･次官｢ﾎｾ･ﾌｽﾄ･ﾐﾗ･ﾋﾟﾈﾀﾞ･ｱﾘｱ
  ｶﾞ｣(~5.4)
1824年2月11日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ暫定上級政治責任者｢ｾｳﾞｪﾘﾉ･ｷﾆｮﾈｽ｣(~4.13)
1824年2月12日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｺｽﾀﾘｶ統治議会議長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ･ｴ･ｲﾀﾞ
  ﾙｺﾞ｣(2回目~9.8)
1824年2月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Fermin Martinez de Balmaseda｣(~18
  27年)
1824年2月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ﾎﾟｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾊｰﾝ男爵｣(~18271207)
1824年2月18日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国独裁政権責任者｢ｼﾓﾝ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾃｨｼﾏ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾎﾞﾘﾊ
  ﾞﾙ･ｲ･ﾊﾟﾗｼｵｽ(ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国解放者大統領)｣(~18250210)
1824年2月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲﾋﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~118350328)
1824年2月27日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ﾅｻﾆｴﾙ･ｼｪﾊﾟｰﾄﾞ･ﾌﾞﾗｯｸｳｪﾙ｣(~18260111
  )
1824年2月28日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼｽﾌﾟﾗﾁﾅ州ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾗｸﾞﾅ男爵Carlos Federico Le
  cor｣(~18280820)
1824年3月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||副王軍,ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙの部隊を撃破し,ふたたびﾘﾏに迫る
1824年3月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾗﾓﾝ･ｹﾞﾚｰﾛ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣(3回目~31日)
1824年3月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||第1次ﾋﾞﾙﾏ戦争/ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督ｱﾏｰｽﾄが､ﾋﾞﾙﾏに宣戦布告
1824年3月6日-09:00|日本|  ||文政7年2月6日|幕府が南鐐二朱銀を改鋳､3月から通用を始める
1824年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1824年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~18381222死去)
1824年3月9日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~18411008没)､摂政｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ｣(2回目
  ~18250423)
1824年3月9日-09:00|日本|京都府京都市|文政7年2月9日|<死去>閑院宮孝仁親王(33歳)皇族
1824年3月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《弦楽四重奏曲第13番ｲ短調Op.29｢ﾛｻﾞﾑﾝﾃﾞ｣》
1824年3月15日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｧﾝﾃﾞｨｰﾒﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ銀行設立
1824年3月15日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国最高行政権｢
  第2代三頭政治:ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾎﾗﾝ･ｲ･ｱﾙｹﾞｯﾛ/ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾒｲﾌﾟﾙ･ｲ･ﾌｧｺﾞｱｶﾞ｣(~9.4)
1824年3月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾏﾚｰｼｱ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ条約でｲｷﾞﾘｽとｵﾗﾝﾀﾞはﾍﾞﾝｸｰﾙｰとﾏﾗｯｶを交換し､ﾏ
  ﾗｯｶ海峡を境にﾏﾚｰ半島側はｲｷﾞﾘｽ､ｽﾏﾄﾗ島側はｵﾗﾝﾀﾞ､と勢力圏を確定
1824年3月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞｲﾗ･ﾚｲﾃ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽｴ･ﾄﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣(~5
  .14)
1824年3月22日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｱﾙｾﾆｰ･ｱﾝﾄﾞﾚｲｴｳﾞｨｯﾁ･ｻﾞｸﾚﾌｽｷｰ｣(~18311201)
1824年3月22日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ総督｢初代ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ侯爵ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣(~182611
  28)
1824年3月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ﾐｻ･ｿﾚﾑﾆｽ　ﾆ長調》
1824年3月25日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙで憲法が発布される
1824年3月27日-09:00|日本|山口県萩市|文政7年2月27日|<交替>長州藩369000石｢毛利斉熙｣隠居⇒従弟｢毛利斉
  元｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年9月8日､死去)
1824年3月28日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣66歳
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1824年3月28日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｱﾙ=ﾌｻｲﾝ2世｣ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの息子(~18350520死去51
  歳)
1824年4月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙで超保守派が反乱
1824年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗｽｷ｣
1824年4月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾆｺﾗｽ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾙｴﾀﾞ｣(2回目~30日)
1824年4月2日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ﾌｱﾝ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾍﾗｽ｣(~18260307,大統領制度へ
  移行したため退任)
1824年4月4日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶﾘｬｵのｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ防衛隊,給料不払いに抗議し本国帰還を要求して反乱/ｽﾍﾟｲﾝ側に
  寝返る
1824年4月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢副王ｵｽｶｰ皇太子｣(1回目~11.1)
1824年4月13日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ暫定上級政治責任者｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~9.18)
1824年4月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾎﾙｽﾀｲﾝ｣(~18250115)
1824年4月17日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾓﾛｲ
  ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~18250205)
1824年4月17日-04:00|ﾛｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾛｼｱ暦4月4日|ｱﾒﾘｶとﾛｼｱが国境画定のための条約を締結
1824年4月19日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの詩人ﾊﾞｲﾛﾝがｷﾞﾘｼｱで/36歳(誕生17880122)
1824年4月21日-09:00|日本|  ||文政7年3月22日|<死去>北尾政美(鍬形蕙斎)(61歳)浮世絵師/｢近世職人尽絵詞｣
  などを描いた/北尾重政が門人
1824年4月22日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ国家元首｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~10.
  1)
1824年4月29日-09:00|日本|  ||文政7年4月|<刊行>中沢道二の道話(心学)を編集した｢道二翁道話｣
1824年4月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾛｰ､一般測量法案に署名､国内開発事業に対する方針を転換
1824年4月30日-09:00|日本|山形県鶴岡市|文政7年4月2日|<死去>酒井忠崇(74歳)前出羽松山藩主
1824年5月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ﾗﾓﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ｣(5回目~31日)
1824年5月1日 09:00|日本|東京都中央区|文政7年4月3日|暮六時､吉原京町二丁目より出火､廓中焼亡
1824年5月6日-09:00|日本|  ||文政7年4月8日|<死去>牧墨僊(50歳)浮世絵師､銅版画家
1824年5月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《交響曲第9番ﾆ短調"合唱"》ﾍﾞｰﾄｰﾍﾞﾝ自身が指
  揮
1824年5月9日 03:00|日本|大阪府大阪市|文政7年4月11日|大坂町奉行､新古金銀引換所として鴻池善右衛門らに
  十五軒組合(十五人組合)結成させる
1824年5月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾙｲｽ･ﾍﾟﾀﾞｰを裁判所長官として､ｳﾞｧﾝﾃﾞｨｰﾒﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞの最高裁判所を開
  設
1824年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ﾛﾝﾄﾞﾝﾄﾗﾌｧﾙｶﾞｰ広場に美術館｢ﾅｼｮﾅﾙ･ｷﾞｬﾗﾘｰ｣設立
1824年5月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾋﾞﾙﾏ王国南部のﾗﾝｸﾞｰﾝを艦船と1万1千人の兵で急襲し占領
1824年5月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官代行｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ｽﾘｰﾋﾞｰ･ｼﾞｭﾆｱ
  ｣(~12.25没)
1824年5月17日 03:00|日本|山形県米沢市|文政7年4月19日|<米沢文政7年の大火｢亥ﾉ子屋火事｣>正午ごろ､粡町
  の煙草屋亥ﾉ子屋久七宅のかまどより出火,西は座頭町､北は長町､東は東寺町から今町まで燃え広がった/さら
  に割出町から松川を超えて花沢に飛び火し農家5軒を焼いて17時ごろ鎮火/火元の粡町をはじめ銅屋町､立町､
  鉄砲屋町､鍛冶町､河井小路､桶屋町､地番匠町､割出町など城下の中心の町筋がすべて灰となった/そのほか免
  許町83軒､東寺町62軒が焼失/被害内訳は侍屋敷79軒､蝋打立所と同役所各2棟､蝋蔵4棟､藩の米蔵3棟､同役所1
  棟､藩の物置所5棟､同番所2棟､以上藩関係建物.町屋敷736軒､同名子(小作人)家52軒､百姓家5軒､行人(修行者)
  家1軒､非人(被差別民)小屋72軒､乞食小屋29か所､以上町人等の家屋.土蔵301棟､町家備え籾蔵4棟､村備え籾蔵
  1棟､物置小屋298か所､以上町人､百姓関係蔵､物置/寺27か寺､修験道道場11軒/6人死亡
1824年5月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾛｰ､保護主義的な1824年関税法案に署名
1824年5月26日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ｶｳｱｲ島国王｢(George) Kaumualii｣君主制消滅
1824年5月28日-09:00|日本|  ||文政7年5月|<出版>岳亭定岡｢狂歌奇人譚｣
1824年5月30日-09:00|日本|兵庫県朝来市|文政7年5月3日|<死去>但馬出石藩58000石｢仙石政美｣(28歳)⇒弟｢仙
  石久利｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年12月9日､家中混乱により3万石に減封)
1824年6月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾗﾓﾝ･ｹﾞﾚｰﾛ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣(4回目~30日)
1824年6月6日-09:00|日本|茨城県石岡市|文政7年5月10日|<死去>松平頼前(82歳)前常陸府中藩主
1824年6月7日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･Rawdon-Hastings｣(~18261128死去
  )
1824年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾗﾝｼｽ･ｱｰｽｷﾝ｣(~18250820死去)
1824年6月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ対策局が設置される
1824年6月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世｣
1824年6月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世の息子(~18590721退位)
1824年6月18日-09:00|日本|岡山県浅口市|文政7年5月22日|<死去>岡山新田藩25000石｢池田政共｣(19歳)⇒弟｢池
  田政広｣が継ぐ(~文政8年5月1日(18250616)､隠居)
1824年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､急進派下院議員のｼﾞｮｾﾌ･ﾋｭｰﾑ(47)が結社法の廃止に成功し､労働者が
  労働組合を組織する権利を獲得
1824年6月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｴﾐﾘｱﾉ･ﾑﾝﾄﾞｩﾙｸ,有色人種の戦闘部隊を組織し,ﾚｼﾌｪで反乱を開始
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1824年6月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<除籍>ｱﾒﾘｶ海軍ﾃﾞﾗｳｪｱ級戦列艦｢ﾉｰｽ･ｶﾛﾗｲﾅ｣(2633t⇒18671001､ﾆｭｰ･ﾖｰｸにて売
  却)
1824年6月24日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|茨城県北茨城市|文政7年5月28日|ｲｷﾞﾘｽの捕鯨船員､大津浜に上陸し水戸藩に
  逮捕される
1824年6月27日-09:00|日本|長崎県長崎市|文政7年6月|ｼｰﾎﾞﾙﾄ､長崎の鳴滝に鳴滝塾を開く/診療と学術研究を始
  める
1824年6月30日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾚﾑﾅｰ｣(~7.31)
1824年7月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ軍がｷﾞﾘｼｱ独立戦争の鎮圧に出動
1824年7月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾏﾅｸﾞｱ統治政権大統領｢ﾎﾟﾘｶﾙﾎﾟ･ｲﾘｺﾞｲｪﾝ/ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｻﾞｳﾞｧﾗ/ﾌｪﾘｯｸｽ･ｱﾙﾌｧﾛ/ﾎｾ
  ･ｸﾘｻﾝﾄ･ｻｶｻ･ﾊﾟﾛﾃﾞｨ(18241126まで)/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｾ･ﾁｬﾓﾛ･ｱﾙｸﾞｴﾛ｣(~18250122)
1824年7月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｸﾞｱﾅｶｽﾃ地方,ﾆｶﾗｸﾞｱを離れｺｽﾀﾘｶに編入される
1824年7月 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞ,国内にもどり反乱を試みる.ｻﾝﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｳﾙｱのｽﾍﾟｲﾝ軍も,これに呼
  応して戦闘を開始/反乱は失敗,ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞは捕えられ銃殺
1824年7月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ｸﾞｱﾀﾞﾙｰﾍﾟﾋﾞｸﾄﾘｱ｣(1回目~31日)
1824年7月1日-09:00|日本|愛媛県今治市|文政7年6月5日|<交替>伊予今治藩35000石｢松平定剛｣隠居⇒長男｢松平
  定芝｣が継ぐ(⇒天保8(1837)年7月16日､死去)
1824年7月2日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||Pais de Andradeらﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺを中心とする共和派,奴隷禁止に抵抗す
  る農園主も参加し第2回目の反乱(赤道連盟)
1824年7月2日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|文政7年6月6日|<交替>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川治宝｣隠居⇒
  養子｢徳川斉順｣が継ぐ(⇒弘化3(1846)年5月8日､死去)
1824年7月4日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|文政7年6月8日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森忠敬｣(31歳)⇒8月5日､長男
  ｢森忠貫｣が継ぐ(⇒文政10(1827)年5月28日､死去)
1824年7月9日-09:00|日本|長野県飯山市|文政7年6月13日|<死去>本多助受(61歳)前信濃飯山藩主
1824年7月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Luis Maria de Salazar y Salazar｣(~
  同日)⇒主席補佐官｢Francisco Cea Bermudez｣(1期目~18251024)
1824年7月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞら,ﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺを制圧.東北部五州の支持を得て｢赤道(ｴｸｱﾄﾞﾙ)連邦｣
  を結成/ﾚｼﾌｪを首都として臨時政府を樹立
1824年7月14日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ｶﾒﾊﾒﾊ2世｣
1824年7月14日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢Elisabeta Kaahumanu女王｣摂政(~18250506)
1824年7月21日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ﾁｬｸﾘｰ王朝国王｢ﾗｰﾏ2世ﾌﾟｯﾀﾙｰﾄﾗｰﾅﾊﾟｰﾗｲ(ﾙｰﾄﾗｰﾅﾊﾟｰﾗｲ/鄭佛)｣57才
1824年7月21日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｬｸﾘｰ王朝国王｢ﾗｰﾏ3世ﾅﾝｸﾗｵ(鄭福)｣(~18510402死去)
1824年7月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||『ｼﾄﾞﾆｰ･ｶﾞｾﾞｯﾄ』紙､ﾊﾞｻｰｽﾄでの衝突により､8人のｱﾎﾞﾘｼﾞﾅﾙと5人のﾖｰﾛｯﾊﾟ
  人が死亡と報道
1824年7月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Manuel Vieira Tovar de Albuquerq
  ue｣(~18280622)
1824年7月27日-09:00|日本|  ||文政7年7月2日|幕府が､一朱金(文政一朱金)通用開始/江戸時代の金貨のうち最
  悪質なもの
1824年7月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙのｴﾐﾘｱ｣》
1824年7月29日-09:00|日本|  ||文政7年7月4日|<死去>加藤民吉(53歳)陶工
1824年7月31日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾆｺﾗｲ｣(1回目~18270704)
1824年8月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||赤道連邦,憲法を公布
1824年8月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾆｺﾗｽ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾙｴﾀﾞ｣(3回目~31日)
1824年8月2日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌｨｴﾙｽﾃｯﾄﾞ･ﾎｯﾍﾟ｣(1回目~18250906)
1824年8月2日-09:00|日本|栃木県大田原市|文政7年7月8日|<交替>下野黒羽藩2万石｢大関増業｣隠居⇒養子の｢大
  関増儀｣(~嘉永元(1848)年2月21日､隠居)
1824年8月3日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾎｰﾙのｽﾙﾀﾝからｲｷﾞﾘｽに割譲(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社支配下)
1824年8月3日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|鹿児島県|文政7年7月9日|ｲｷﾞﾘｽ捕鯨船員､薩摩国宝島に上陸し野牛を略奪
1824年8月4日-09:00|日本|石川県|文政7年7月10日|<死去>前田斉広(43歳)前加賀藩主
1824年8月5日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｰﾏｰ船長率いるﾌｪﾆｯｸｽ号とA･ﾛｯｸ船長率いるﾒｱﾘｰ号の2隻の英国
  捕鯨船によってｶﾝﾄﾝが発見された/この環礁は当初､船主の妻にちなんでﾒｱﾘｰ･ﾎﾞｰﾙｺｰﾄ島と名付けられた
1824年8月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰで､ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ(41)が､首都ﾘﾏ北東のﾌﾆﾝでﾌﾗﾝｽ軍を破る
1824年8月7日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾄ･ﾅﾀｰﾙ開拓者｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｪｱｳｪﾙ｣(~18280430)
1824年8月7日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｰﾄ･ﾅﾀｰﾙがｸﾜｽﾞｰﾙｰ族の宗主権下でｲｷﾞﾘｽ人開拓者に割譲された
1824年8月8日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｶｳｱｲ島国王｢George Humehume｣反乱.ｶｳｱｲ王国を回復しようとする(~18日)
1824年8月9日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ｴﾙﾋﾞｴﾎ統治委員会議長｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｻﾗｻﾞｰﾙ｣(~12.27)
1824年8月9日-09:00|日本|福島県安達郡|文政7年7月15日|陸奥安達郡で､3日よりの大雨によって鉄山と呼ばれ
  る山が中途から崩落｡温泉小屋など13軒が押し潰され､21軒が大破｡湯治客など男45人､女20人が死亡
1824年8月20日-09:00|日本|東京都|文政7年7月26日|<死去>画人､片桐処翁(61歳)
1824年9月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ司令官｢Osman Bey Jarkas｣(~1825.5)
1824年9月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Luis Cappa y Rioseco｣(1期目~1826年)
1824年9月1日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官代行｢ｺﾞｰ･ｱﾏﾌﾞﾙ･ﾕｺﾞﾝ｣(~18251031)
1824年9月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ﾗﾓﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ｣(6回目~30日)
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1824年9月4日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国最高行政権｢第
  2代三頭政治:ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾎﾗﾝ･ｲ･ｱﾙｹﾞｯﾛ｣(~10.25)
1824年9月5日-09:00|日本|  ||文政7年8月13日|<文政7年東日本暴風雨>美濃､信濃から､関東及び奥羽地方にか
  けての諸国が暴風雨､特に陸奥､出羽など東北地方各地が大洪水となり､なかでも､陸奥国安達郡湯日温泉(元岳
  温泉)では､連日の雨と台風の直撃により､夜五つ時(20時ごろ)､同温泉の北にある鉄山が中程から崩落､土石流
  が同温泉街を直撃し13軒が埋没､倒潰､湯治客及び地元の湯元人あわせて63人が死亡し､同温泉は潰滅/山形藩
  領も大暴風雨と洪水に見舞われ,特に宝沢､行沢では家屋の流失が多く､山形城下では旅篭町万日前辺りが浸水
  ､六日町では家屋が倒潰､流失し､それより北西の方の町家もすべて浸水し､おびただしい数の家屋が倒潰した
  り流失し､人も死亡
1824年9月8日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｺｽﾀﾘｶ国最高責任者｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾓﾗ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~183303
  09)
1824年9月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢｢ﾍﾞﾝﾀﾞｰﾘ｣ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｾﾘﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~18281024)
1824年9月14日-09:00|日本|  ||文政7年8月22日|<死去>初代浅尾工左衛門(67歳)歌舞伎役者
1824年9月15日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定最高国家元首｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ﾃﾞｨｱｽ･ｶﾍﾞｻ･ﾃ
  ﾞ･ﾊﾞｶ｣(~10.12)
1824年9月15日-09:00|日本|福島県いわき市|文政7年8月23日|<交替>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤政環｣隠居⇒養
  子｢内藤政民｣が継ぐ(⇒安政2(1855)年9月13日､死去)
1824年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王｢ﾙｲ18世｣68歳(誕生17551117)
1824年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(復古ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ｼｬﾙﾙ10世｣ﾙｲ16世･ﾙｲ18世の弟(~18300802)
1824年9月16日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首｢ﾎｾ･ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰ
  ﾄﾞ･ﾃﾞ･ｴﾚﾗ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ｣(~18270510)
1824年9月16日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟがﾎﾝｼﾞｭﾗｽに併合
1824年9月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾚｼﾌｪの戦闘はﾄﾞﾝﾍﾟﾄﾞﾛ軍の勝利に終わる
1824年9月18日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ｺﾏﾔｸﾞｱがﾎﾝｼﾞｭﾗｽに併合
1824年9月21日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ王(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ家)ｼｬﾙﾙ10世｣(~18300802)
1824年9月27日-09:00|日本|  ||文政7年閏8月5日|<死去>荒木如元(60歳)画家
1824年10月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Charles Louis Guillaume Bologne de Rou
  gemont｣(1期目~1827年)
1824年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙｲｰｼﾞ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾊﾞﾙﾄﾛｯﾃｨ｣
1824年10月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ最高国家元首代行｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾞ
  ｶ｣(1回目~12.13)
1824年10月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高行政権大統領｢ｸﾞｱﾀﾞﾙｰﾍﾟ･ﾋﾞｸﾄﾘｱ｣(2回目~10日)
1824年10月8日-09:00|日本|  ||文政7年閏8月16日|<死去>初代豊沢広助(48歳)浄瑠璃三味線方
1824年10月9日-09:00|日本|  ||文政7年閏8月17日|<死去>清水浜臣(49歳)医師､国学者､歌人
1824年10月10日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ統治者･最高政府長官｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾙｽ･ｲ･ﾅﾍﾗ｣(
  ~18250422)
1824年10月10日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ｸﾞｱﾀﾞﾙｰﾍﾟ･ﾋﾞｸﾄﾘｱ｣(~18290401)新憲法公布/19の州
  と四つの直轄領から成るﾒｷｼｺ合衆国連邦になる
1824年10月12日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首｢ﾌｱﾝ･ﾈﾎﾟﾑｾﾉ･ﾊﾞﾙﾝﾃﾞｨｱ･ｾﾍﾟ
  ﾀﾞ｣(1回目~18260909)
1824年10月14日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾜｰﾃﾞﾙ､ｳｨﾘｱﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽによる『ｵｰｽﾄﾚｲﾘｱﾝ』紙の初版の発行
1824年10月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｴｽﾃﾊﾞｵ･ﾘﾍﾞｲﾛ･ﾃﾞ･ﾚｾﾝﾃﾞ｣(~18251109)
1824年10月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾟｰﾄﾞﾝ司
  令官｣(~18250322)
1824年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽでｾﾒﾝﾄの特許が取得されるｳｪｰｸﾌｨｰﾙﾄﾞに住むｼﾞｮｾﾞﾌ･ｱｽﾌﾟﾃﾞｨﾝ
1824年10月22日-09:00|日本|  ||文政7年9月|<刊行>国学者･平田篤胤｢古道大意｣
1824年10月25日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国最高行政権｢
  第2代三頭政治:ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾎﾗﾝ･ｲ･ｱﾙｹﾞｯﾛ/ﾎｾ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ･ｲ･ｱｷﾞﾗﾙ｣(~18250429)
1824年10月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1824年10月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ2世｣(~18381003死去)
1824年10月31日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||赤道連邦軍,CE州ｻﾝﾀ･ﾎｰｻﾞで最後の戦い/部隊は壊滅し,指導者Tristao de 
  Alencar Araripeが戦死
1824年11月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾍﾟｸﾞを占領(~18260224)
1824年11月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄﾞﾝﾍﾟﾄﾞﾛ,英国軍人ｺｸﾗﾝ提督をやとい反乱を鎮圧
1824年11月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｻﾝﾃﾞﾙｽ伯爵ﾖﾊﾝ･ｵｳｸﾞｽﾄ｣(2回目~18271126)
1824年11月2日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文政7年9月12日|<交替>伊予宇和島藩10万石｢伊達村寿｣隠居⇒長男
  ｢伊達宗紀｣が継ぐ(⇒天保15(1844)年7月16日､隠居)
1824年11月9日-09:00|日本|  ||文政7年9月19日|天文方･足立佐内｢魯西亜学筌｣を翻訳し､幕府に献上
1824年11月12日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ総統府大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾙｽ･ｲ･ﾅﾍﾗ｣(~12.26)
1824年11月16日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|文政7年9月26日|<交替>因幡鹿奴藩3万石｢池田仲雅｣隠居⇒三男｢池
  田仲律｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年3月11日､死去)
1824年11月21日-09:00|日本|  ||文政7年10月|<出版>蹄斎北馬｢狂歌武蔵野百首｣
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1824年11月22日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｺｽﾀﾘｶ|  |||中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国憲法を公布/五つの
  州に改組/ｸﾞｱﾃﾏﾗを当面の首都と定める/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙのﾎｾ･ｱﾙｾが初代大統領に選出
1824年11月24日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文政7年10月4日|<死去>松平乗友(65歳)前三河奥殿藩主
1824年11月27日-09:00|日本|東京都墨田区|文政7年10月7日|<大相撲>文政7年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)幕内優勝:(西前5)稲妻,7勝0敗1預2休,新入幕
1824年11月29日-09:00|日本|  ||文政7年10月9日|<死去>未生斎一甫(64歳)華道家
1824年12月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ﾘﾏを解放
1824年12月9日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王代行｢ﾌｱﾝ･ﾋﾟｵ･ﾃﾞ･ﾄﾘｽﾀﾝ･ｲ･ﾓｽｺｿ･ｶﾗｻ･ｲ･ﾑｽﾞｷｽ｣(~182601
  23)
1824年12月9日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾙｰ､ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｽｸﾚ(29)が率いるﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ軍が､ｱﾔｸﾁｮの戦いでｽﾍﾟｲﾝ
  軍を破る/ﾗﾃﾝ･ｱﾒﾘｶの独立が確定的になる
1824年12月10日-09:00|日本|大分県竹田市|文政7年10月20日|<死去>中川久貴(38歳)前豊後岡藩主
1824年12月13日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ最高国家元首｢ﾌｱﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ｳﾞｨﾗｺﾙﾀ
  ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~18261101)
1824年12月20日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾎﾞﾆﾌｧﾁ･ﾛﾍﾟｽ･ｲ･ﾌﾟﾘｰﾄﾞ｣(~18270521)
1824年12月20日-09:00|日本|  ||文政7年11月|<出版>葵岡北渓｢扶桑名所狂歌集｣
1824年12月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官代行｢ﾖﾊﾝ･ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶﾚﾙ･ﾊﾟｰｹﾞﾝｼｭﾃｯ
  ﾊｰ｣(~18250102)
1825年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Uhila "moafa"｣(~同年)⇒｢Toifale｣(~同年)⇒｢Mulitoto｣(~1826
  年)
1825年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<死去>ﾓｷﾙ国王｢ﾜｾﾃｨｯﾌﾟ｣
1825年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<即位>ﾓｷﾙ国王｢ﾚｼﾞｪﾓｱｼﾞ｣(~1832年没)
1825年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾅﾝ国主(ﾁｬｵ)｢ﾏﾊﾖｯﾄ｣(~1836年)
1825年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ国主(ﾁｬｵ)｢ﾏﾊ･ﾌﾟｯﾀｳｫﾝ｣(~184606)
1825年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾊﾟﾝ国主(ﾁｬｵ)｢ﾁｬｲｳｫﾝ｣(~1837年)
1825年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｴﾝﾏｲ国ﾁｪｯﾄﾄﾝ朝国王｢ﾌﾟｯﾀｳｫﾝ｣(~1846年)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗﾝ･ﾗｰﾏ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾞﾜﾙﾀ｣(~1837年)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国摂政｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾟｯﾃｨﾝｼﾞｬｰ｣(~18340708)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞﾀﾞﾀﾞﾙ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊﾞﾝｼﾞ･ﾃﾞｵ｣(~18610322没)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾀﾞ･ｻﾝｶﾞﾆ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ﾊﾞﾏﾆｱｼﾞ｣(~1838年)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩｼﾞｬﾅ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞｨ･ｹﾗ･ｶｰﾝ｣(~1850年没)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙ･ﾗﾊﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾃﾞｨｱﾅﾄ･ﾊﾟﾙ｣(~1859年)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｺｯﾄ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｽﾗｼﾞ･ﾗﾝﾏﾙｼﾞ｣(~1844年没)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｲﾗｸﾎﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼｬﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾞｬﾅﾑﾆ｣(~19000610没)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞｬｳﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾋﾑﾗ･ｶｰﾝ｣(~18461021)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｮﾗﾜﾙ･ｼﾙ･ｶｰﾝ｣(~18741009没)､摂政｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･
  ﾋﾞﾋﾞ･ｻﾋﾊﾞ｣(~1838年)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾘﾑﾃﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾎﾞｰｼﾞﾗｼﾞ･ﾊﾘｼﾝｼﾞ｣(~1837年没)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢La Oddanriu Karaeng Katangka｣(~1826年)
1825年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾄﾚﾊｰﾙ国はﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞ州に併合
1825年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾋｰﾑ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ｣
1825年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾝｻﾞ国ﾐﾙ･ﾀﾑ｢ｻﾘﾑ･ｶｰﾝ2世｣
1825年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｷﾞﾙｷﾞｯﾄ国統治者｢ﾔｼﾝのｽﾗｲﾏﾝ･ｼｬｰ｣(2回目~1826年)
1825年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾔｸﾌﾞ｣
1825年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｻﾞ国ﾐﾙ･ﾀﾑ｢ｶﾞｻﾞﾝﾌｧｰﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1864年没)
1825年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｱｯﾗｰﾌ･ｸﾘ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ｣(~18421122死去)
1825年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｻﾞ･ﾐｰﾙ｢Ghazanfur Khan｣(~1863年)
1825年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ｱｯﾗｰﾔｰﾙ･ｶｰﾝ･ｴ･ｶｼﾞｬｰﾙ･ﾃﾞｳﾞｪｰﾙ･ｱｻﾌ=ｱﾙ=ﾀﾞｳﾚ｣(~18280321)
1825年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ長官｢ｳｽﾏｰﾝ･ﾍﾞｲ･ｱﾙ=ｼｬｰｶｽ｣(~18260422)
1825年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾚｰﾝ支配者(ﾊｷﾑ)｢ｼｪｲｸ･ﾊﾘﾌｧ･ﾋﾞﾝ･ｻﾙﾏﾝ･ｱﾙ･ﾊﾘﾌｧ｣(~18340531没)
1825年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ｷｮﾐｬ4世ﾌﾞﾜﾁｬﾘ･ﾌﾞﾜ･ﾏｲﾗﾝｶﾞ｣(~1850年)
1825年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｱﾏｶﾞｻﾞ統治者(ﾝｺｼ)｢ﾏﾇｺｰｼﾞ･ｿﾂｧﾝｶﾞﾈ･ﾇｼｭﾏﾛ｣建国(~18581011没)
1825年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ･ﾑﾊｯｼﾙ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾍﾞｲ･ﾑﾊｽﾙ｣⇒｢ﾊｼ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｶﾞ｣(~1827年)
1825年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Haci Veliyeddin Pasha｣(~1826年)
1825年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾍﾞ統治者｢ﾊﾞﾛｸﾞﾝ･ｺｿﾆ｣(~1840年没)
1825年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｱﾘｶﾘ国統治者(ｱﾘｶﾘ)｢ｸﾆｱ･ﾊﾞﾝﾅ｣(~1826年)
1825年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺﾄｺﾘ統治者(ｵｳﾛｴｯｿ)｢ﾀｸﾊﾟﾗ｣(~1845年頃)
1825年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ｸﾆｱ･ﾊﾞﾝﾅ･ｱﾘｶﾘ｣(~1826年)
1825年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ﾋﾞﾗﾑ･ﾌｧﾄﾏ･ｶﾌﾞ･ﾌｧﾙ｣(~1832年)
1825年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾊｻﾝ･ﾗﾐﾝ･ﾄｩｰﾚ卿｣(~1826年)
1825年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾓﾚｱ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾏﾗ｣
1825年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｲｪﾘﾑ･ﾑﾊﾞﾆｸ･ﾃｸﾞﾚﾗ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1827年12月)
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1825年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<即位>ｼｪﾙﾌﾞﾛ王国国王(ﾊﾞｲ･ｼｪﾙﾌﾞﾛ)｢ﾊﾞｲ･ｺﾝ･ｸﾊﾞ･ﾙｲｽ｣(~?)⇒｢ﾙｲｽ｣(~1879年)
1825年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Manuel de Arriaga Pereira｣(~1832
  年)
1825年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>北ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Carl Peter Holboll｣(~1828年)
1825年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官代理｢Edward Beaks, Jr.｣(⇒1828年副司令官~1829012
  0)
1825年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾋﾞｼﾞﾙ･ﾏﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ﾗﾗ｣(~同年)
1825年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾛ王｢Awariki｣
1825年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌｧﾙﾀﾝ国はｻﾀﾗの一部(~18270903)
1825年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾖｾﾌ･ｶｰﾙ･ｻﾞﾊﾞｰ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾚｵﾃﾞｶﾞｰ･ｱﾑﾘﾝ｣Lib(2期目~12.3
  1)
1825年1月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾘｭｰﾃﾞｳｨｯﾁ･ｳﾙﾘｯﾋ･ﾗｽﾄ
  ｣(2回目~18261112)
1825年1月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ｵｰｴﾝ､ﾆｭｰ･ﾊｰﾓﾆｰ共同社会をｲﾝﾃﾞｨｱﾅ州に設立
1825年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙｼﾞﾅﾝﾄﾞ1世｣[17510112生～](享年73)
1825年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ｣ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世の次男
  (~18301108.両ｼﾁﾘｱ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世)
1825年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世｣(~18301108死去)
1825年1月4日-09:00|日本|和歌山県田辺市|文政7年11月16日|<死去>安藤道紀(66歳)前紀伊田辺藩主､紀州藩家
  老
1825年1月5日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙﾄ･ﾍﾟﾙｰの独立派,ﾗ･ﾊﾟｽでｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言/独立革命の指導者
  ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙの名にちなんでﾎﾞﾘﾋﾞｱと名付けられることになる
1825年1月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶの発明家ｴﾘｰ･ﾎｲｯﾄﾆｰ(17651208～)ﾌﾗｲｽ盤､ﾋﾟｽﾄﾙ､ｺｯﾄﾝ･ｼﾞｰﾝなど発明
1825年1月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾎｾ･ｼﾞｮｱｷﾑ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ｴ･ｺﾚｲｱ･ﾃﾞ･ﾗｾﾙﾀﾞ｣
  (~18260801)
1825年1月18日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月5日|ﾓｽｸﾜにﾎﾞﾘｼｮｲ劇場が完成
1825年1月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･道光4年12月|黄海･黄州の李仁伯､南山で挙火
1825年1月20日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾎﾞﾃｰﾘｮ｣(~18290
  821)
1825年1月23日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱで､農民の反乱のｼﾞｬｰｸの乱が発生
1825年1月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>国家行政権行使ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ総督｢ﾌｱﾝ･ｶﾞﾙﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾍﾗｽ･ﾃﾞ
  ･ﾗ･ｶﾞﾁｬ｣(~18260208)
1825年1月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ国会,国家基本法を制定.ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州に暫定的に国全体の外交権を
  与える
1825年1月30日 05:00|日本|徳島県徳島市|文政7年12月12日|<徳島文政7年の大火>徳島城下史上最大の大火
1825年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾛﾊﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾐﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18690227没)
1825年2月4日-09:00|日本|三重県津市|文政7年11月|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高兌｣(44歳)病死⇒翌年2月
  29日､長男｢藤堂高猷｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1825年2月5日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督｢Sir ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀｰﾅｰ少将｣(~18260307)
1825年2月5日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀｰﾅｰ卿｣
  (~18260307)
1825年2月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ第2代大統領ｼﾞｮﾝ･ｱﾀﾞﾑｽﾞの長男ｼﾞｮﾝ･ｸｲﾝｼｰ･ｱﾀﾞﾑｽﾞ(58)が､第6代大統領に
  選出される
1825年2月10日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国解放者･最高司令部責任者｢ｼﾓﾝ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾃｨｼﾏ･ﾄﾘﾆﾀ
  ﾞｰﾄﾞ･ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ･ｲ･ﾊﾟﾗｼｵｽ(ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国解放者大統領)｣(~18261130)
1825年2月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再編>ﾄﾞｲﾂ連邦:ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公国⇒ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｺﾞｰﾀ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ
  公国､ｻﾞｸｾﾝ･ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公国
1825年2月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣
1825年2月12日 05:00|日本|愛知県名古屋市|文政7年12月25日|<名古屋文政7年の大火｢前津焼け｣>未の刻(14時
  ごろ)より前津経堂筋紺屋(染物屋)から出火､家数1400軒程焼失､申の下刻(17時ごろ)鎮火/7人が死亡
1825年2月15日-09:00|日本|千葉県佐倉市|文政7年11月|<死去>下総佐倉藩11万石｢堀田正愛｣(26歳)⇒翌年3月､
  養子｢堀田正睦｣が継ぐ(⇒安政6(1859)年9月6日､隠居)
1825年2月18日-09:00|日本|  ||文政8年|<刊行>栗原柳庵｢日本紀私読本｣｢田租考｣
1825年2月18日-09:00|日本|  ||文政8年1月|<刊行>滝沢馬琴､合巻｢傾城水滸伝｣初編
1825年2月18日-09:00|日本|  ||文政8年1月|<出版>沼田月斎｢絵本今川状｣
1825年2月22日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国初代ｺｽﾀﾘｶ州統領｢ﾌｱﾝ･ﾓｰﾗ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣自由主義(~1
  8330303)
1825年2月22日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国:ｱﾙｾが1票差で引き
  続き大統領をつとめることになる
1825年2月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ軍がｷﾞﾘｼｱに上陸し独立運動を弾圧
1825年2月24日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長｢ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏｰﾙ･ｲ･ｺﾙﾀｻﾙ｣(1回目~4.3)
1825年2月24日-09:00|日本|東京都|文政8年1月7日|<死去>初代歌川豊国(57歳､明和6(1769)年生)浮世絵師
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1825年2月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾃﾞｵ･ｼﾝ｣
1825年2月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(1回目~3.28)
1825年2月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾛｼｱ暦:1825/2/15|ﾛｼｱ領ｱﾗｽｶとｲｷﾞﾘｽ領北ｱﾒﾘｶとの境界線が定められ
  る
1825年3月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝはｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞの一部
1825年3月2日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱ､ﾌﾞﾘﾀﾞで地震､死者7000人
1825年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾛｰ､ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ道路法案に署名
1825年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第6代大統領｢ｼﾞｮﾝ･ｸｨﾝｼｰ･ｱﾀﾞﾑｽﾞ｣民主共和党(~18290303)
1825年3月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《弦楽四重奏曲第12番》
1825年3月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾊﾝｽ･ﾃﾞｨｰﾃﾞﾘｯﾋ･ﾌﾞ
  ﾘﾝｸ=ｻﾞｲﾃﾞﾘﾝ｣(~18290326)
1825年3月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ大学開校
1825年3月12日-09:00|日本|東京都台東区|文政8年1月23日|<大相撲>文政8年1月場所[江戸浅草八幡宮](10日間)
  幕内優勝:(東小結)小柳,8勝2敗
1825年3月20日-09:00|日本|  ||文政8年2月|<出版>蹄斎北馬｢狂歌波の花｣
1825年3月20日-09:00|日本|大阪府和泉市|文政8年2月1日|<死去>渡辺伊綱(69歳)前和泉伯太藩主
1825年3月22日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀｰﾅｰ｣(~1826
  0307没)
1825年3月26日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定司令官兼管理者｢Charles Emmanuel Francois de Mu
  yssart｣(~18260326)
1825年3月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞｩﾙｼﾞｬﾝ･ｻﾙ(簒奪者)｣(~18260119)
1825年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>23代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･6代ﾊﾞﾙｶﾚｽ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1825年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>24代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣7代ﾊﾞﾙｶﾚｽ伯(~18691225死去)
1825年3月30日-09:00|日本|東京都|文政8年2月11日|<死去>雷電為右衛門/59歳(誕生:明和4(1767)01)21年間に1
  0敗だけの強豪力士
1825年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾗｯﾌｧｴﾚ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1825年4月1日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||進攻してきたｽｸﾚ軍とｵﾗﾆｪｰﾀ軍,ﾂﾑｽﾗで決戦.ｵﾗﾆｪｰﾀ軍は敗れ壊走.ｽﾍﾟｲ
  ﾝ軍は最終的に放逐される
1825年4月3日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長代行｢ﾎｾ･ｲﾎﾟﾘﾄ･ｳﾅﾇｴ･ｲ･ﾊﾟﾎﾞﾝ｣(1回目~182601
  05)
1825年4月5日-09:00|日本|  ||文政8年2月17日|<刊行>国学者･本居宣長,神道書｢直毘霊｣
1825年4月5日-09:00|日本|群馬県高崎市|文政8年2月17日|<死去>上野高崎藩82000石(老中)｢松平輝延｣(51歳)⇒
  4月4日､三男｢松平輝承｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年6月26日､死去)
1825年4月6日-09:00|日本|  ||文政8年2月18日|幕府が､諸大名に異国船打ち払い令を出す(無二念打払令)
1825年4月6日-09:00|日本|福井県坂井市|文政8年2月18日|坂井郡泥原新保浦で火事,255軒など焼失
1825年4月9日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｯｶはｲｷﾞﾘｽ植民地(18260814まで､ﾌﾟﾘﾝｽ･ｵﾌﾞ･ｳｪｰﾙｽﾞ島の一部~1957083
  1)
1825年4月9日-09:00|日本|  ||文政8年2月21日|<死去>雷電為右衛門(59歳)元大相撲力士(大関)
1825年4月15日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾙﾀﾞﾆｰ島はｶﾞｰﾝｼﾞｰ島に再所属
1825年4月15日-09:00|日本|愛媛県松山市|文政8年2月27日|松山藩領浮穴郡久万町村で大火があり､町家を残ら
  ず焼失
1825年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊｲﾁ|  |||ﾌﾗﾝｽが正式にﾊｲﾁの独立を承認
1825年4月17日-09:00|日本|千葉県富津市|文政8年2月29日|<死去>上総佐貫藩16000石｢阿部正簡｣(54歳)⇒三男｢
  阿部正暠｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年3月23日､隠居)
1825年4月18日-09:00|日本|  ||文政8年3月|子供のおもちゃとして鉄製の笛｢ﾋﾞﾔﾎﾝ｣が流行
1825年4月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで10億ﾌﾗﾝ法が制定され､ﾌﾗﾝｽ革命で被害を受けた亡命貴族に対する補償
  が決定される
1825年4月22日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ･ｲ･ﾌｪﾄﾞ･ｱｷﾞﾗ
  ｰﾙ｣(1回目~18260422)
1825年4月27日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(~12.1)
1825年4月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの社会主義者ﾛﾊﾞｰﾄ･ｵｰｴﾝ(54)が､ｲﾝﾃﾞｨｱﾅ州ｳｫﾊﾞｼｭ近くに理想主義
  的なｺﾐﾆｭﾃｨ､ﾆｭｰﾊﾓﾆｰ村を建設
1825年4月27日-09:00|日本|千葉県香取市|文政8年3月10日|<死去>内田正純(70歳)前下総小見川藩主
1825年4月29日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･
  ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾙｾ･ｲ･ﾌｧｺﾞｱｰｶﾞ｣(~18290413)
1825年5月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ司令官｢Mahu Bey Urfali｣(~1826.3)
1825年5月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||就任>ﾀﾞﾝｶﾞﾙﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾏﾊﾗﾜｯﾄ･ﾀﾞﾙﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣(~1846年)
1825年5月6日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢Richard Turton｣(~18260317)
1825年5月6日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ｶﾒﾊﾒﾊ3世｣(~18541215死去)
1825年5月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾁﾝｽﾗはｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合
1825年5月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾆｰﾙｽ･ﾌﾞﾛｯﾎ｣(1回目~18270930)
1825年5月16日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ軍総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｽｸﾚ･ｲ･ｱﾙｶﾗ(解放軍最高司令官)｣
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  (~8.18)
1825年5月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ､ﾊﾌﾘｰはｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合
1825年5月17日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾞｰｼﾞｰ･ﾏﾆﾝｸﾞｽ｣(3回目~1827年5月)
1825年5月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの空想社会主義者ｸﾛｰﾄﾞ･ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ｼﾓﾝ(1760-､65歳)/主著｢産業者
  の政治的教理問答｣､｢新ｷﾘｽﾄ教｣など
1825年5月22日 02:00|日本|新潟県上越市|文政8年4月5日|<越後高田文政8年の大火>巳の下刻(午前11時ごろ)南
  の強風吹きすさぶ中､伊勢町番所ぎわの小路にある木挽き職(木材の用材加工職)の十吉方から出火､たちまち
  隣町へと延焼して一の橋ぎわまで燃えた｡一方町家だけでなく､飛び火で御対面所から御用屋敷､稽古所など藩
  の主要な建物も類焼､村上主膳宅など藩士の屋敷に燃え拡がった/その後､本町通りから下紺屋町､小町通りま
  で飛び火し延焼/その後も炎の勢いは一向に収まらず､夕方になると土橋町まで焼け抜け､夜に入ると戌亥(西
  北)の風に変わり二の辻本町まで焼失/夜の五つ(22時ごろ)過ぎにようやく職人町で鎮火/町家1205軒､侍屋敷6
  2軒､切米取(下級武士)長屋10棟･73軒､足軽長屋41棟･383軒､百姓家9軒､町家の土蔵7棟､寺5か所､神社2か所､山
  伏宅1軒焼失
1825年5月23日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾛｽ卿｣(~1832年)
1825年5月23日-09:00|日本|新潟県村上市|文政8年4月6日|<死去>越後村上藩5万石｢内藤信敦｣(49歳)⇒三男｢内
  藤信親｣が継ぐ(⇒元治元(1864)年4月26日､隠居)
1825年5月26日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Braithwaite Skeete
  ｣(2期目~18260825)
1825年5月27日-09:00|日本|青森県弘前市|文政8年4月10日|<交替>陸奥弘前藩10万石｢津軽寧親｣隠居⇒次男｢津
  軽信順｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年5月16日､幕府により強制隠居)
1825年5月27日-09:00|日本|奈良県葛城市|文政8年4月10日|<交替>大和新庄藩1万石｢永井直方｣隠居⇒長男｢永井
  直養｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年10月､隠居)
1825年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｯｻﾑ国をｲｷﾞﾘｽが占領(~1826年)
1825年6月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾛﾏﾝﾃﾞﾙ(ｻﾄﾞﾗｽ､ﾊﾟﾘｱｶｯﾀ､ﾊﾟﾘｺﾙ､ｼﾞｬｶﾞｰﾅｲｸﾌﾟｰﾗﾑ､ﾋﾞ
  ﾑﾘﾊﾟﾀﾑ､ﾎﾟﾙﾄ･ﾉｳﾞｫ､ｷｰﾙｶﾚｰ､ﾄｩﾃｨｺﾘﾝ､ｺﾓﾘﾝ岬)が英領ｲﾝﾄﾞに割譲
1825年6月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾟﾄﾞｩｯｺｯﾀｲ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾅﾀ･ﾄﾝﾀﾞｲﾏﾝ｣(~18390713没)
1825年6月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾊﾞﾗｿｰﾚはｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合
1825年6月4日-09:00|日本|東京都千代田区|文政8年4月18日|<就任>老中格｢植村家長｣(~文政11年11月12日)
1825年6月4日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|文政8年4月18日|<加増>大和高取藩20500石｢植村家長｣+4500石
  ⇒25000石(⇒文政11(1828)年10月12日､死去)
1825年6月6日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾐｽ｣(5期目~1826021
  4)
1825年6月8日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢ｻｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄﾞﾝ｣(2期目~18310408)
1825年6月9日-09:00|日本|石川県金沢市|文政8年4月23日|<死去>儒学者･太田錦城(61)
1825年6月9日-09:00|日本|千葉県木更津市|文政8年4月23日|<立藩>上総貝淵藩1万石｢林忠英｣(⇒天保5(1834)年
  12月､3000石加増)
1825年6月10日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国第9代国主｢ﾏﾊｰﾖｯﾄ｣(~18330404)
1825年6月11日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官兼管理者｢Augustin Valent
  in Borius｣(2期目~18280528)
1825年6月11日-09:00|日本|奈良県葛城市|文政8年4月25日|<死去>永井直方(48歳)前大和新庄藩主
1825年6月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞﾝﾋﾞｰﾙ･(ｶﾞﾅｳﾞｨﾗ)･ｼﾝ(ﾁﾝﾚﾝ･ﾉﾝﾄﾞﾚﾝｺﾝﾊﾞ)｣(~18340109没
  )
1825年6月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾀﾞｯｶはｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合
1825年6月14日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃﾞﾙ･ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ東方州暫定政府総裁｢Manuel Call
  eros Texera｣(~8.20)
1825年6月15日-09:00|日本|埼玉県深谷市|文政8年4月29日|<死去>武蔵岡部藩20250石｢安部信操｣(36歳)⇒長男｢
  安部信任｣が継ぐ(⇒文政11(1828)年4月10日､死去)
1825年6月16日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩ･ｱﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1825年6月16日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ｶﾘﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~18340708没)
1825年6月16日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国,ﾆｶﾗｸﾞｱ運河を想定
  した運河建設法を公布
1825年6月16日-09:00|日本|岡山県浅口市|文政8年5月1日|<交替>岡山新田藩25000石｢池田政広｣隠居⇒弟｢池田
  政善｣が継ぐ(⇒弘化3(1846)年10月4日､死去)
1825年6月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾗﾝｽへの旅｣》
1825年6月21日-09:00|日本|大分県中津市|文政8年5月6日|<交替>豊前中津藩10万石｢奥平昌高｣隠居⇒次男｢奥平
  昌暢｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年11月30日､死去)
1825年6月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政8年5月15日|<就任>大坂城代｢水野左近将監忠邦｣(~文政9.11.23)
1825年6月30日-09:00|日本|京都府京都市|文政8年5月15日|<就任>京都所司代｢松平康任｣(⇒1826(文政9年11月2
  3日))
1825年7月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||反動的なｵﾗﾝﾀﾞ統治に対し｢ｼﾞｬﾜ戦争｣ｼﾞｬﾜではｽﾙﾀﾝになり損ねたｼﾞｮｸｼﾞｬ
  ｶﾙﾀ王国の王子(ﾊﾟﾝｹﾞﾗﾝ)ﾃﾞｨﾎﾟﾇｺﾞﾛが武装蜂起(-1830)
1825年7月6日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文政8年5月21日|<死去>小笠原長禎(45歳)前播磨安志藩主
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1825年7月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ7月革命､自由党政権が崩壊し軍部ｱﾖﾗ政権が発足
1825年7月11日-09:00|日本|東京都|文政8年5月26日|<死去>初代清元延寿太夫.何者かに殺される(49歳､安永6(1
  777)年生)浄瑠璃清元節家元/清元姓の元祖
1825年7月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Maria Luisa de Silva y Castejon｣ﾗﾝｻﾛｰﾃ島はｽﾍﾟｲ
  ﾝ王領ｸﾞﾗﾝｶﾅﾘｱ島の一部に組み込まれる
1825年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会で､賃金と労働時間に関する労働者の団結を承認する工場法が可決
  される
1825年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣
1825年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣(~18490527死去
  )
1825年7月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾎﾟﾝが彗星C/1825N1(ﾎﾟﾝ彗星)発見
1825年7月30日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍軍人ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾞｲﾛﾝによりﾏﾙﾃﾞﾝ島発見
1825年8月6日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾁｬﾙｶｽのｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ領を受け継ぎ,ﾎﾞﾘﾋﾞｱがｱﾙﾄﾍﾟﾙｰ共和国としてｽﾍﾟｲﾝ
  から独立することを宣言
1825年8月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｸﾚﾀ島反乱(ｸﾚﾀ革命評議会~1830年2月)
1825年8月11日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾍﾟﾙｰ共和国初代大統領｢ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ｣無所属(~12.29)
1825年8月14日-09:00|日本|  ||文政8年7月|<出版>北尾紹真｢今様職人尽歌合｣二冊/絶筆にして第一等の傑作
1825年8月17日-09:00|日本|  ||文政8年7月4日|<死去>2代佐羽吉右衛門(54歳)絹仲買商､漢詩人
1825年8月18日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾘｸ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾏﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
1825年8月18日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾘｸ･ﾏﾝｽｰﾙ
  ･ｼｬｰ｣(~18301220没)
1825年8月18日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ最高行政権運用解放者｢ｼﾓﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾃｨｼﾏ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ
  ･ｲ･ﾊﾟﾗｼｵｽ｣(~12.29)
1825年8月19日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Juan Antonio Lavalleja｣(~18260705)
1825年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾗﾝｼｽ･ｱｰｽｷﾝ｣
1825年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾏｽ･ｱｰｽｷﾝ｣(~18280920死去)
1825年8月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃﾞﾙ･ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ東方州暫定政府総裁｢代表:Manuel Duran/
  Mariano Loreto de Gomensoro y Ximenez｣(~9.19)
1825年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾄﾞﾅｳﾓｱ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾋｰﾘｰ=ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣
1825年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾄﾞﾅｳﾓｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾋｰﾘｰ=ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(~18320629死去)
1825年8月25日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨﾘﾎﾟﾘｽ酋長(ｶﾌﾟﾃｨﾝ)｢ｱﾀﾞﾑ･ｺｯｸ2世｣(~18350912)
1825年8月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝの援助でﾌﾞﾗｼﾞﾙに反乱していたｳﾙｸﾞｱｲが､独立を宣言
1825年8月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾎﾟﾄﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾜｲﾝ｣(1726t,ﾜｼﾝﾄﾝ海軍工廠で建造)
1825年8月26日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<改名>ｱﾙﾄﾍﾟﾙｰ共和国⇒ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国
1825年8月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄﾞﾝﾍﾟﾄﾞﾛとｽﾁｭｱｰﾄのあいだに独立合意が成立.英国,ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
  独立を承認
1825年8月31日-09:00|日本|岩手県盛岡市|文政8年7月18日|<死去>陸奥盛岡藩20万石｢南部利用｣(23歳)⇒9月24
  日､養子｢南部利済｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年6月13日､隠居)
1825年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Antonio Narbona｣(~1827.5)
1825年9月4日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾌｪﾄﾞﾛﾋﾞｯﾁ･ﾃｨﾑｺﾌｽｷｰ｣(~18280112)
1825年9月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1825年9月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣5代伯の長男(~18481007死去)
1825年9月6日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾋﾞｬﾙﾆ･ｿｰｽﾀｲﾝｿﾝ｣(2回目~18260607)
1825年9月8日-09:00|日本|東京都中央区|文政8年7月26日|<初演>4代目鶴屋南北｢東海道四谷怪談｣中村座/その
  怪談にちなみ､藤八拳が流行
1825年9月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｵﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｺﾞｰｽﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18650429没)､摂政｢ﾑｼｬﾗﾌ･ﾍﾞｸ
  ﾞﾑ｣｢ｼﾞｬﾊｰﾝｷﾞﾙ･ｶｰﾝ｣(~1827年没)
1825年9月10日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|文政8年7月28日|但馬国豊岡で打ち壊し
1825年9月11日-09:00|日本|高知県高知市|文政8年7月29日|<死去>土佐新田藩13000石(浦戸城)｢山内豊武｣(40歳
  )⇒9月27日､長男｢山内豊賢｣が継ぐ(⇒安政3(1856)年6月6日､隠居)
1825年9月15日-09:00|日本|高知県高知市|文政8年8月3日|<死去>山内豊策(53歳)前土佐藩主
1825年9月19日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督兼総司令官｢Juan Antonio Lavalleja y de la
   Torre｣(1期目~18281202)
1825年9月19日-09:00|日本|  ||文政8年8月7日|<死去>9代千宗左(51歳)茶人､表千家家元
1825年9月20日-09:00|日本|新潟県佐渡市|文政8年8月8日|佐渡奉行所の学問所･武術所･医学所建設が落成,開講
1825年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾃｨﾌﾞﾝｿﾝが世界最初の蒸気鉄道を開通/世界初の蒸気機関車｢ﾛｺﾓｰｼｮﾝ号｣が走
  る/ｽﾄｯｸﾄﾝ←→ﾀﾞｰﾘﾝﾄﾝ間(40km)の鉄道開通
1825年10月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾗﾊﾞﾘｪﾊら,ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝよりｼｽﾌﾟﾗﾁﾅに侵入し独立闘争開始/ｳﾙｸﾞｱｲ共和国を宣言
1825年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙｱﾝﾄﾆｵﾀﾞﾐｱｰﾆ｣
1825年10月2日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡身延町|文政8年8月20日|身延久遠寺再建
1825年10月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾏﾇｴﾙ軍,ｻﾗﾝﾃﾞｨで解放軍とﾗﾌﾟﾗﾀ連合軍と遭遇/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ軍は,戦死20
  0人を含む830人の損害を受け,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵに逃走
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1825年10月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾏﾘｰ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｺﾙﾃﾞｨｴ｣(1回目~1826061
  9)
1825年10月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世｣
1825年10月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世の息子(~18480320革命で
  退位)
1825年10月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾌﾜﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣
1825年10月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾏﾘｱﾉ･ﾘｶﾌｫﾙﾄ･ﾊﾟﾗｼｵ｣(~18301223)
1825年10月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Pedro Alcantara Alvarez de Toledo y S
  alm Salm｣(~18260819)
1825年10月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||五大湖の1つのｴﾘｰ湖とﾊﾄﾞｿﾝ川を結ぶｴﾘｰ運河の工事が完了
1825年11月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ最後の砦ｻﾝﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｳﾙｱ要塞が陥落.ﾋﾞｸﾄﾘｱはｽﾍﾟｲﾝとの休戦に成功
1825年11月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾗﾌﾟﾗﾀ連合,ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝと名称を変更
1825年11月1日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官｢ﾛｼﾞｪ男爵ｼﾞｬｯｸ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣(2回目~18270518)
1825年11月5日-09:00|日本|東京都中央区|文政8年9月25日|<初演>｢盟三五大切｣[作･四代目鶴屋南北]中村座
1825年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《弦楽四重奏曲第15番ｲ短調Op.132》
1825年11月7日-09:00|日本|  ||文政8年9月27日|<死去>水心子正秀(76歳)刀工
1825年11月9日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾌｪﾘｽﾍﾞﾙﾄ･ｶﾙﾃﾞｲﾗ･ﾌﾞﾗﾝﾄ･ﾎﾟﾝﾃｽ･ｵﾘｳﾞｪｲﾗ･ｴ･ｵﾙﾀ｣
  (~18260120)
1825年11月10日-09:00|日本|沖縄県|文政8年10月|琉球に飢饉があり餓死者多数
1825年11月10日-09:00|日本|香川県丸亀市|文政8年10月|丸亀藩,四民就学のため城外に敬止堂を創設
1825年11月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｸﾞﾗﾑ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｺﾞｰｽ･ｶｰﾝ｣(~18551007没､ｲｷﾞﾘｽはﾅﾜ
  ﾌﾞの称号と特権の失効を宣言)､摂政｢ｱｼﾞﾑ･ｼﾞｬｰ｣(~18420825)
1825年11月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会:ﾌﾚｲ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ｶﾞﾙﾃﾞｨｰﾉ/ｶ
  ﾝﾃﾞｨｰﾄﾞ･ﾎｾ･ﾓｳﾗﾝ･ｶﾞﾙｾｽ･ﾊﾟﾙﾊ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘﾍﾞｲﾛ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~18271009)
1825年11月27日-09:00|日本|東京都港区|文政8年10月18日|<大相撲>文政8年10月場所[江戸芝神明宮](10日間)
  幕内優勝:(西小結)稲妻,8勝1敗1休
1825年12月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞｽ･ｱﾙﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾚｳ･ﾋﾟｶﾙｶﾞ｣(~1826年5月)
1825年12月1日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾛｼｱ暦11月19日|<死去>ﾛｼｱ皇帝･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ立憲王国国王･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ
  大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣南ﾛｼｱの旅行先で急病死/47歳(誕生17780103)
1825年12月1日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾛｼｱ暦11月19日|<即位>ﾛｼｱ皇帝･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ立憲王国国王･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ
  大公｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ1世｣(~24日)
1825年12月1日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･Woodford｣(~18260331
  )
1825年12月2日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月20日|ﾛｼｱでﾃﾞｶﾌﾞﾘｽﾄの乱､皇位継承をめぐって混乱
1825年12月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾄﾞﾘｱﾝ･ﾎﾞﾜｴﾙﾃﾞｭｰ《歌劇｢白衣の婦人｣序曲》
1825年12月10日 00:00|南極/ﾉﾙｳｪｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞｰﾍﾞ島はｼﾞｮｰｼﾞ･ﾉﾘｽ大尉によってｲｷﾞﾘｽ領土宣言､ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙ島に
  改名
1825年12月10日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙがﾗﾌﾟﾗﾀ連合州(ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ)に宣戦布告
1825年12月10日-09:00|日本|東京都中央区|文政8年11月|<初演>｢道行浮塒どり｣<お染>[詞･四代目鶴屋南北､曲･
  清元斎兵衛､振･西川扇蔵]中村座
1825年12月10日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|文政8年11月1日|<死去>鍋島直温(60歳)前肥前蓮池藩主
1825年12月14日-09:00|日本|青森県黒石市|文政8年11月5日|<交替>黒石藩1万石｢津軽親足｣隠居⇒養子｢津軽順
  承｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年5月16日､本家弘前藩を継ぐ)
1825年12月14日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦12月2日|ﾛｼｱ､ﾆｺﾗｲの即位決意により反乱が起るがﾆｺﾗｲ側の軍によりあっ
  けなく制圧される(ﾃﾞｶﾌﾞﾘｽﾄの乱)
1825年12月19日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ﾗﾙﾌ･ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞ｣(~18311021)
1825年12月21日-09:00|日本|大分県杵築市|文政8年11月12日|<死去>豊後杵築藩32000石｢松平親明｣(41歳)⇒12
  月29日､長男｢松平親良｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年4月9日､隠居)
1825年12月24日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾛｼｱ暦12月12日|<即位>ﾛｼｱ皇帝･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ立憲王国国王･ﾌｨﾝﾗﾝﾄ
  ﾞ大公｢ﾆｺﾗｲ1世｣(1日に遡及して即位~18550302没)
1825年12月25日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで､ｳﾞｧﾝ･ﾃﾞｨｰﾒﾝｽﾞ･ﾗﾝﾄﾞ植民地が成立
1825年12月25日-09:00|日本|京都府舞鶴市|文政8年11月16日|<交替>丹後田辺藩35000石｢牧野以成｣隠居⇒甥｢牧
  野節成｣が継ぐ(⇒嘉永5(1852)年6月5日､隠居)
1825年12月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ｢新古典主義絵画｣の画家ｼﾞｬｯｸ･ﾙｲ･ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞ(ﾅﾎﾟﾚｵﾝの皇帝即位後
  は首席宮廷画家)(1748-､77歳)
1825年12月29日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ軍総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｿｳｻ･ｲ･ｱﾙｶﾗ(解放軍最高司令官)
  ｣(~18260525)
1826年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Soane-Patita Vaimua Lavelua1世｣(1期目~1829年)
1826年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ摂政｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ｣(~18300
  704)
1826年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾇｸﾞﾘ･ｽﾝﾋﾞﾗﾝ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾍﾞｻｰﾙ)｢ﾔﾑﾄｩｱﾝ･ｻﾃｨ｣(~18311130)
1826年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Kumala Karaeng Lembang Perang Sultan Abdul Kadir Moh Aid
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  id｣(~18930130)
1826年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Hayatuddin Kornabe｣(~1861年)
1826年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾗﾑ｣(~1828年死去)
1826年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾑﾌﾟｰﾝ国主(ﾁｬｵ)｢ﾌﾞﾙﾏ｣⇒｢ﾉｲ･ｲﾝ｣(~1837年)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｲﾗﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣(~1827年没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｼｭﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1845年没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国･ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~18480831没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｿﾏﾅｽ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1859年)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀﾞﾙﾜ国統治者(ｼｭﾘﾏｯﾄ･ﾀｸｰﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｼｭﾘ)｢ｼﾞｬﾗﾑｼﾝｼﾞ･ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ｣(~1842年没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼｸﾙ･ﾃﾞｵ｣
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｲﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾋﾞｼｬﾝ･ｼﾝ｣(~1850年没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾞﾘﾑ･ｾﾝ｣(~1839年6月没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗﾑﾗｵ2世ﾅﾗﾔﾝﾗｵ･ﾊﾞｰﾍﾞ｣(~1872年没)
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｽﾏﾘｸはﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙから(ﾊﾞｳﾄﾞの一部として)ｲｷﾞﾘｽに譲渡された
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾀﾞﾙ国ﾊﾞｱﾄﾞはｲﾀﾞﾙとｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙに吸収される
1826年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝﾌﾞｺﾞﾀﾞ国はｲｷﾞﾘｽの保護領(ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ州の一部~1948年)
1826年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｷﾞﾙｷﾞｯﾄ国統治者｢ﾏﾘｶ･ｻﾋﾌﾞﾇﾏ｣(~1838年没)､摂政｢ﾌﾟﾆｱﾙのｱｻﾞﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1827
  年没)
1826年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>哈薩克汗･ﾊﾝ｢ｱﾙﾄｩﾝｻﾙ｣ﾄｸﾞﾑの子(~1859年)
1826年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ摂政(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ﾄﾞｽﾄ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1836年)
1826年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ﾊﾟｰﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1839年)
1826年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾐﾙｻﾞ･ｻﾐ･ｶｰﾝ｣(~1839年)
1826年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾗｸｻﾞｲ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾄﾞｰｽﾄ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ｣ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰ朝から独立建国(~18390802ｲｷ
  ﾞﾘｽ軍に捕らえられる)
1826年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ﾏﾌﾃﾞｨｰ･ｸﾘ･ﾊｰﾝ｣ﾍﾟﾙｼｬ人が短期間占領(2度目)
1826年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｸﾊﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ2世｣
1826年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ﾀﾞﾋﾞｯﾄ｣(~18290902)､摂政｢ｿﾋﾟｵ･ﾂﾙｷｾﾞ｣(~1829年没)
1826年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｾｲﾝ･ﾊｰﾝ｣反乱宣言(短期間)
1826年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬﾏｶ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊｰﾝ｣ﾍﾟﾙｼｬに短期間占領され､ﾊﾝ国回復(2度目)
1826年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣(3度目)
1826年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Yusuf Muhlis Pasha｣(~1827.8)
1826年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<解任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｶｰﾙ2世｣
1826年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾒﾌﾒﾄ(反乱)｣(2回目~同年)
1826年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~18841018死去､ｵﾚｼﾆﾂｧ及びﾋﾞｪﾙﾄｩﾌはﾌﾟﾛｲｾﾝ王国に併合
  )
1826年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Joaquin Bureau｣(~同年)⇒暫定総督｢Julio O'Neil｣(~同
  年)⇒総督｢Juan Maria Munoz Manito｣(2期目~1831年)
1826年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国管理評議会会長｢ｱｳﾞﾗﾑ･ﾍﾟﾄﾛﾆｴｳﾞｨｯﾁ｣(2度目~同年)⇒｢ﾐﾛｲｪ･ﾄﾄﾞﾛｳﾞｨ
  ｯﾁ｣(~同年)⇒｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｴ･"ﾃﾞｨﾐﾄﾘ"･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨｯﾁ｣(~1829年)
1826年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公(~18340902死去)
1826年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｱｸ王国指導者｢ﾄｰﾏｽ･ｳｨﾙ｣建国(~1840年没)
1826年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｱﾘｶﾘ国統治者(ｱﾘｶﾘ)兼ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ﾌｧﾃｨﾏ･ﾌﾞﾘﾏ･ｶﾏ｣(~1840年)
1826年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄｰﾚｽ･ﾀﾞ･ﾍﾞｲｶﾞ･ｻﾝﾄｽ｣
1826年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｲｱｰ･ﾘｰ｣(8回目)⇒｢ｱﾙ･ﾌｧｷ･ｲﾌﾞﾗｰ･ｼﾞｬｱﾀﾗ･
  ｱｰﾝ｣(~1827年)
1826年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Simon Plats｣(~18270814死去)
1826年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島知事｢James Haarlef Haasum｣(~186
  0年)
1826年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾑﾆｮｽ｣(1回目~同年)⇒総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾌｧﾌﾞﾚｶﾞ｣(1回目~1827年)
1826年1月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾛﾃﾞｨﾙ,ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙに降服.ｽﾍﾟｲﾝ軍は最終的に一掃
1826年1月 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾏﾇｴﾙ･ｻﾝﾁｪｽとﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱｸﾞｴｰﾛら8人,｢黒鷲大隊｣を率いｶﾏｸﾞｴｲ州南岸に上陸
  /ﾋﾞﾍﾞｽ総督に対して独立闘争を開始/まもなく敗れ2人は処刑
1826年1月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Leonard du Bus de Gisignies,Hendrik M
  erkus de Kock｣(~18301016)
1826年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾝﾂｪﾝﾂ･ﾖｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋｸﾞ･ﾘｭｯﾃｨﾏﾝ｣Con(3期目~12
  .31)
1826年1月3日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月22日|ﾛｼｱで｢南方結社｣の反乱が鎮圧
1826年1月5日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ卿｣(1回目~1829年5月)
1826年1月5日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長｢ﾎｾﾄﾞﾐﾝｺﾞﾃﾞﾗ ﾏｰﾙ･ｲ･ｺﾙﾀｻﾙ｣(2回目~2.25)
1826年1月5日-09:00|日本|  ||文政8年11月27日|<死去>柏原瓦全(82歳)俳人
1826年1月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｸﾞﾗﾅﾀﾞのｱﾗﾎｰﾙ｣》
1826年1月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの物理学者ｵｰﾑは､電流と電圧についての実験をした/温度が一定なら針金
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  に流れる電流の強さが針金の両端の電位差に比例することを発見[ｵｰﾑの法則]
1826年1月8日-09:00|日本|福井県福井市|文政8年12月1日|<死去>松平治好(58歳)越前福井藩主⇒嫡子の斉承が
  継いだ
1826年1月11日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾒｲﾝﾜﾘﾝｸﾞ｣(2度目~1827年11
  月)
1826年1月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(2回目~18530321)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ｽﾘ･ﾏｼﾞ･ｻﾋﾊ
  ﾞ･ｶﾞﾝｶﾞｳｴ･ﾐﾗｰｼﾞ･ｶｳﾙｼﾞ･ｻﾋﾊﾞ｣(~1826年)
1826年1月19日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ王党派軍降伏/ﾁﾛｴはﾀﾝﾀｳｺ条約によってﾁﾘに併合
1826年1月20日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾗｼﾞｪｽ男爵･伯爵･侯爵ｼﾞｮｱﾝ･ｳﾞｨｴｲﾗ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘ
  ｮ｣(~23日)
1826年1月21日-09:00|日本|長野県松本市|文政8年12月14日|(~17日朝)<赤蓑騒動>信濃国松本藩で発生した世直
  し一揆/信濃国安曇郡大町組に属する四ヶ庄地方(白馬村神城)から発生/糸魚川街道沿道の村々の大半を巻き
  込んで､大町宿､池田宿､保高宿･成相新田宿の宿場の特権的問屋や､各組の大庄屋や在郷商人など約87軒を約3
  万人の農民が打ちこわした/成相新田宿で松本藩兵に鎮圧され､城下への侵入は阻止された
1826年1月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||50人からなる元老院が設置される.すべてが指名制で保守派が独占.これに
  対し下院は自由党が多数を占め､保守党に対して優位に立つ
1826年1月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾚｱﾙﾌｪﾘﾍﾟ要塞のｽﾍﾟｲﾝ軍が降伏
1826年1月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾎｾ･ﾌｪﾘｼｱｰﾉ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾋﾟﾆｪｲﾛ｣(~11.13)
1826年1月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｸﾘｰｸ族とﾜｼﾝﾄﾝ条約を締結
1826年1月26日-09:00|日本|岡山県|文政8年12月19日|美作国勝北･勝南両郡に打ち壊し
1826年1月26日 12:00|日本|東京都中央区|文政8年12月19日|夜五半時(21時)､葺屋町操芝居より出火､両座芝居
  焼く/元大坂町､甚左衛門町､住吉町､人形町の辺類焼
1826年2月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《弦楽四重奏曲第14番ﾆ短調D.810｢死と乙女｣》
1826年2月3日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Leonard P.J. burggraaf Du Bis de Gisi
  gnies｣(~18300116)
1826年2月3日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｼｽﾌﾟﾗｼﾝ州知事｢Francisco de Paula Magessi Tavares de Carvalho｣(
  ~18280827)
1826年2月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督代理｢Hendrik Merkus de Kock｣(~18300116
  )
1826年2月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの作家ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｪﾆﾓｱ･ｸｰﾊﾟｰ(37)が､｢ﾓﾋｶﾝ族の最後の者｣を発表
1826年2月5日-09:00|日本|  ||文政8年12月29日|幕府が酒株を所有しない者､所有していても1807年以後休株･
  無営業である者の酒造を禁止(文政10年解除)
1826年2月7日-09:00|日本|東京都千代田区|文政9年|斉藤弥九郎が九段下神田まないた橋畔に神道無念流･道場(
  練兵館)を開く/江戸の三大道場のひとつ
1826年2月7日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|文政9年|紀州藩第10代藩主徳川治寶によって養翠園築造
1826年2月7日-09:00|日本|  ||文政9年1月|<出版>葵岡北渓｢額面狂歌集｣
1826年2月7日-09:00|日本|  ||文政9年1月|<出版>歌川国直｢狂歌百将図伝｣
1826年2月7日-09:00|日本|  ||文政9年1月|<出版>歌川国貞｢三芝居役者細見｣
1826年2月7日-09:00|日本|  ||文政9年1月|<出版>岳亭定岡｢略画職人尽｣
1826年2月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ大統領｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ･
  ｲ･ﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ｣(~18270707､ｼｽﾌﾟﾗﾁﾅ戦争で不利な講和条約を結んだため､辞任)
1826年2月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||諸州代表が集まり｢ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合諸州｣を結成/ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽを首都と宣言
1826年2月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ禁酒促進協会設立
1826年2月14日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾋﾙｸﾞﾛｰﾌﾞ･ﾀｰﾅｰ卿｣(1期目~1829
  0707)
1826年2月24日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔﾝﾀﾞﾎﾞ条約が締結され､第1次ﾋﾞﾙﾏ戦争が終結/ﾋﾞﾙﾏはｲｷﾞﾘｽに100
  万ﾎﾟﾝﾄﾞを支払い､ｱﾗｶﾝ､ﾃﾅｯｾﾘﾑを割譲､ｱｯｻﾑとﾏﾆﾌﾟｰﾙに対する宗主権喪失
1826年2月25日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長代行｢ﾎｾ･ｲﾎﾟﾘﾄ･ｳﾅﾇｴ･ｲ･ﾊﾟﾎﾞﾝ｣(2回目~6.29)
1826年2月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞｰﾗによってﾋﾞｴﾗ彗星発見
1826年3月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ知事｢Ali Khurshid Agha｣(~1835年)
1826年3月3日-09:00|日本|東京都墨田区|文政9年1月25日|<大相撲>文政9年1月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(西前6)黒柳,7勝1敗2休
1826年3月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾞｰｸ｣(~18280909)
1826年3月7日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督代理｢ｹﾈｽ･ﾏｺｰﾚｰ｣(~7.11)
1826年3月7日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)代行｢ｹﾈｽ･ﾏｺｰﾚｰ｣
  (~7.11)
1826年3月7日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Johannes Sobotker｣(
  1期目~18290707)
1826年3月7日-09:00|日本|  ||文政9年1月29日|<死去>奈河晴助(45歳)歌舞伎作者
1826年3月8日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督代行｢ｹﾈｽ･ﾏｺｰﾚｰ｣(~5.1
  8)
1826年3月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪｽ王｢ｼﾞｮｱﾝ6世｣58歳(誕生17670513)
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1826年3月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ女公･ｸﾞﾗｵ=ﾊﾟﾗ女公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国女公･ﾍﾞｲﾗ女公･ｱｲﾋｼｭﾃｯﾄ女
  公･ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｺﾞｰﾀ女公･ﾎﾟﾙﾄ女公･ﾛｲﾋﾃﾝﾌﾞﾙｸ女公･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ女公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ女公･ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｺｻ女候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ女伯･
  ｵｳﾚﾑ女伯･ｱﾗｲｵﾛｽ女伯･ﾈｲｳﾞｧ女伯｢ﾏﾘｱ･ﾀﾞ･ｸﾞﾛﾘｱ｣皇帝ﾍﾟﾄﾞﾛ1世の末子(~5.2ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ女王~18531115死
  去)
1826年3月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ4世｣(~5.2退位~18340924死去)ｼﾞｮｱﾝ6世
  の子
1826年3月17日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢Vance Young Donaldson｣(~18270819)
1826年3月20日-09:00|日本|熊本県熊本市|文政9年2月12日|<死去>肥後熊本藩54万石｢細川斉樹｣(30歳)⇒3月29
  日､甥｢細川斉護(立政から改名)｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年4月17日､57歳で死去)
1826年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《弦楽四重奏曲第13番》
1826年3月26日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Joseph Burgues de Missiessy｣(~18270215死
  去)
1826年4月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ﾍﾞｴﾀﾞ･ﾏﾘｱﾑ4世｣(~同月)⇒｢ｷﾞｶﾞﾙ･ｲﾔｽ｣(2回目~18300618)
1826年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1826年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月22日|ﾛｼｱとｲｷﾞﾘｽが､ｷﾞﾘｼｱ独立戦争の調停のｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ議定書
  に調印
1826年4月7日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰの最初の街灯(ｵｲﾙ･ﾗﾝﾌﾟ)､ﾏｸｳｫﾘｰ･ﾌﾟﾚｲｽに点灯
1826年4月7日-09:00|日本|千葉県長生郡一宮町|文政9年3月|<藩庁移転>伊勢東阿倉川13000石｢加納久儔｣⇒上総
  一宮藩13000石(⇒天保13(1842)年10月21日､隠居)
1826年4月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《歌劇｢ｵﾍﾞﾛﾝ､または妖精の王の
  誓い｣》
1826年4月15日-09:00|日本|東京都|文政9年3月9日|<死去>亀田鵬斎(75歳)能書家､儒学者､文人
1826年4月17日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ｻﾃﾞｸ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ2世｣
1826年4月17日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ3世｣(~18521019没)
1826年4月22日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ長官｢ﾏﾌ･ｳﾙﾌｧﾘ･ﾍﾞｲ｣(~同年)⇒代行｢ｱﾘ･ｸﾙｼｯﾄﾞ･
  ｱｶﾞ｣(~1836年)
1826年4月22日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長｢ﾌｱﾝ･ｱﾙｸﾞｴﾛ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣
  (1回目､18260813まで代行~18270914)
1826年4月23日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ軍が､ｷﾞﾘｼｱ反乱軍の要塞ﾒｿﾛﾝｷﾞｵﾝを攻略し全滅させる
1826年4月30日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ運営委員会委員長｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｱｼﾏｺｳ･ｻﾞｲﾐｽ｣(~18270414)
1826年5月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<死去>ｶﾌ･ﾌﾞﾛﾑ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣
1826年5月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾏﾄｽ｣(2回目~1827年)
1826年5月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<即位>ｶﾌ･ﾌﾞﾛﾑ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣(~1867年没)
1826年5月1日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||賠償金の捻出に苦しむﾎﾞﾜｲｴ,農村法を改定し全土に適用.農民の土地離散と自由
  な移動を禁止,年貢制の再開と,農民のﾌﾟﾗﾝﾀｰへの無条件服従を強制する.事実上の奴隷制の復活
1826年5月2日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ女王｢ﾏﾘｱ2世｣(1度目~18280623)
1826年5月2日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<退位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ4世｣(~18340924死去)
1826年5月3日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｺｰﾈ公｢ｶｰﾙ｣(~18590708､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｶｰﾙ15世として即位)
1826年5月3日-09:00|日本|奈良県桜井市|文政9年3月27日|<交替>大和芝村藩1万石｢織田長宇｣隠居⇒三男｢織田
  長恭｣が継ぐ(⇒嘉永5(1852)年3月13日､隠居)
1826年5月5日-09:00|日本|熊本県宇土市|文政9年3月29日|<交替>肥後宇土藩3万石｢細川立政｣熊本藩の家督を継
  ぐ⇒4月4日､弟｢細川行芬｣が継ぐ(⇒嘉永4(1851)年5月24日､隠居)
1826年5月5日-09:00|日本|和歌山県田辺市|文政9年3月29日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤直
  馨｣(41歳)⇒5月25日､養子｢安藤直裕｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年1月24日､維新立藩で独立の大名となった)
1826年5月7日-09:00|日本|  ||文政9年4月|<出版>葵岡北渓｢狂歌鼎足集｣
1826年5月11日-09:00|日本|愛媛県松山市|文政9年4月5日|松山藩領重信川出水のため､出合渡船が転覆して売魚
  婦25人溺死
1826年5月12日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾍﾞﾚﾝﾘ･ﾊﾄﾞﾁ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.22)
1826年5月14日-09:00|日本|新潟県新発田市|文政9年4月8日|<交替>越後三日市藩1万石｢柳沢里世｣隠居⇒養子｢
  柳沢里顕｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年12月24日､死去)
1826年5月15日-09:00|日本|東京都江東区|文政9年4月9日|江戸深川三十三間堂通矢｢五十間堂百射｣で､臼井幸蔵
  (13歳)が87本(総矢数100中)を記録
1826年5月18日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ﾆｰﾙ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ卿｣(~11.
  15)
1826年5月18日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事兼管理者代理｢Louis Francois｣(1期目~6.1)
1826年5月19日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰの第3の新聞『ﾓﾆﾀｰ』の発行始まる
1826年5月24日-09:00|日本|東京都目黒区|文政9年4月18日|江戸目黒の近藤重蔵の長男富蔵､地所境界争いから
  隣家の百姓一家七名を殺傷
1826年5月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Manuel Garcia｣(~1829年)
1826年5月25日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ制憲議会議長｢ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ｶｼﾐﾛ･ｵﾗﾆｪﾀ･ｲ･ｸﾞｴﾒｽ｣(~28日)
1826年5月28日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｿｳｻ･ｲ･ｱﾙｶﾗ(解放軍最高司令官;1
  8260619までﾎﾞﾘﾋﾞｱ最高司令部担当)｣(~18280812)
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1826年5月29日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉﾎﾞﾛｼﾔ=ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督代理｢Graf Fyodor Petrovich Palen｣(1期目
  ~18280101)
1826年6月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois Marie Michel de Bouille｣(~1828年)
1826年6月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Jean Julien｣(~18300501)
1826年6月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰの商業会議所設立
1826年6月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの作曲家ｳｪｰﾊﾞｰがﾛﾝﾄﾞﾝで/39歳(誕生17861118)｢魔弾の射手｣
  などを作曲した
1826年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの物理学者ﾌﾗｳﾝﾎｰﾌｧｰ/39歳(誕生17870306)/光のｽﾍﾟｸﾄﾙのﾌﾗｳﾝﾎｰﾌｧｰ
  線を発見した
1826年6月7日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ ﾌｨｴﾙｽﾃｯﾄﾞ･ﾎｯﾍﾟ｣(2回目~1829年6月)
1826年6月7日-09:00|日本|  ||文政9年5月2日|<死去>一尊如来きの(71歳)如来宗の開祖
1826年6月9日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾗ王からｲｷﾞﾘｽに割譲されたﾏｲﾙ(ﾏｯｶｰｼｰｽﾞ島の下の南岸)併合
1826年6月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｲｴﾆﾁｪﾘ軍団を廃止し､西欧型常備軍を創設
1826年6月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾊﾞｻﾝ伯爵ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾊﾟﾉﾝ･ﾄﾞ･ﾘｼｭﾓﾝ｣(18270827まで
  暫定~18280802)
1826年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞの大守｣》
1826年6月25日-09:00|日本|愛媛県今治市|文政9年5月20日|今治藩､大風雨により総社川土手所々で大破.溺死者
  23人､破船50艘
1826年6月26日-09:00|日本|愛媛県大洲市|文政9年5月21日|大洲藩領洪水､肱川の水位3丈3尺1寸となる(溺死30
  人･流家46軒)
1826年6月26日-09:00|日本|愛媛県松山市|文政9年5月21日|松山藩領石手川洪水､流死人80人余を出す
1826年6月29日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀｸﾙｽ･ﾋﾞｼﾞｬﾋﾞｾﾝｼｵｲｶﾗﾌﾏﾅ｣
  (~18290607)
1826年6月29日-09:00|日本|新潟県長岡市|文政9年5月24日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直暉｣(36歳)⇒翌年7月
  13日､養子｢井伊直経｣が継ぐ(⇒安政3(1856)年6月30日､58歳で死去)
1826年7月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰ第2の銀行､ｵｰｽﾄﾗﾘｱ銀行営業開始
1826年7月3日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ皇帝ﾆｺﾗｲ1世が皇帝直属の秘密警察組織｢皇帝直属官房第3部｣を創る
1826年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ｣
1826年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ｣(~18860315死去)
1826年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶの第2代大統領ｱﾀﾞﾑｽ/90歳(誕生17351020)
1826年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶの第3代大統領ｼﾞｪﾌｧｰｿﾝ/83歳(誕生17430402)
1826年7月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの化学者ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾌﾟﾙｰｽﾄ(17540926~)[定比例の法則｣を発見
1826年7月5日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Joaquin Suarez｣(~18271012)
1826年7月5日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾗﾝｾﾙ｣(~1827年)
1826年7月5日-09:00|日本|  ||文政9年6月|<出版>葵岡北渓･歌川国貞･蹄斎北馬･歌川国直･柳々居辰斎･葛飾北
  斎等｢狂歌の集｣
1826年7月5日-09:00|日本|  ||文政9年6月|<出版>暁鐘成｢世話千字文絵抄｣
1826年7月5日-09:00|日本|  ||文政9年6月|<出版>源與清(鍬形紹意の挿画)｢松屋叢考｣
1826年7月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｴﾙｳﾞｨｰﾀﾞ｣》
1826年7月9日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾌﾞﾗﾝｺ･ｴｽｶﾗｰﾀﾞ｣(~9.9)
1826年7月11日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督代理｢ｻﾐｭｴﾙ･J.ｽﾏｰﾄ｣(~8.23)
1826年7月11日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)代行｢ｻﾐｭｴﾙ･J･ｽ
  ﾏｰﾄ｣(~8.23)
1826年7月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ･ﾎﾟﾝﾄﾞ､公的な通貨となる
1826年7月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono2世｣(3期目~18280103)
1826年7月20日-09:00|日本|  ||文政9年6月16日|幕府が､武士が武家屋敷を町人に貸して利を得ることを禁止
1826年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの天文学者ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾋﾟｱｯﾂｨ没(17440716～)小惑星｢ｾﾚｽ｣を発見(1801)
1826年7月23日-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||第2次ｲﾗﾝ･ﾛｼｱ戦争が勃発
1826年7月24日-09:00|日本|広島県福山市|文政9年6月20日|<死去>備後福山藩10万石｢阿部正精｣(53歳)⇒8月24
  日､三男｢阿部正寧｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年12月25日､隠居)
1826年7月25日-09:00|日本|愛知県田原市|文政9年6月21日|<交替>大垣新田藩1万石｢戸田氏宥｣隠居⇒養子｢戸田
  氏綏｣が継ぐ(⇒安政2(1855)年3月27日､51歳で死去)
1826年7月25日-09:00|日本|石川県金沢市|文政9年6月21日|加賀藩で､御用銀反対の一揆
1826年7月26日-09:00|日本|  ||文政9年6月22日|<死去>蠣崎波響(63歳)画家､松前藩家老
1826年7月30日-09:00|日本|岐阜県恵那市|文政9年6月26日|<死去>美濃国岩村藩2万石｢松平乗保｣(79歳)元若年
  寄･大坂城代･老中⇒次男｢松平乗美｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年11月16日､隠居)
1826年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ州知事｢August Longin Furst von Lobkowitz｣(~1832.9)
1826年8月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ｱﾙﾄ･ﾍﾟﾙｰ,ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国として独立/ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙが名目的に初代大統領をつとめたあ
  と,ｽｸﾚを終身大統領に選出/ﾁｭｷｻｶを首都と定めｽｸﾚ市と改名
1826年8月1日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Jose de Medinilla y Pineda｣(2期目~
  18310926)
1826年8月1日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞｻｰｽﾄ司令官｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｨﾝﾄﾞﾚｰ･ｼﾞｭﾆｱ｣(~18290308)
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1826年8月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾇｴﾙ･ﾄﾘｺﾞｿ･ﾃﾞ･ｱﾗｶﾞｵ･ｴ･ﾓﾗﾄ｣(~12.6)
1826年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･4代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨﾝﾁ｣
1826年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･5代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨﾝﾁ=ﾊｯﾄﾝ｣(~18580108死
  去)
1826年8月4日-09:00|日本|  ||文政9年7月|<完成>青地林宗,世界各国地誌の大要を翻訳した｢輿地志略｣
1826年8月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||第2次ｱｼｬﾝﾃｨ戦争/ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｶﾞｰﾅのｱｸﾗ近郊のﾄﾞﾄﾞﾜの戦いでｱｼｬﾝﾃｨ軍を
  破る
1826年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨｰﾑｽﾞ=ﾁｬｰﾀﾘｽ=ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣4代ﾏｰﾁ伯(~18530628死去)
1826年8月9日-09:00|日本|  ||文政9年7月6日|<死去>山梨稲川.痢病のため(56歳)漢詩人､説文学者
1826年8月12日-09:00|日本|富山県氷見市|文政9年7月9日|越中加賀藩領氷見町などで御用銀反対の騒動が起こ
  る
1826年8月14日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地(ﾏﾗｯｶ､ﾍﾟﾅﾝ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ)(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝ
  ﾄﾞ会社統治~18581101)
1826年8月15日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ駐在評議員｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾟﾘﾝｽ｣(~1827
  1118)
1826年8月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Manuel Gonzalez Salmon y Gomez de 
  Torres｣(~18301015国家主席補佐官~18320120)
1826年8月23日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督｢Sir ﾆｰﾙ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18270814)
1826年8月23日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)｢ﾆｰﾙ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ卿｣
  (~18270814)
1826年8月25日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾍﾝﾘｰ･Warde卿｣(2期目~1827062
  1)
1826年8月25日-09:00|日本|  ||文政9年7月22日|<死去>初代鶴沢清七(79歳)浄瑠璃三味線方
1826年8月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓｲｽﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18371130)
1826年8月30日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾘｿﾝ｣(⇒1827年､長官~1837年)
1826年9月-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ国王のﾁｬｵがﾀｲへ侵攻
1826年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏがｲｷﾞﾘｽと通商条約を締結
1826年9月2日-08:00|中国|  ||清･道光6年8月|ｼﾞｬﾊｰﾝｷﾞｰﾙがｶｼｭｶﾞﾙおよびﾔﾙｶﾝﾄﾞの諸城を攻略
1826年9月3日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国政府評議会議長｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ･ﾋﾞｼﾞｬﾋﾞｾﾝｼｵ･ｲ･ｶﾗﾌﾏ
  ﾅ｣(18270607から行政権担当長官代理~18270609)
1826年9月9日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領代行｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｴｲｻﾞｷﾞﾚ･ｲ･ｱﾚﾁｬﾊﾞﾗ｣(~18270125)
1826年9月9日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首｢ｼﾞｮｾﾌ･ｼﾘﾙ･ﾌﾛｰﾚｽ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ｣(
  ~10.13､連邦政府による直接統治)
1826年9月17日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾆｰﾄ･ﾋﾟﾈﾀﾞ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~1
  8270226)
1826年9月25日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾉｰﾌｫｰｸ島､囚人暴動鎮圧
1826年9月25日-09:00|日本|  ||文政9年8月24日|<死去>10代千宗室(57歳)茶人､裏千家家元
1826年9月26日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝのｶﾌｶｽの領有をめぐってｶｰｼﾞｬｰﾙ朝ｲﾗﾝ軍とﾛｼｱ軍
  がｶﾞﾝｼﾞｪで戦い､ﾛｼｱ軍が勝利
1826年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ｻｲｲﾄﾞ･ﾊｲﾀﾞﾙ･ﾄｩﾗ｣
1826年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾌｻｲﾝ･ﾊｰﾝ｣ﾊｲﾀﾞﾙの長男(
  ~1826.12死去)
1826年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hakki Ismail Pasha｣(~1827年)
1826年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾛﾝﾌｪﾙﾆｰﾆ｣
1826年10月7日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦9月24日|ﾌﾞｼﾞｬｸ(ｳｸﾗｲﾅ･ｵﾃﾞｯｻ州･ﾋﾞｰﾙﾎﾛﾄﾞ=ﾄﾞﾆｽﾄﾛｰｳｼｸｨｲ市)にあるｱｯｹ
  ﾙﾏﾝ城においてﾛｼｱ帝国とｵｽﾏﾝ帝国の間でｱｯｹﾙﾏﾝ条約(ｱｯｶｰﾏﾝ条約とも)が結ばれた/1812年に結ばれたﾌﾞｶﾚｽﾄ条
  約の内容が明確化され､ﾜﾗｷｱ公国およびﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公国はﾛｼｱ帝国･ｵｽﾏﾝ帝国両国の共同宗主権下に置かれ､領主
  の選出には両宗主国の影響力の下で7年の任期で選出することが義務付けられた/長期にわたってｵｽﾏﾝ軍はﾜﾗｷ
  ｱ､ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ両公国に駐留していたが退却が定められた/さらに､ｵｽﾏﾝ帝国はﾄﾞﾅｳ川の川港都市であるｼﾞｭﾙｼﾞｭ､ﾌ
  ﾞﾗｲﾗおよびﾄｩﾙﾇ･ﾏｸﾞﾚﾚの支配権をﾜﾗｷｱ公国に譲る事に同意/条約の第5項でｾﾙﾋﾞｱ公国の自治権が与えられ1813
  年に失った失地も返還された
1826年10月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｸｲﾝｼｰとﾏｻﾁｭｰｾｯﾂの間にｱﾒﾘｶ最初の鉄道馬車が開通
1826年10月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｺﾘﾝﾄの包囲｣》
1826年10月9日-09:00|日本|  ||文政9年9月8日|<刊行>大槻玄択増補訳｢重訂解体新書｣
1826年10月15日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|文政9年9月14日|<交替>越後糸魚川藩1万石｢松平直益｣隠居⇒次男
  ｢松平直春｣が継ぐ(⇒安政4(1857)年5月24日､隠居)
1826年10月18日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟﾝｺｰﾙ島とｽﾝﾋﾞﾗﾝ諸島がｲｷﾞﾘｽに割譲される
1826年10月20日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Achille Guy Marie de Penfentenio｣(~18300704
  )
1826年10月21日-09:00|日本|愛媛県大洲市|文政9年9月20日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰済｣(42歳)⇒長男｢
  加藤泰幹｣が継ぐ(⇒嘉永6(1853)年正月15日､死去)
1826年10月21日-09:00|日本|岡山県新見市|文政9年9月20日|<死去>関長輝(50歳)前備中新見藩主
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1826年10月23日-09:00|日本|群馬県沼田市|文政9年9月22日|<死去>上野沼田藩35000石｢土岐頼潤｣(39歳)⇒養子
  ｢土岐頼功｣が継ぐ(11月16日襲封⇒天保11(1840)年6月7日､隠居)
1826年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの内科･精神科医ﾌｨﾘｰﾌﾟ･ﾋﾟﾈﾙ(17450420~)空気と自由がもっとも
  効果的な治療と信じ､患者に自分の立場を認識させた
1826年10月27日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾗﾌﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
1826年10月27日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ｣(~
  18570106没)
1826年10月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｽｳｪｰﾃﾞﾝの物理学者ﾘｰｾﾞ･ﾏｲﾄﾅｰ(18781107~)放射能
  の研究でﾉｰﾍﾞﾙ賞候補だったが､ﾅﾁの迫害からのがれ亡命したため逸した
1826年10月28日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|文政9年9月27日|<交替>上総大多喜藩2万石｢松平正敬｣隠居
  ⇒弟｢松平正義｣が継ぐ(⇒天保8(1837)年7月11日､死去)
1826年10月29日-09:00|日本|  ||文政9年9月28日|幕府が､関東の無宿人･農民･町人が長脇差を携帯することを
  禁止
1826年11月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､英国の圧力の下,奴隷制廃止条約に署名.1830年以降の奴隷貿易が禁止
  される
1826年11月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾊﾟｴｽ,ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ最高統領に就任
1826年11月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ最高国家元首代行｢ﾏﾘｱﾝ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾞｶ
  ｣(2回目~18290130)
1826年11月1日-09:00|日本|東京都|文政9年10月2日|<死去>狩野派の絵師,狩野(素川)章信
1826年11月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ｱﾀｰﾙ･ｼﾝ｣(~1827年8月没)
1826年11月7日-09:00|日本|徳島県阿南市|文政9年10月8日|<死去>平島公方｢足利義根｣⇒甥｢足利義俊｣が継ぐ(
  ⇒18760314死去)
1826年11月8日-09:00|日本|大阪府松原市|文政9年10月9日|<交替>河内丹南藩1万石｢高木正剛｣隠居⇒長男｢高木
  正明｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年8月23日､隠居)
1826年11月9日-09:00|日本|栃木県佐野市|文政9年10月10日|<陣屋移転>近江堅田藩13000石｢堀田正敦｣廃藩⇒下
  野佐野藩13000石(⇒文政12(1829)年､3000石加増され16000石)
1826年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<改称>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ｴﾙﾝｽﾄ3世｣⇒ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｺﾞｰﾀ公｢ｴﾙﾝｽﾄ1
  世｣(~18440129死去)
1826年11月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官代行｢ﾔｺﾌﾞｽ･ｺﾙﾈﾘｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾞﾚｯｹﾞﾝ
  ･ﾊﾟｱｳ｣(~18281004)
1826年11月13日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｶﾗﾍﾞﾗｽ子爵(1826年から侯爵)ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ｶﾙﾈｲﾛ･ﾃ
  ﾞ･ｶﾝﾎﾟｽ｣(2回目~18271120)
1826年11月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｶｼﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾏｰﾆｰｷﾔ｣(~18300319没)
1826年11月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾘｹｯﾂ司
  令官｣(1回目~18271011)
1826年11月19日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘﾋﾞｱ憲法制定｡ｽｸﾚ初代大統領に指名
1826年11月25日-09:00|日本|東京都墨田区|文政9年10月26日|<大相撲>文政9年10月場所[江戸本所回向院](10日
  間)幕内優勝:(東大関)小柳,8勝0敗1分2休
1826年11月27日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾗｰﾄﾝ｣(~18301112)
1826年11月28日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･Rawdon-Hastings｣
1826年11月28日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･Woodford｣(~182
  70215)
1826年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍｲｽﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾞ侯･初代ﾛｰﾄﾞﾝ伯･2代ﾓｲﾗ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛｰﾄﾞﾝ=ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣
1826年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ侯･3代ﾓｲﾗ伯･2代ﾛｰﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛｰﾄﾞ
  ﾝ=ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣先代の息子(~18440113死去)
1826年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾉｰﾌｫｰｸ島へ向かったｳｪﾘﾝﾄﾝ号の囚人の反乱｡船はﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞに向かうが､そこ
  で反乱囚人は取り押さえられる
1826年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾌｻｲﾝ･ﾊｰﾝ｣
1826年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ｳﾏﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1827.4)
1826年12月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||憲法制定/ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽが外交権と州知事の任命権をもつ
1826年12月 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｱﾙｾ大統領,奴隷制廃止を宣言/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙはこれを大統領の越権行為
  として反乱
1826年12月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国暫定首相｢ﾙｲｽ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ｶﾌﾞﾗﾙ｣(~16日)
1826年12月7日-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ｱﾚｱ･ﾓﾄｩｱ･ﾄｩﾎﾟｲﾌｧﾚﾄｩｲﾊﾟﾊﾟｲ｣(⇒18450118｢ｼﾞｮ
  ｻｲｱ･ﾄｩﾎﾟｳ｣~18451114死去)
1826年12月7日-09:00|日本|広島県広島市|文政9年11月9日|安芸郡仁保島･向灘出火,100軒(120竃)焼失
1826年12月9日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|文政9年11月11日|<死去>下野壬生藩3万石｢鳥居忠威｣⇒12月
  27日､養子｢鳥居忠挙｣が継ぐ(⇒安政4(1857)年8月10日､死去)
1826年12月12日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~18280818)
1826年12月13日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｶｴﾀｰﾉ･ﾌﾟﾛｺﾋﾟｵ･ｺﾞﾃﾞｨｰﾆｮ･ﾃﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ
  ｣(~18300825)
1826年12月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ｳﾞｨｾｳ司教ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾛﾎﾞ｣(~18270608)



1830迄(2634件)

1826年12月17日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|文政9年11月19日|<死去>鍋島直彜(34歳)前肥前鹿島藩主
1826年12月21日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾃﾊｽ州のｴﾄﾞﾜｰｽﾞらはﾅｺｸﾞﾄﾞﾁｪｽを占拠し,ﾌﾚﾄﾞﾆｱ独立共和国を宣言
1826年12月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政9年11月23日|<就任>大坂城代｢松平伯耆守宗発｣(~文政11.11.22
  )
1826年12月21日-09:00|日本|京都府京都市|文政9年11月23日|<就任>京都所司代｢水野忠邦｣(⇒1828(文政11年11
  月22日))
1826年12月21日-09:00|日本|東京都千代田区|文政9年11月23日|<解任>老中格｢植村家長｣
1826年12月21日-09:00|日本|東京都千代田区|文政9年11月23日|<就任>老中｢松平康任｣(~天保6年9月29日)
1826年12月25日-09:00|日本|香川県高松市|文政9年11月27日|将軍徳川家斉の息女文姫,高松藩世子松平頼胤に
  嫁ぐ
1826年12月25日 11:00|日本|熊本県宇城市|文政9年11月27日|宇土郡松合村大火(229戸焼失)
1826年12月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ州ｳﾙﾌﾞでｾﾞﾌｪﾘﾅに率いられた逃亡奴隷の反乱/ｶﾌﾞﾗ農園を襲撃
1826年12月29日-09:00|日本|  ||文政9年12月|<刊行>儒学者･岩垣松苗が編纂｢国史略｣/神代から1588年までの
  漢文編年体史書
1826年12月29日-09:00|日本|福井県福井市|文政9年12月1日|<死去>越前福井藩32万石｢松平治好｣⇒翌年1月22日
  ､嫡男｢松平斉承｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年閏7月2日､死去)
1827年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ大首長｢ﾌｧﾀﾌｪｲ･ﾗｳﾌｨﾘﾄﾝｶﾞ｣(⇒18511107､｢ｻﾐｭﾘｵ･ﾌｧﾀﾌｪｲ･ﾗｳﾌｨﾘﾄﾝｶﾞ｣~18651
  209死去)
1827年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾌｲ｣(~1840年没)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗｸﾞﾅﾄﾗｵ2世ｹｼｬﾌﾞﾗ･ﾀﾞﾀﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~1876年没)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾑﾀｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾝﾄﾞｩﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣(~1864年)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｶﾝ･ｻｲ｣(~18280105没)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾓﾊﾝ･ｸﾏﾘ･ﾗﾆ｣(~1833年)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｲﾗﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾊﾙ･ｼﾝ｣(~18410823没)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｵﾗ国摂政｢ﾎﾞｰｽｳｨｯｸ｣(~1840年)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾊﾝﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~1872年5月)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗｳﾝﾀﾞ･ﾊﾟﾀｰﾙ･ｶﾁｬﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｻﾗﾌﾞｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1867年12月没)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国統治者(ﾊﾟﾝﾄ･ｻﾁﾌ)｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾗｵ1世ﾁﾑﾅｼﾞ･ﾗｵ･ﾗｵ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1837年没)､摂政｢
  ｼｭﾘﾏﾝﾄ･ﾊﾞｳﾞｧﾆﾊﾞｲｻﾍﾌﾞ｣(~1835年)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗｲｼﾑｼﾞ･ｼﾞｬﾗﾑｼﾑｼﾞ｣(~1875年没)
1827年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~1829年)
1827年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<再任>小ｼﾞｭｽﾞ･ﾊﾝ｢ｼﾙｶﾞｽ｣(~1830年)
1827年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｷﾞﾙｷﾞｯﾄ国摂政｢ﾌﾟﾆｱﾙのｱｻﾞﾄﾞ･ｶｰﾝ｣
1827年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｴｰｻﾝ･ﾊｰﾝ｣(~1828年4月)
1827年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾎｲをﾛｼｱが占領(~同年)
1827年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ･ﾑﾊｯｼﾙ｢ｱﾘ･ﾙﾋ｣(~1830年)
1827年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Izmirli Haci Salih Pasha｣(~1828年)
1827年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾝﾊﾞ国統治者(ｼﾃｨﾑｸﾙ)｢ﾁﾚｼｪ･ｾﾍﾟﾗ･ｼﾃｨﾑｸﾙ25世｣(~1860年没)
1827年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Diego de Aguirre y Rosales｣(~1829年)
1827年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｰ･ﾘｰ｣(9回目)⇒｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ｱｱﾝ｣(~1829年)
1827年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾄｩﾏｰﾈ･ﾑｳﾃﾞｨ･ｼ｣(~1835年)
1827年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Ove Valentin Kielsen｣(~1828年)
1827年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｴﾙﾌｨﾝｽﾄｰﾝ･ﾋﾟｺﾞｯﾄ｣(~18280801)
1827年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島軍司令官代理｢Teofilo Jose Jaime Maria Le Guillou｣(~182
  8年)
1827年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Jean Sebastien de Durat｣
1827年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｴｽﾋﾟﾅｰﾙ｣(1回目)⇒代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾑﾆｮｽ｣(2回目~1828年6月)
1827年1月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ政府軍,｢ﾌﾚﾄﾞﾆｱ共和国｣を制圧
1827年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲ知事ｴﾙﾌｨﾝｽﾄﾝが一連の法律を制定
1827年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｳｨｽ2世｣Con(3期目~12.31)
1827年1月2日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首代行｢ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ｣(~3
  .1)
1827年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾖｰｸ=ｵｰﾙﾊﾞﾆ公･初代ｱﾙｽﾀｰ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ王子｣
1827年1月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｵﾘｰｳﾞｫとﾊﾟｽｸヮｰﾚ｣》
1827年1月8日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢Teri`i tari`a Pomare3世｣
1827年1月9日-09:00|日本|  ||文政9年12月12日|<死去>西村定雅(83歳)俳人､狂歌師､洒落本作者
1827年1月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国枢密院議長｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾌｫﾝ･ﾓｰｽﾃｨﾝｸﾞ｣(~18420226)
1827年1月11日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢`Aimata Pomare4世 Vahine｣(~18770917死去)
1827年1月18日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾎｾ･ﾑｱﾁｮ｣(~1829年)
1827年1月25日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国暫定大統領｢ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ｲ･ｾﾗｰﾉ｣(1回目⇒2.13大統領~5.6)
1827年1月27日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|文政10年|<交替>下野烏山藩3万石｢大久保忠成｣隠居⇒長男｢大久
  保忠保｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年9月5日､死去)
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1827年1月27日-09:00|日本|新潟県上越市|文政10年|<交替>越後高田藩15万石｢榊原政令｣隠居⇒長男｢榊原政養｣
  が継ぐ(⇒天保10(1839)年､隠居)
1827年1月27日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Francisco Tomas Morales y A
  fonso｣(~1834年)
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<刊行>岡山鳥(長谷川雪旦画)｢江戸名所花暦｣
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<出版>英斎泉寿(英泉の門人)｢武者絵早学｣
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<出版>歌川広重｢洒落口の種本｣(表紙の画のみ広重画)及び合巻｢
  宝船桂帆柱｣
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<出版>岳亭定岡｢紫草｣
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<出版>速水春暁斎｢絵本堪忍記｣
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<出版>長谷川雪旦｢江戸名所花暦｣
1827年1月27日-09:00|日本|  ||文政10年1月|<出版>柳川重信｢狂歌人物誌｣
1827年1月27日-09:00|日本|東京都|文政10年1月1日|幕府が､市中の消防に備え､竜吐水･水鉄砲を備え付けさせ
  る
1827年1月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ政府審議会大統領｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ｣(~6.9)
1827年1月30日-09:00|日本|東京都中央区|文政10年1月4日|丑の刻に日本橋葦屋町より出火､市村座･中村座が焼
  失/堺町､芳町､人形町通り片側､大坂町､甚左衞門町にて鎮まる
1827年2月1日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾎﾟｺﾙﾆｰ｣(~18330907)
1827年2月9日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ軍総督兼ｷｴﾌ行政区域民事主席管理者｢Pyotr Fyodorovich Zhel
  tukhin｣(~1829年死去)
1827年2月15日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ卿｣(~1
  8361118)
1827年2月15日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Joseph Burgues de Missiessy｣
1827年2月15日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Louis Henri de Saulses｣(~18290601)
1827年2月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｲﾂｻﾞｲﾝｺﾞの戦い/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ･ｳﾙｸﾞｱｲ連合軍がﾌﾞﾗｼﾞﾙ軍を決定
  的に打ち破る
1827年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵﾝｽﾞﾛｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｵﾝｽﾞﾛｰ｣
1827年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵﾝｽﾞﾛｰ伯｢ｱｰｻｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵﾝｽﾞﾛｰ｣先代の息子(~18701024死去)
1827年2月24日-09:00|日本|東京都|文政10年1月29日|<死去>江戸の三美人(明和三美人)の一人笠森お仙(77)
1827年2月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国､ﾎﾅｲ国(ｻﾞﾐﾝﾀﾞﾘ)が国として承認される
1827年2月27日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ･ｲ･ﾌｪﾄﾞ･ｱｷﾞﾗ
  ｰﾙ｣(ﾚｵﾝとｸﾞﾗﾅﾀﾞを除く反体制派)(2回目~18281107)
1827年3月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰの数学者ｱｰﾍﾞﾙが｢楕円関数に関する研究｣を発表
1827年3月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾘﾏ駐留のｺﾛﾝﾋﾞｱ第三補充師団がｻﾝﾀﾝﾃﾞﾙを支持して反乱.ｸﾞｱﾔｷﾙに入り反ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ評
  議会を設立
1827年3月1日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首｢ﾏﾘｱｰﾉ･ｱｲｼﾈﾅ･ｲ･ﾋﾟﾉｰﾙ｣(~182
  90413)
1827年3月2日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政10年2月5日|<大坂文政10年の大火｢道頓堀焼｣>芝居小屋が建ち並
  ぶ大坂随一の繁華街､道頓堀の角の芝居小屋中村以上座の楽屋二階から出火､近隣の大西座も中座も焼き､大西
  座では逃げまどう群衆による混乱の中18人が死亡/焼けた区域は､東は角丸芝居より若太夫の西隣まで､南は坂
  町同裏の自安寺の北塀まで､北は東に中橋筋西角浜側より西は九郎右衛門町の浜大与の東隣の土蔵まで､西は
  戎橋筋東角の両替屋より南に入り中程より西側の九郎右衛門町の裏通りを西へ一丁半ばかりのところまで焼
  けた/被害は家屋は家数で160軒､世帯数で1394軒､借家239軒が焼失
1827年3月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱの物理学者ﾎﾞﾙﾀ/82歳(誕生17450218)/電池を発明した
1827年3月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの天文学･数学者ﾋﾟｴｰﾙ=ｼﾓﾝ･ﾗﾌﾟﾗｽ/77歳(誕生17490328)ｶﾝﾄの｢星雲
  説｣を発展させ､｢宇宙進化論｣を唱えた
1827年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙとｲｷﾞﾘｽが奴隷貿易停止条約を批准
1827年3月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸでｱﾒﾘｶ初の黒人新聞ﾌﾘｰﾀﾞﾑｽﾞ･ｼﾞｬｰﾅﾙが創刊
1827年3月16日-09:00|日本|  ||文政10年2月19日|<死去>浜松歌国(52歳)歌舞伎作者､随筆家
1827年3月17日-09:00|日本|東京都千代田区|文政10年2月20日|<死去>徳川治済(77歳)前一橋徳川家当主
1827年3月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ﾀﾞｳﾗﾄﾗｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣
1827年3月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾊﾞｲｼﾞｬ･ﾊﾞｲ｣(~6.17)
1827年3月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ州ｶｼｮｴｰﾗのﾋﾞﾄﾘｱ農場で奴隷の反乱/民兵隊の出動により鎮圧
1827年3月23日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Claas Schotborgh｣(~18400321死去)
1827年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの大作曲家ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝがｳｨｰﾝで/56歳(誕生17701216)
1827年3月26日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ｶｰﾙ･ﾎﾞﾛﾒｳｽ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｲﾝｻﾞｷﾞｰ｣(~18341119)
1827年3月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾓｰｾﾞとﾌｧﾗｵ､または紅海への道｣》
1827年3月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||J.Q.ｱﾀﾞﾑｽﾞ､英植民地との交易に対してｱﾒﾘｶの全港を閉ざす
1827年3月27日-09:00|日本|  ||文政10年3月|<完成>佐藤信淵,経世論｢経済要録｣産業振興･官営商業･貿易展開
  を説いた
1827年3月27日-08:00|中国|  ||清･道光7年3月|清軍がｼﾞｬｰﾊｰﾝｷﾞｰﾙ軍を破り､ｶｼｭｶﾞﾙを占領
1827年4月-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｷﾞﾙｷﾞｯﾄ国摂政｢ﾅｶﾞｰﾙのﾀﾋﾙ･ｶｰﾝ｣(~1837年没)
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1827年4月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙｯﾗｰ･ﾊｰﾝ｣ﾊｲﾀﾞﾙの三男(~1860.10
  死去)
1827年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1827年4月4日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||ｼｴﾗﾚｵﾈでのちﾌｰﾗｰ･ﾍﾞｲ･ｺﾚｯｼﾞ(FBC)になるｸﾘｽﾁｬﾝ学校がﾌｰﾗｰ･ﾍﾞｲに再建され
  る
1827年4月4日-09:00|日本|東京都港区|文政10年3月9日|<死去>西窪光明寺主･雲室(75齢､山水を画くに巧みなり
  )
1827年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1827年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の甥(~18521109死去)
1827年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人薬剤師ｼﾞｮﾝ･ｳｫｰｶｰが｢ﾏｯﾁ｣販売開始
1827年4月8日-09:00|日本|東京都港区|文政10年3月13日|<大相撲>文政10年3月場所[江戸芝明神](7日間)幕内優
  勝:(西関脇)稲妻,5勝0敗2休
1827年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾁｬﾑﾘｰ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ｣
1827年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾁｬﾑﾘｰ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ｣(~18700508死去)
1827年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第23代首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶﾆﾝｸﾞ｣ﾄｰﾘｰ党(~8.8死去)
1827年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｼｬﾙﾙ10世が相次ぐ反政府ﾃﾞﾓに対応して強気の議会解散を行う
1827年4月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ総督代行｢副知事委員会:ｹﾞｵﾙｷﾞｵｽ･ﾍﾟﾄﾙｰ･ﾏｳﾞﾛﾐﾁｬﾘｽ/ｲｵｱﾆｽ･ﾆｺﾗｳ
  ･ﾅｰｺｽ｢ｲｱﾇｰﾘｽ｣/ｲｵｱﾆｽ･ﾏﾙｷ･ﾐﾗｲﾃｨｽ｣(~18280124)
1827年4月25日-09:00|日本|東京都|文政10年3月30日|<死去>蘭学者,大槻玄沢(71)
1827年4月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾒﾝﾃﾞﾙｽｿﾞｰﾝ《歌劇｢ｶﾏﾁｮの結婚｣》
1827年4月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Jose Lucio Travassos Valdes｣(~18280823)
1827年4月30日-09:00|日本|兵庫県淡路市|文政10年4月5日|<死去>高田屋嘉兵衛(59歳)廻船業者･海商
1827年5月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾙｲｽ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(2回目~18281217)
1827年5月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Manuel Armijo｣(1期目~1829年)
1827年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼｬｰﾘｰ｣
1827年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾜｼﾝﾄﾝ･ｼｬｰﾘｰ｣(~18421002死去)
1827年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣
1827年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ王｢ｱﾝﾄﾝ｣(~18360606死去)
1827年5月6日 04:00|ﾁﾘ|  |||<辞任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ｲ･ｾﾗｰﾉ｣
1827年5月7日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾋﾟﾝﾄ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟｴﾝﾃ｣(1回目~182
  90916)
1827年5月10日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首代行｢ﾎｾ･ﾌｽﾄ･ﾐﾗ･ﾋﾟﾈﾀﾞ･ｱﾘ
  ｱｶﾞ｣⇒｢ｱﾅｸﾚﾄ･ﾍﾞﾝﾀﾞｰﾆｬ ﾓﾝﾄｰﾔ｣(~9.30)
1827年5月11日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ国務院議長･閣僚委員会委員長｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾊﾟﾌﾞﾛｳﾞｨｯﾁ･ｺﾁｭﾍﾞｲ｣
  (~18340615)
1827年5月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢2時間で8ヵ月｣》
1827年5月19日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官代行｢ﾋﾔｼﾝﾃ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ｹﾞﾙﾋﾞﾄﾞﾝ｣(~18280106)
1827年5月20日-09:00|日本|東京都江東区|文政10年4月25日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂千射｣で､小倉儀七(1
  1歳)が995本(総矢数1000本)を記録
1827年5月21日-09:00|日本|兵庫県淡路市|文政10年4月26日|<死去>初代鶴賀鶴吉(67歳)浄瑠璃太夫
1827年5月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｱｸﾛﾎﾟﾘｽを奪還
1827年5月25日-09:00|日本|新潟県新発田市|文政10年4月30日|<死去>柳沢里世(39歳)前越後三日市藩主
1827年5月26日-09:00|日本|  ||文政10年5月|俗に｢津軽風｣といわれる風邪がはやり､死者多数
1827年5月28日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｶﾞﾏﾗ将軍率いるﾍﾟﾙｰ軍5千人､ﾁｭｷｻｶの武装反乱を口実にﾎﾞﾘﾋﾞ
  ｱに侵入,ﾗﾊﾟｽを占領
1827年6月1日-09:00|日本|東京都|文政10年5月7日|開帳が行われる際､大造りの見せ物を奉納することが江戸で
  禁止される
1827年6月1日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|文政10年5月7日|<加増>丹波篠山藩5万石｢青山忠裕｣+1万石⇒6万
  石(⇒天保6(1835)年7月16日､隠居)
1827年6月3日-09:00|日本|  ||文政10年5月9日|<死去>雲室(75歳)浄土真宗の僧､画家
1827年6月3日-09:00|日本|和歌山県田辺市|文政10年5月9日|<死去>安藤次猷(79歳)前紀伊田辺藩主､紀州藩家老
1827年6月6日-09:00|日本|東京都|文政10年5月12日|丸亀藩,江戸詰の家臣修学のため,江戸藩邸の西御窓を改修
  して集義館とする
1827年6月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｲﾌﾟｽｳｨｯﾁ近くで､ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾛｰｶﾞﾝ､石炭を発見
1827年6月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ﾀﾞ･ﾏｽｷﾀ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ･ﾚｲﾀｵ･ｴ･ｻﾞ
  ﾋﾞｴﾙ･ﾌﾟﾛｼﾙ｣(~9.7)
1827年6月9日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｻﾗｻﾞｰﾙ･ｲ･ﾊﾞｷﾊﾉ｣(~8.22)
1827年6月13日-09:00|日本|福井県大野市|文政10年5月19日|大野城下で大火,城内に延焼,町家645軒焼失
1827年6月15日-09:00|日本|  ||文政10年5月21日|<完成>頼山陽｢日本外史｣(江戸で)､松平定信に贈呈(2年後刊
  行)
1827年6月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｼﾝﾃﾞｨｱ)｢ｼﾞｬﾝｺｼﾞﾗｵ2世ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~18430207没)､
  摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾊﾞｲｼﾞｬ･ﾊﾞｲ｣(2回目~1832年12月)
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1827年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･7代ﾊﾝﾄﾘｰ侯･ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1827年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･8代ﾊﾝﾄﾘｰ侯･ﾉｰﾘｯﾁ伯･ﾊﾝﾄﾘｰ=ｲﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞﾝｶﾝ･ｺﾞｰﾄ
  ﾞﾝ｣(~18360528死去)
1827年6月21日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Braithwaite Skeete
  ｣(3期目~18290210)
1827年6月22日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|文政10年5月28日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森忠貫｣(12歳)⇒弟｢森忠
  徳｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年1月21日､隠居)
1827年6月25日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｼﾓ･ﾄﾞ･ｶﾞﾙﾃﾞｨｵｰﾗ･ｲ･ﾎﾙﾄﾈｰﾀﾞ｣(1835年10
  月~1847年10月ﾌﾗﾝｽ､ﾓﾝﾍﾟﾘｴに亡命~18510822)
1827年6月26日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国がﾛｼｱに降伏
1827年7月2日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督代行｢ｽﾃｯﾄﾞﾏﾝ･ﾛｰﾘﾝｽﾞ
  ｣(2度目~18281205)
1827年7月3日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｷｰﾝ卿｣(~18290219)
1827年7月3日-09:00|日本|東京都千代田区|文政10年6月10日|<死去>清水徳川家｢徳川斉明｣(19歳)⇒10月15日､
  弟｢徳川恒之丞｣が継ぐ(⇒11月15日､賄料10万石)
1827年7月4日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｲﾄﾞﾛｰ｣(~18280324)
1827年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||ｷﾞﾘｼｱ問題で英仏露がﾛﾝﾄﾞﾝ協定を締結
1827年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｰﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾏﾄﾞ･ｼﾝ｣(~18450605没)
1827年7月7日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<辞任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ大統領｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ･
  ｲ･ﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ｣
1827年7月7日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ暫定大統領｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾛﾍﾟｽ･ｲ･ﾌﾟﾚｰﾝｽﾞ｣(~8.18､国
  内の不満を収拾できず辞任､中央政府崩壊)
1827年7月14日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督代理｢Peter Carl Frederik von Scholt
  en｣(1期目~18310424)
1827年7月15日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾗﾓﾝ･ﾃﾞ･ﾋﾞｷｭｰﾅ･ﾗﾗｲﾝ｣(~10.19)
1827年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>16代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1827年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>17代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼｮﾙﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~18580331死去)
1827年7月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾁｪﾛｷｰ族､成文憲法を制定､ﾁｪﾛｷｰ共和国建国
1827年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ﾊﾟﾊｰﾙ･ｼﾝ｣(~18460415)
1827年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑﾀﾘﾌﾞ･ﾌﾞﾝ･ｶﾞﾘﾌﾞ｣(1度目~9月)
1827年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<退任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾔﾋﾔ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙｰﾙ｣
1827年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehemet Emin Rauf Pasha｣(~1828年)
1827年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||英･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ通商条約が成立.英国からの輸入関税を最高15%とする条項が継
  続される.さらに在ﾌﾞﾗｼﾞﾙの英国人商人に対する裁判権も引き続き英国人裁判官が保有することとなる
1827年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第23代首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶﾆﾝｸﾞ｣57歳(誕生17700411)
1827年8月14日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督代理｢ﾋｭｰ･ﾗﾑﾘｰ｣(1期目~18280505)
1827年8月14日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)代行｢ﾋｭｰ･ﾗﾑﾘｰ｣
  (1回目~18280505)
1827年8月14日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Simon Plats｣
1827年8月14日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Johan Frederik Waters Gravenhorst｣(⇒182
  9年司令官~1833年)
1827年8月18日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢Thomas Wright｣(~18281126)
1827年8月18日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<辞任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ暫定大統領｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾛﾍﾟｽ･ｲ･ﾌﾟﾚｰﾝｽﾞ｣国内の不
  満を収拾できず､中央政府崩壊
1827年8月18日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>外交関係委任ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｸﾘｽﾌﾟﾛ･ﾍﾞﾙﾅﾍﾞ･ﾄﾞﾚｰｺﾞ･ｻﾗｽ｣(2回
  目~18281201)
1827年8月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｻｰﾙﾀﾞﾑの市長｣》
1827年8月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ ﾃﾞﾗﾒﾙｾﾄﾞﾃﾞﾗ･ﾏｰ･ｲ･ｺﾙﾀｻﾙ｣(18280420まで
  行政権を担当する共和国大統領~18290606)
1827年8月22日-09:00|日本|  ||文政10年7月|<刊行>蘭学者･青地林宗,日本最初の物理学書｢気海観瀾｣
1827年8月27日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Afonso de Vasconcelos e Sousa d
  a Camara Caminha Faro e Veiga｣
1827年8月27日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Antonio de Vasconcelos e Sousa 
  da Camara Caminha Faro e Veiga｣(~18320604)
1827年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第24代首相｢初代ｺﾞｰﾄﾞﾘｯﾁ子爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼﾞｮﾝ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣ﾄｰ
  ﾘｰ党(~18280121)
1827年8月31日-09:00|日本|愛知県田原市|文政10年7月10日|<死去>三河田原藩12000石｢三宅康明｣病死(28歳)⇒
  養子｢三宅康直｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年11月11日､隠居)
1827年9月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑｲﾝ｣(1度目~1836年)
1827年9月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国統治者(ﾅｲｸ)｢ﾊﾞｼﾞｬｼﾞ･ﾗｵ･ﾅｲｸ･ﾆﾝﾊﾞﾙｶﾙ2世｣(~18280517没)
1827年9月7日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ﾎﾉﾘｵ･ｺﾞｰﾊﾞｲｱ･ﾃﾞｭﾗｵ｣(~18280226)
1827年9月9日-09:00|日本|  ||文政10年7月19日|<死去>初代富士田音蔵(不明)長唄唄方
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1827年9月10日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ﾎﾞｺﾞﾀにおいて共和国大統領の宣誓
1827年9月14日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ暫定首長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｵﾋﾞｴﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾁﾅﾝﾃﾞｶﾞ｣(ﾎｾ･
  ｱﾅｸﾚﾄ･ｵﾙﾄﾞﾆｪｽ(司令官)の権限下~12月)
1827年9月15日-09:00|日本|長野県小諸市|文政10年7月25日|<死去>信濃小諸藩15000石｢牧野康明｣(28歳)⇒養子
  ｢牧野康命｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年7月18日､死去)
1827年9月19日-09:00|日本|  ||文政10年7月29日|幕府が､婦女と医師以外の日傘の使用を禁止
1827年9月20日-09:00|日本|岡山県倉敷市|文政10年7月30日|<死去>池田政恭(53歳)前備中生坂藩主
1827年9月22日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾏﾇｴﾙ･ﾚｵﾝの率いるﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ軍,ｸﾞｱﾔｷﾙを奪還し,秩序を回復
1827年9月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||印度､ﾊﾟｷｽﾀﾝで地震､死者千人
1827年9月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国ﾗｼﾞｬ｢ﾙｸﾏﾝｶﾞﾄﾞ･ﾄｩｶｼﾞ･ﾗｵ･ﾌﾟｱｰﾙ･ｶｰｼ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~18600726没)､摂政
  ｢ﾊﾞﾜﾆﾊﾞｲ･ﾗｰｼﾞｪ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1835年没)
1827年9月30日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｲｪﾝｽ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌﾘﾝﾄ｣(~18280801)
1827年9月30日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首代行｢ﾐｹﾞﾙ･ｴｳｾﾋﾞｵ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝ
  ﾃ･ﾗﾙﾃﾞｨｻﾞﾊﾞﾙ｣(~10.30)
1827年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗｽｷ｣
1827年10月3日-09:00|日本|広島県福山市|文政10年8月13日|<死去>菅茶山.病没(80歳)儒学者､漢詩人
1827年10月5日-09:00|日本|愛知県名古屋市|文政10年8月15日|<交替>尾張藩61万9500石｢徳川斉朝｣隠居⇒養子｢
  徳川斉温｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年3月20日､死去)
1827年10月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~1835
  0114)
1827年10月9日-09:00|日本|千葉県市原市|文政10年8月19日|<陣屋移転>安房国北条藩15000石｢水野忠韶｣⇒上総
  鶴牧藩15000石(⇒文政11(1828)年5月26日､死去)
1827年10月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督代行｢ﾋｭｰ･ﾗﾑﾘｰ(副総
  督)｣(~18280310没)
1827年10月12日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Luis Eduardo Perez｣(~18280827)
1827年10月12日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾖﾊﾈｽ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾝ｣(~18
  280520)
1827年10月13日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文政10年8月23日|<死去>三河奥殿藩16000石｢松平乗義｣(38歳)⇒10
  月16日､長男｢松平乗利｣が継ぐ(⇒嘉永5(1852)年3月5日､隠居)
1827年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾉｰｽ｣
1827年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾉｰｽ｣(~18610129死去)
1827年10月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ･ｴ･ｱﾜﾄﾞ､ｼｬｰ･ｴ･ｻﾞﾏﾝ)｢ﾅｾﾙ･ｱﾄﾞ=ﾃﾞｨﾝ･ﾍｲﾀﾞﾙ･ｿﾚｲﾏﾝ
  ･ｼﾞｬｰ･ｼｬｰ｣(~18370707没)
1827年10月20日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｱ独立を支援するｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ﾛｼｱの3国の
  連合艦隊が､ﾍﾟﾛﾎﾟﾈｿｽ半島南端のﾅﾊﾞﾘﾉ湾で､ﾄﾙｺ(ｵｽﾏﾝ帝国)･ｴｼﾞﾌﾟﾄ連合艦隊を撃破
1827年10月21日-09:00|日本|  ||文政10年9月|<出版>葛飾戴斗｢万職図考｣
1827年10月21日-09:00|日本|東京都港区|文政10年9月|前薩摩藩主島津重豪が､高輪の藩邸蓬山園内に聚珍宝庫(
  博物館)を設置
1827年10月22日-09:00|日本|兵庫県加東市|文政10年9月2日|<死去>播磨三草藩1万石｢丹羽氏昭｣(45歳)⇒長男｢
  丹羽氏賢｣が継ぐ(⇒嘉永6(1853)年12月8日､隠居)
1827年10月23日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬのﾀﾌﾞﾘｰｽﾞが陥落
1827年10月26日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ｴﾘｳﾞｧﾝがﾛｼｱに占領された
1827年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾄ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1827年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~18620425死去)
1827年10月27日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ監督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂ ｳｨﾘｱﾑ･ｵｰｳｪﾝ｣(~1829
  0404)
1827年10月27日 11:00|日本|熊本県宇土市|文政10年9月7日|宇土郡宇土町大火(71軒焼失)
1827年10月30日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首｢ﾎｾ･ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾃﾞ･ｾﾗﾔ･ﾌｨｱﾛ
  ｽ｣(~11.27)
1827年11月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾑｰｱ｣(~18290117)
1827年11月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾝﾍﾞｲ知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾙｶﾑ｣
1827年11月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｲｽﾞ･ｶｰﾝ｣(~18280112没)
1827年11月4日-06:30|ｺｺｽ諸島|  |||<就任>ｺｺｽ(ｷｰﾘﾝｸﾞ)諸島統治者｢John Clunies-Ross｣(~18540526死去)
1827年11月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､反対派の勃興に対し､ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾚｰﾙ首相は｢議会｣を解散
1827年11月8日-08:00|中国|  ||清･道光7年9月20日|極東初の英字新聞の｢ｶﾝﾄﾝ･ﾚｼﾞｽﾀｰ｣が発行される
1827年11月16日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｺﾛﾝﾋﾞｱ･ﾎﾞｺﾞﾀで地震M7.0､死者250
1827年11月19日-09:00|日本|群馬県沼田市|文政10年10月|伊勢町(西倉内町)勝善寺の茲豪､独力で愛宕尊宮を再
  建
1827年11月20日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ﾘﾏ｣(2回目~18280615)
1827年11月20日-09:00|日本|埼玉県川越市|文政10年10月2日|川越藩､講学所博喩堂を儲け開講
1827年11月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢劇場的都合不都合(ｳﾞｨｰｳﾞｧ･ﾗ･ﾏﾝﾏ)｣》
1827年11月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政10年10月3日|<死去>国学者｢尾崎雅嘉｣
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1827年11月26日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾌﾟﾗｰﾃﾝ伯爵ﾊﾞﾙﾂｧｰ･ﾎﾞｷﾞｽﾗｳｽ｣(~18291206没)
1827年11月27日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首代行｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾓﾗｻﾞﾝ･ｹ
  ｻﾀﾞ｣(1回目~18290307)
1827年11月28日-09:00|日本|兵庫県丹波市|文政10年10月10日|<交替>丹波柏原藩2万石｢織田信憑｣隠居⇒長男｢
  織田信守｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年11月16日､隠居)
1827年11月29日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ駐在評議員｢ｹﾈｽ･ﾏｰﾁｿﾝ｣(~1833
  1206)
1827年12月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ﾌｧﾗ･ﾍﾟﾝﾀﾞ･ｱﾀﾞﾑ･ｻﾙ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(1回目~1830年)
1827年12月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱの初の会員制図書館､ｼﾄﾞﾆｰのﾋﾟｯﾄ･ｽﾄﾘｰﾄにｵｰﾌﾟﾝ
1827年12月7日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ｸﾘｽﾄﾌ･ｴﾝｹﾞﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾚﾊﾞｰﾝ｣(~18530522)
1827年12月18日-09:00|日本|  ||文政10年11月|<出版>葛飾戴斗｢校本庭訓往来｣
1827年12月18日-09:00|日本|新潟県新発田市|文政10年11月|新発田藩,国元の講堂を移転改築し,学寮を併置
1827年12月23日-09:00|日本|静岡県富士宮市|文政10年11月6日|重須本門寺諸堂焼失
1827年12月24日-09:00|日本|東京都墨田区|文政10年11月7日|<大相撲>文政10年11月場所[江戸本所回向院](5日
  間)幕内優勝:(東大関)阿武松,6戦全勝
1827年12月25日-09:00|日本|岩手県一関市|文政10年11月8日|<死去>陸奥一関藩3万石｢田村宗顕｣(44歳)⇒翌年2
  月19日､次男｢田村邦顕｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年8月23日､死去)
1827年12月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《ﾋﾟｱﾉ三重奏曲第2番変ﾎ長調》
1828年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾗﾑ｣
1828年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Usman Kamal ud-din｣(~1832年)
1828年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｵﾏﾙ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ2世｣(~18521120死去)
1828年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Klan Thu｣
1828年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Phaok The｣(~1832年)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国摂政｢ｻﾀﾗ･ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝﾊ･ﾎﾞｳﾞｧ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1830年)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｼﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~1829年5月没)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾐﾙｼﾑｼﾞ｣(~18610616没)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾊﾄ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｶﾓﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1846年)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｳﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾘﾃｨﾗｰｼﾞ･ｼﾞｬｼﾞ｣(~1846年没)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾅｻﾝ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｲｼﾝｼﾞ･ﾏｶﾝｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾗﾙｼﾝｼﾞ･ﾅﾙｼﾝｼﾞ｣(~1842年)
1828年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｶﾙｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾊｼﾞ･ﾗｵ2世ﾏﾛｼﾞ･ﾗｵ･ﾎﾞｰﾝｽﾙ･ｱｯﾊﾟ･ｻﾍﾌﾞ･ﾗｼﾞｪ｣(~1857年没)
1828年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾟﾙﾗ統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾏﾀﾞｯﾄﾞ･ｶｰﾝ｣ｱﾝﾌﾞの支配者がその地域を弟に与え創設(~18
  57年)
1828年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ﾌﾟﾙﾗ国はｶｼﾐｰﾙの宗主権下にあった(~1889年)
1828年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ汗国ﾊﾝ｢ﾐﾙｻﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ｶﾞﾌﾙ｣(~1829年)
1828年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱﾅﾊﾟはﾛｼｱに再占領された(~1829年)
1828年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ/ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ主席大臣｢ﾅｾﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾐﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾋﾞﾝ･ｽ･ｲﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｶﾗﾌ･ｱﾙ
  ･ﾊﾞｻｰﾄﾞ｣(~1832年)
1828年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾙﾜｲ 2世｣(~1850年頃)
1828年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<就任>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ首相｢ﾗﾗﾗ｣⇒｢ｱﾝﾄﾞﾘｱﾅﾝﾊﾞ｣(~1829年)
1828年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｶﾗﾝｶﾞ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁﾐﾆﾆｬﾝﾎﾞ｣(~1830年)
1828年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾁｬﾝｶﾞﾐｰﾙ帝国統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁﾘｻﾑﾌﾙ2世ﾁｬﾝｶﾞﾐﾚ ﾄﾞﾚﾝﾍﾞﾌﾞ｣(~1836年)
1828年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾌｳｪｾﾞ｣
1828年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾞﾏ･ﾀﾌﾞﾀﾞﾘ｣(2回目~1835年)
1828年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾄﾖﾝ｣(~1836年没)
1828年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾏﾝﾀﾞﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾘﾔﾗ｣(~1842年)
1828年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ｱﾄﾞﾗﾙ連合ｴﾐｰﾙ｢ｼﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ･ｳﾙﾄﾞ･ｱｲﾀﾞ｣(~1861年)
1828年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Charles Dallas｣(~1834年)
1828年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Henrique da Fonseca de Sousa Prego｣(~18
  31年)
1828年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Carl Peter Holboll｣(~1856年死去)
1828年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>北ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Ludvig Fasting｣(~1843年)
1828年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾋﾞｴｹｽ島軍司令官｢Juan Rosello｣
1828年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島軍司令官｢Francisco Rosello｣(~1832年死去)
1828年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Charles Louis Guillaume Bologne de Rougemo
  nt｣(2期目~1831年)
1828年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島自治体主席｢Marigot｣(~1832年)
1828年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｹﾝﾌﾟﾄ卿｣(~1830年)
1828年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣Con(4期目~12.31)
1828年1月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢追放されたﾛｰﾏ人｣》
1828年1月1日-09:00|日本|東京都千代田区|文政10年11月15日|<加増>清水徳川家｢徳川恒之丞｣賄料10万石(⇒天
  保5(1834)年､｢徳川斉彊｣に改名)
1828年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<辞任>ﾌﾗﾝｽ反動内閣首相｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾚｰﾙ｣総選挙で敗れ



1830迄(2634件)

1828年1月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第7代首相｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾄ･ｼﾙｳﾞｪｰﾙ･ｶﾞｲｴ･ｳﾞｨｺﾝﾄ･ﾄﾞ･ﾏﾙﾃｨﾆｬｯｸ｣
  (~18290806)極右反動家
1828年1月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃｨｶﾝ･ｻｲ｣(~同年)
1828年1月5日-09:00|日本|  ||文政10年11月19日|<死去>小林一茶(65歳､宝暦13(1763)0505生)俳諧師
1828年1月7日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾙｲ･ｼﾞｬﾝ･ｷﾞﾖｰﾑ･ｼﾞｭﾌﾞﾗﾝ｣(~18290510)
1828年1月9日-09:00|日本|香川県高松市|文政10年11月23日|高松城下大工町の山川元助宅に,町人の教育機関と
  して明善郷校授業開始
1828年1月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｼｭｰﾍﾞﾙﾄの｢冬の旅｣の第1部が初演
1828年1月12日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｱﾒﾘｶ|  |||米墨､ｻﾋﾞｰﾈ川を境界とする条約締結
1828年1月13日-09:00|日本|東京大学|文政10年11月27日|本郷の加賀藩上屋敷に赤門完成(東京大学/東京都)
1828年1月13日-09:00|日本|宮城県仙台市|文政10年11月27日|<死去>陸奥仙台藩62万石｢伊達斉義｣(30歳)⇒12月
  ､養子｢伊達斉邦｣が継ぐ(⇒天保12年7月24日(18410909)､25歳で死去)
1828年1月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono5世｣(2期目~18550605死去)
1828年1月17日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ﾂﾙｹﾞｰﾈﾌ｣(~18280730)
1828年1月17日-08:00|中国|  ||清･道光7年12月|清がｼﾞｬｰﾊｰﾝｷﾞｰﾙを逮捕
1828年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第25代首相｢初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ公爵ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣ﾄｰﾘｰ党(1期
  目~18301116)
1828年1月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ総督｢ｲｵｱﾆｽ･ｱﾝﾄﾆｳ･ｶﾎﾟﾃﾞｨｽﾄﾘｱｽ｣(~18311009暗殺される)
1828年1月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||(独)南ﾄﾞｲﾂ関税同盟結成
1828年1月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《ﾋﾟｱﾉ三重奏曲第1番変ﾛ長調》
1828年2月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾃﾞﾗｳｪｱ級戦列艦｢ﾃﾞﾗｳｪｱ｣(2602t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所で建造)
1828年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ｹﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｱｰｽｷﾝ｣
1828年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｹﾘｰ伯｢ﾒｽｳﾞｪﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣(~18291203死去)
1828年2月7日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝとﾋﾟｱﾉのための幻想曲ﾊ長調D.934,Op.1
  59｣》
1828年2月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《｢ﾚｵﾉｰﾚ｣序曲第1番Op.138》
1828年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍﾝﾘｰ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣廃絶
1828年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||(独)北ﾄﾞｲﾂ関税同盟結成
1828年2月15日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文政11年|<交替>三河西大平藩1万石｢大岡忠移｣隠居⇒長男｢大岡忠愛
  ｣が継ぐ(⇒安政4(1857)年10月5日､死去)
1828年2月15日-09:00|日本|沖縄県|文政11年|<隠居>琉球国王｢尚こう｣(⇒18340705死去)
1828年2月15日-09:00|日本|沖縄県|文政11年|<就任>琉球国摂政｢尚育｣(⇒18340705､国王即位⇒18471025､死去)
1828年2月15日-09:00|日本|群馬県沼田市|文政11年1月|沼田藩主土岐頼功､勝軍地蔵尊を祀るため雨宝殿を建立
1828年2月15日-09:00|日本|  ||文政11年1月|<出版>歌川国安｢四十八手最手鏡｣
1828年2月15日-09:00|日本|  ||文政11年1月|<出版>渓斎英泉｢画本錦之嚢｣｢絵本勇見袋｣
1828年2月15日-09:00|日本|  ||文政11年1月|<出版>五渡亭国貞･五湖亭貞景･葵岡北渓等｢狂歌四季訓蒙図彙｣
1828年2月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ語新聞の｢ﾁｪﾛｷｰ･ﾌｪﾆｯｸｽ｣が創刊
1828年2月22日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||<ﾄﾙｸﾒﾝﾁｬｲ条約>ﾍﾟﾙｼｬが東ｱﾙﾒﾆｱ(ｴﾘｳﾞｧﾝ)をﾛｼｱに割譲
1828年2月22日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶｰｼﾞｬｰﾙ朝ｲﾗﾝが､ﾛｼｱとﾄﾙｺﾏﾝﾁｬｰｲ条約を締結し､第2次ｲﾗﾝ･ﾛｼｱ
  戦争が終結/ｺｰｶｻｽのｱﾗｽ川以北がﾍﾟﾙｼｱ領からﾛｼｱ領へ変わる
1828年2月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ｶﾀﾞｳﾞｧﾙ公ﾇｰﾉ･ｶｴﾀｰﾉ･ｱﾙｳﾞｧﾚｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ﾃﾞ･
  ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ=ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ｣(~18310701)
1828年3月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ政府､内陸都市と週2便の馬による郵便を設立/料金は､ﾊﾟﾗﾏｯﾀまで
  4ﾍﾟﾝｽ､ﾊﾞｻｰｽﾄまで1ｼﾘﾝｸﾞ/ｼﾄﾞﾆｰ､ﾆｭｰｶｯｽﾙ､ﾎﾟｰﾄ･ﾏｸｳｫﾘｰ､ﾎﾊﾞｰﾄ間の船便は3ﾍﾟﾝｽ/新聞は1ﾍﾟﾆｰ
1828年3月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国国王ﾐｹﾞﾙ1世,上下両院を解散
1828年3月 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定知事｢Thomas Pieter Richardson｣(~4月)
1828年3月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｱﾝｸﾞﾙｼｰ侯爵ﾍﾝﾘｰ ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟｼﾞｪｯﾄ｣(1回目~182903
  06)
1828年3月1日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ首領｢Isaac Johannes Rammelman Elsevier｣(~
  18330415)
1828年3月10日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ(ｼﾞｮｰｼﾞ)･ﾋﾝ
  ｸﾞｽﾄﾝ司令官｣(~6.5)
1828年3月11日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｶﾌﾞﾘﾄとｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙの奴隷達が,ﾋﾟﾗﾊで蜂起
1828年3月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｲﾀﾎﾟｱﾝでｼﾞｮｱｷﾝ･ﾅｺﾞの率いる奴隷150人の反乱.家屋を焼き警官隊と対決.20
  人が殺される
1828年3月12日-09:00|日本|福井県小浜市|文政11年1月27日|<死去>若狭小浜藩10万3500石｢酒井忠進｣(59歳)元
  寺社奉行･京都所司代･老中⇒3月13日､養子｢酒井忠順｣が継ぐ(⇒天保5(1834)年2月5日､隠居)
1828年3月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督代行(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞﾀｰﾜｰｽ･ﾍﾞｲﾘ
  ｰ｣(~7.4)
1828年3月16日-09:00|日本|  ||文政11年2月|<刊行>農政学者･小西篤好｢農業余話｣
1828年3月16日-09:00|日本|東京都|文政11年2月|<襲名>6代横綱｢阿武松緑之助｣(~天保6年10月)
1828年3月18日-09:00|日本|愛媛県松山市|文政11年2月3日|松山藩第11代藩主･松平定通が文教興隆の基として
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  藩校の講堂､明教館開校
1828年3月21日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｶｰﾝ･ｱﾐﾝ･ｱﾙﾀﾞｳﾗ｣(2回目~18341023)
1828年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《弦楽四重奏曲第16番ﾍ長調Op.135》
1828年3月24日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾆｺﾗｲ｣(2回目~18301004)
1828年3月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｽｰﾗﾄ･ｼ･ﾝ｣
1828年3月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣(~18510807没)
1828年3月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《弦楽四重奏曲第15番ﾄ長調Op.161》18260620～
  0630作曲
1828年3月26日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人代行｢ﾛｯﾄ･ｷｬﾘｰ｣(~11.8)
1828年3月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｼﾞｬﾜﾝ･ｼﾝ｣(~18380830没)
1828年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾊﾟﾚﾝ｣(~
  18290202)
1828年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬをﾛｼｱが占領(~1836年)
1828年4月 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Willem Johan Leendert van Raders｣(~18
  331120)
1828年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｸﾞｲﾃﾞｨ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1828年4月1日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｶﾊﾟﾄﾞｰｽ｣(~17日)
1828年4月2日-09:00|日本|東京都|文政11年2月18日|<死去>3代坂東彦三郎(75歳)歌舞伎役者
1828年4月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督･最高司令官代理｢ﾄｰﾏｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾞﾙｯｸ｣(2期目
  ~29日)
1828年4月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾉｱ･ｳｪﾌﾞｽﾀｰが『ｱﾒﾘｶ英語辞典』を出版
1828年4月14日-09:00|日本|  ||文政11年3月|<出版>歌川国安｢相撲金剛伝｣
1828年4月14日-09:00|日本|  ||文政11年3月|<出版>歌川国丸･歌川国直等｢活金剛伝｣
1828年4月14日-09:00|日本|東京都中央区|文政11年3月|<初演>｢拙筆力七似呂波｣うちひとつ<供奴>[詞･三代目
  瀬川如皐､曲･四代目杵屋三郎助､振･西川扇蔵､藤間大助､中村座
1828年4月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝの画家ｺﾞﾔがﾌﾗﾝｽのﾎﾞﾙﾄﾞｰで/82歳(誕生17460330)
1828年4月16日-09:00|日本|東京都墨田区|文政11年3月3日|<大相撲>文政11年3月場所[江戸本所回向院](10日間
  )幕内優勝:(西前2)緋縅,7勝1敗2休
1828年4月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｶｼｮｴｰﾗで黒人奴隷の反乱,6日間にわたり続く
1828年4月17日-09:00|日本|茨城県下妻市|文政11年3月4日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正民｣(22歳)⇒養子｢井
  上正健｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年7月29日､29歳で死去)
1828年4月18日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ｽﾐｽ卿｣(1期目~7.26)
1828年4月18日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｳﾙﾃﾞｨﾆﾈｱ･ｲ･ｸﾞﾙﾁｬｶﾞ｣(~8.
  12)
1828年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾁｭｱｰﾄ･ｱｰｽｷﾝ｣
1828年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣(~18570913死去)
1828年4月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ競馬･ｼﾞｮｯｷｰ･ｸﾗﾌﾞ設立
1828年4月24日-04:00|ﾛｼｱ|  |||(露)世界初のﾌﾟﾗﾁﾅ貨登場
1828年4月24日-09:00|日本|東京都品川区|文政11年3月11日|三味線芸師の名目で､品川宿に江戸町方の女を置く
  ことが禁じられる
1828年4月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾛｼｱに占領される(~18340715)
1828年4月26日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｱ独立戦争にからみ､ｵｽﾏﾝ帝国とﾛｼｱが戦争状態に入る(~1929091
  4)
1828年4月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘｰｼﾞｪﾝﾄﾊﾟｰｸにﾛﾝﾄﾞﾝ動物園開かれる
1828年4月27日-09:00|日本|  ||文政11年3月14日|<死去>野呂介石(82歳)絵師
1828年4月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに侵攻していたｲｷﾞﾘｽ軍が撤退
1828年4月28日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙとｱﾙｾﾞﾝﾁﾝの間でﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ条約が締結/ｳﾙｸﾞｧｲの独
  立が承認される
1828年4月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従事)｢ｾﾐｮﾝ･ｵｼﾎ
  ﾟｳﾞｨｯﾁ･ｺﾞﾄﾌｽｷｰ｣(~1829年)
1828年4月29日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督･最高司令官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞﾗｽ｣(~18360305)
1828年4月30日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｰﾄ･ﾅﾀｰﾙ入植地が解散
1828年5月3日-09:00|日本|山口県周南市|文政11年3月20日|<死去>毛利就馴(79歳)前周防徳山藩主
1828年5月4日-09:00|日本|東京都中央区|文政11年3月21日|江戸三座焼失
1828年5月5日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ総督｢ﾃﾞｨｸｿﾝ･ﾃﾞﾝﾊﾑ｣(~6.9)
1828年5月5日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ総督)｢ﾃﾞｨｸｿﾝ･ﾃﾞﾅﾑ｣(~
  6.9)
1828年5月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾅﾜﾙ･ｶｰﾝ｣(~18340817没)
1828年5月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｺﾞﾙｺﾝﾀﾞの女王ｱﾘｰﾅ｣》
1828年5月14日-09:00|日本|  ||文政11年4月|<出版>葵岡北渓｢絵本庭訓往来｣初編
1828年5月16日 03:00|日本|福島県会津若松市|文政11年4月3日|<会津若松文政11年の大火>昼九つ時(午前12寺
  ごろ)過ぎ､老町から出火,当麻町､当麻中町､善久町と次々となめ､原之町から針屋町､紺屋町､大和町､桂林寺町
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  へと延び､西名古屋町､北小路町､七日町と次々と灰にして､夕七つ半時(17時半ごろ)鎮火/家屋950軒､寺院13か
  所が焼失
1828年5月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌｧﾙﾀﾝ国はｻﾀﾗの一部(~18411203)
1828年5月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄの部隊,ｸﾞﾛﾘｱ皇女とﾍﾟﾄﾞﾛ憲章への忠誠を宣言.内戦はﾐｹﾞﾙ側の勝利に
  終わる
1828年5月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||J.Q.ｱﾀﾞﾑｽﾞ､輸入品の関税を引き上げる1828年関税法に署名
1828年5月20日 04:00|BES諸島/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｱﾙﾊﾞ/ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾅﾑ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領西ｲﾝﾄﾞ諸島総督｢ﾊﾟｳﾙｽ･
  ﾛｰﾛﾌ･ｶﾝﾂｧｰﾗｰﾙ｣(~18311219)
1828年5月20日 04:00|BES諸島/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｱﾙﾊﾞ/ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾅﾑ|  |||ｷｭﾗｿｰ､ｱﾙﾊﾞ､ﾎﾞﾈｰﾙ､ｻﾊﾞ､ｼﾝﾄﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ､ｼ
  ﾝﾄﾏｰﾙﾃﾝ､ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞｲｱﾅがｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ諸島として統合.総督としてｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅの知事(~18451029)
1828年5月20日-09:00|日本|兵庫県明石市|文政11年4月7日|<死去>松平直周(56歳)前播磨明石藩主
1828年5月23日-09:00|日本|埼玉県深谷市|文政11年4月10日|<死去>武蔵岡部藩20250石｢安部信任｣(20歳)⇒6月1
  0日､弟｢安部信古｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年10月7日､死去)
1828年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1828年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｼﾞｮｼｭｱ･ｱﾙｳｨﾝ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~18510117死去)
1828年5月28日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官兼管理者｢Joseph Louis Mi
  chel Brue｣(~18390910)
1828年5月28日-09:00|日本|東京都|文政11年4月15日|<死去>回船船頭,大黒屋光太夫(78)
1828年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾘﾔ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾓｰﾚ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1864年没)
1828年6月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾎｾ･ｻﾙﾀﾞ｣(~1829年)
1828年6月3日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ､ｸﾞﾗﾝｺﾛﾝﾋﾞｱからの分離を唱えるﾍﾟﾙｰ､ﾎﾞﾘﾋﾞｱに対して開戦宣言
  /ｶﾞﾏﾗはﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙについたﾎｾ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾙ大統領を辞任させ､自ら大統領に就任,ｶﾞﾏﾗの選出した議会がこれを承認
1828年6月5日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ準州総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾘｹｯﾂ司令
  官｣(2回目~25日)
1828年6月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||印度､ｽﾘﾅｶﾞﾙ地震､死者1千
1828年6月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《歌劇｢ｻﾗﾏﾝｶの2人の友｣》
1828年6月9日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ副総督｢ﾋｭｰ･ﾗﾑﾘｰ｣(2期目~8.2)
1828年6月9日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ副総督)｢ﾋｭｰ･ﾗﾑﾘｰ｣(2
  回目~8.2)
1828年6月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣
1828年6月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~18530708死去)
1828年6月15日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾎｾ･ｸﾚﾒﾝﾄ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(~18291104)
1828年6月15日-09:00|日本|群馬県富岡市|文政11年5月4日|<死去>前田利以(61歳)前上野七日市藩主
1828年6月17日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾙｳﾞｨﾙ卿｣(~1833
  0131)
1828年6月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ･ﾍﾞﾙﾈｯﾃｨ｣(1回目~18290210)
1828年6月22日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢暫定政府:Joao Jose da Cunha Ferr
  az(主席)/Jose Jacinto Valente Faria/Jose Rodrigues de Almeida/Manuel Joaquim Nogueira｣(~10月)
1828年6月22日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ暫定知事｢Jean Etienne Barre｣(~1829.6)
1828年6月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<廃位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾏﾘｱ2世｣(9)ﾄﾞﾝ･ﾐｹﾞﾙ(26)により王位から追われｲｷﾞﾘｽに
  逃げる
1828年6月25日-08:00|中国|  ||清･道光8年5月14日|清が新彊で反乱を起こして捕らえられていたｶｼｭｶﾞﾙ･ﾎｼﾞｬ
  家の一族ｼﾞｬｰﾊｰﾝｷﾞｰﾙを北京で処刑
1828年6月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾛｼｱに占領される(~1834年7月)
1828年7月-02:00|ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾙｽ地区をﾛｼｱが占領(~1829.9)
1828年7月1日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島知事(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Christian Ludvig Tillisch｣(~1830
  年)
1828年7月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ卿ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ･ｷｬﾍ
  ﾞﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(1833年ｲﾝﾄﾞ総督に改称~18350320)
1828年7月4日-09:00|日本|東京都|文政11年5月23日|<死去>浮世絵師･歌川豊広/64歳(歌川豊春の門人)
1828年7月5日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ,ﾄｩﾝﾍﾞｽからﾊﾟﾅﾏに至る海岸線を封鎖.ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙと対決.ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙはﾍﾟ
  ﾙｰに宣戦布告
1828年7月5日-09:00|日本|山形県天童市|文政11年5月24日|<陣屋移転>出羽国高畠藩2万石｢織田信美｣⇒出羽国
  天童藩2万石(⇒天保7(1836)年8月4日､死去)
1828年7月7日-09:00|日本|千葉県市原市|文政11年5月26日|<死去>上総鶴牧藩15000石｢水野忠韶｣(68歳)⇒養子｢
  水野忠実｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年1月29日､死去)
1828年7月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾋﾎﾟﾘﾄ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ｴ･ﾏﾁｬﾄﾞ｣ﾎﾟﾙﾄ反乱政府暫定
  理事会委員長(~7.1)
1828年7月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾐｹﾞﾙ1世｣(~18340506~18661114死去)ｼﾞｮｱﾝ6世の子
1828年7月17日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ最初の雇用法(ﾏｽﾀｰｽﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｰｳﾞｧﾝﾂ法)制定される
1828年7月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ﾗﾑ･ｼﾝ2世｣(~18660327没)
1828年7月25日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ司法権法の改正｡10人から15人の任命制の立法評議会の設置｡立法



1830迄(2634件)

  評議会への立法権の付与を決める
1828年7月26日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｧｰｸﾊｰｿﾝ｣(~18
  290310)
1828年7月27日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<死去>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ王国君主｢ﾗﾀﾞﾏ1世｣35歳
1828年7月30日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督代行｢ｴﾌｸﾞﾗﾌ･ﾆｷﾌｫﾛｳﾞｨﾁ･ｺﾞﾙﾌﾞﾂｫﾌ｣(~11.2)
1828年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼｳﾞ･ｻﾗﾝ･ｼﾝ｣(~18400116没)
1828年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Behram Mehmed Pasha｣(~同年)⇒｢Ispartali Ibr
  ahim Pasha｣(~1829年)
1828年8月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｻﾓｽ島ｷﾞﾘｼｬに編入(東ｽﾎﾟﾗﾃﾞｽ[ｱﾅﾄﾘｺﾝ･ｽﾎﾟﾗﾄﾞﾝ]県の一部として~1830年7月)
1828年8月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾋﾟﾝﾄ政権,中道革新の傾向を持つ憲法を公布,連邦制を廃止/ﾌﾚｲﾚ,政権を奪取.二度目
  の大統領に就任,間もなく引退.ふたたびﾋﾟﾝﾄが政権に就く
1828年8月1日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾘﾝﾂ｣(1回目~18310
  120)
1828年8月1日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督｢ﾅｻﾞﾆｴﾙ･ｼｪﾌｧｰﾄﾞ･ﾌﾞﾗｯｸｳｪﾙ｣(1期
  目~18291228)
1828年8月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ｳﾞｧﾝｻﾝ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｽｷﾋﾟｵﾝ｣(~14日)
1828年8月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｶﾚｰのｼﾞｬﾝﾆ｣》
1828年8月2日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ副総督｢ｻﾐｭｴﾙ･J.ｽﾏｰﾄ｣(2期目~11.11)
1828年8月2日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ副総督)代行｢ｻﾐｭｴﾙ･J･
  ｽﾏｰﾄ｣(~11.11)
1828年8月3日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ女王｢ﾗﾅｳﾞｧﾙﾅ1世｣(~18610816死去83歳)
1828年8月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ｹﾗﾗｳﾞｧﾙﾏ3世ｳﾞｨﾙﾗﾑ･ﾀﾝ
  ﾌﾟﾗﾝ｣
1828年8月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ11世｣(~1837
  年11月没)
1828年8月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが､ﾆｭｰｷﾞﾆｱ島西部の併合を宣言
1828年8月5日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長｢ﾌｱﾝ･ｱﾙｸﾞｴﾛ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(
  2回目~1829年4月)
1828年8月6日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰが､ｲｷﾞﾘｽと協定を結び､ｴｼﾞﾌﾟﾄ軍のｷﾞﾘｼｱ
  からの撤退を決定
1828年8月9日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ､地震M5.7､死者8千
1828年8月9日-09:00|日本|茨城県高萩市|文政11年6月29日|<死去>中山信情.病死(34歳)常陸松岡藩主､水戸藩家
  老⇒水戸支藩の常陸府中藩から信守を養子に迎えて跡を継がせた
1828年8月10日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文政11年6月30日|(~7月1日)三河大水､矢作川大風雨にて満水となり
  矢作橋落ち､矢作村では堤防決壊し家屋流失200軒､14人死亡
1828年8月10日 03:00|日本|静岡県掛川市|文政11年6月30日|遠州掛川大風雨洪水､家屋流失29軒､同倒潰4軒､同
  半潰37軒､同浸水1386軒､田畑の損失は表高5万石の内2万690石余/天竜川大風雨にて堤防切れ洪水となり民家
  流失､死亡者多し
1828年8月10日 03:00|日本|静岡県静岡市|文政11年6月30日|(~7月1日)駿河府中,二日続きの大風雨､出水あり城
  下の町々すべて浸水､付近の村々あわせて家屋流失30軒余､83人死亡/大井川､安倍川､富士川の各沿岸すべてで
  水害が発生
1828年8月10日 11:00|日本|長野県飯山市|文政11年6月30日|(夜~7月1日)信州飯山大雨､千曲川､谷川など出水し
  ､飯山藩家中長屋22棟､町家､農家とも113軒水押し入り倒潰/飯田も大風雨､城山の内所々崩壊､天竜川その他の
  川の洪水で､村々の田畑に砂入り､家屋30軒冠水､同流失15軒､同倒潰5軒､山塊崩壊39か所/江戸も大雨となり､
  東海道筋の出水あり､家屋流失､死亡者少なからず
1828年8月12日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ﾌﾗﾝｺ｣(1回目~12.18)
1828年8月12日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|文政11年7月2日|日出は大雨洪水､家屋倒潰85軒､同破損357軒､
  その他村々の田畑冠水し死亡者あり
1828年8月12日-09:00|日本|宮崎県延岡市|文政11年7月2日|日向延岡では明け方より大風雨洪水､通常より6m余
  増水､城内､侍屋敷以下町家､農家など破損､堤防など大破
1828年8月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾏﾘｰ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｺﾙﾃﾞｨｴ｣(2度目~18290410
  )
1828年8月14日-09:00|日本|東京都|文政11年7月4日|<死去>絵師･狩野伊川院法印栄信(54歳)木挽町家狩野派8代
  目
1828年8月18日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾅﾐｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~18310627)
1828年8月19日-09:00|日本|山形県|文政11年7月9日|(～12日)出羽庄内地方に大雨が降り続き､川々が洪水とな
  り､民家倒潰14軒､同流失3軒､同浸水3979軒､土蔵浸水188棟､橋流失295か所､同大破536か所､山塊崩壊24か所な
  どの被害
1828年8月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｰﾑ･ﾓｰﾊﾝ･ﾛｰｲがﾌﾞﾗﾌﾏ･ｻﾊﾞｰを創設
1828年8月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｵﾘｰ伯爵｣》
1828年8月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地は独立したｳﾙｸﾞｱｲに組み込まれる
1828年8月23日-09:00|日本|静岡県|文政11年7月13日|天竜川で､7月1日の大雨で､山が崩れ自然ﾀﾞﾑが出来ていた
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  のが崩壊し､川が氾濫大洪水が起き12か村2400人～500人が死亡
1828年8月24日-10:00|ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞは､ﾆｭｰｷﾞﾆｱ領有を宣言
1828年8月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Jose Maria Monteiro｣(~18300420)
1828年8月24日-09:00|日本|  ||文政11年7月14日|<死去>初代石黒政常(69歳)装剣金工
1828年8月26日-09:00|日本|  ||文政11年7月16日|<死去>2代錦屋惣次(不明)長唄三味線方
1828年8月27日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ知事兼暫定司令官｢Luis Eduardo Perez｣(~12.1)
1828年8月27日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||｢ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ条約｣ｲｷﾞﾘｽの仲裁の下に､ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ(現在のｳﾙｸﾞｱ
  ｲ首都)で結ばれた/ｳﾙｸﾞｱｲにあたる地域を巡ってﾌﾞﾗｼﾞﾙとｱﾙｾﾞﾝﾁﾝとの間で行われていたｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ戦争
  に終止符を打った条約/ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国の独立が承認された
1828年8月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｷﾝｸﾞ･ｽﾄﾘｰﾄ､最高裁判所の建物完成
1828年8月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙは長老会議の決定を受けｺﾛﾝﾋﾞｱの全権を掌握
1828年8月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾚｱをﾌﾗﾝｽが占領(~18330926)
1828年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾊﾄﾞｿﾝ｣(1728t､18260823,ｷﾞﾘｼｬ向けのﾌﾘｹﾞｲﾄLiberatorをｷﾞ
  ﾘｼｬから購入,Smith & Dimonで建造⇒1844年,解体)
1828年9月5日-09:00|日本|長野県上田市|文政11年7月26日|<死去>松平忠済(78歳)前信濃上田藩主
1828年9月6日-09:00|日本|長野県長野市|文政11年7月27日|<死去>真田幸専(59歳)前信濃松代藩主
1828年9月9日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事｢ｶﾞﾙﾌﾞﾚｲｽ･ﾛｰﾘｰ･ｺｰﾙ卿｣(~18330810)
1828年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾗｲﾄﾝ｣
1828年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱｰﾝ伯｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ｸﾗｲﾄﾝ｣(~18420610死去)
1828年9月17日-09:00|日本|  ||文政11年8月9日|<文政11年子年の台風｢ｼｰﾎﾞﾙﾄ台風｣>(～10日)筑前では､福岡藩
  領で2353人死亡､家屋全潰2万2018軒､同半潰1万7132軒､船舶の損壊420隻余､そのほか福岡城の櫓大破､東照宮
  の回廊､松源院の客殿倒壊､筥崎宮の楼門大破などの被害/筑後では､久留米藩領で208人死亡､家屋全潰1万78軒
  /同柳川藩領で3000人余死亡､家屋全潰2630軒､同流失3200軒/肥前では､佐賀藩領で大風のさなか城下を始め各
  所で火災が起き､1万170人死亡､1万1373人負傷､家屋全潰3万5364軒､同焼失1677軒､同流失1512軒､同半潰2万57
  軒､船舶流失813隻/蓮池藩領では､大風雨と高潮により1719人死亡､家屋全潰2609軒､同流出380軒､同半潰1839
  軒､田畑の損失941町余(9.3平方km)の被害/同有田で強風にあおられて大火が起こり､1500軒余りが焼失/肥前
  長崎では､45人死亡､家屋全潰2780軒､船舶損壊283隻､石垣の損壊428か所､出島のｵﾗﾝﾀﾞ屋敷も全潰/同大村藩領
  では353人死亡､町家全潰6715軒､同流失186軒､同半潰1276軒､侍屋敷全潰46軒､同半潰120軒､村々の役宅全潰22
  軒､船舶損壊1140隻/豊前中津藩領で洪水となり､17人死亡､607人負傷､家屋全潰2156軒
1828年9月18日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙで最高裁判所が創設される
1828年9月18日-09:00|日本|長崎県長崎市|文政11年8月10日|長崎奉行所が､ﾄﾞｲﾂ人医師ｼｰﾎﾞﾙﾄの帰国時の所持品
  の中に､日本地図などの禁制品を発見(ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件)
1828年9月18日-09:00|日本|広島県広島市|文政11年8月10日|暴風雨･洪水,広島領の流失倒壊家屋1603軒,損家1
  万2104軒,死者51人
1828年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾏｽ･ｱｰｽｷﾝ｣
1828年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾐﾗｰ･ｱｰｽｷﾝ｣(⇒18291203兼11代ｹﾘｰ伯~18660619死
  去)
1828年9月22日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<死去>ｽﾞｰﾙｰ王国国王｢ｼｬｶ･ｽﾞｰﾙｰ｣暗殺される
1828年9月24日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ｽﾞｰﾙｰ王国国王｢ﾃﾞｨﾝｶﾞﾈ･ｶｾﾝｻﾞﾝｶﾞｺﾅ｣(~18400129死去)
1828年9月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｸｾﾝを中心に､中部ﾄﾞｲﾂ関税同盟が成立
1828年9月26日-09:00|日本|茨城県笠間市|文政11年8月18日|<死去>常陸笠間藩8万石｢牧野貞幹｣(42歳)⇒次男｢
  牧野貞一｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年11月27日､死去)
1828年9月28日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文政11年8月20日|鶴岡八幡宮再建
1828年9月29日-09:00|日本|  ||文政11年8月21日|<死去>初代松井幸三(不明)歌舞伎作者
1828年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Rauf Mehmed Emin Pasha｣(~1831.7)
1828年10月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《弦楽四重奏曲第14番嬰ﾊ短調Op.131》
1828年10月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝでは提案受入れをめぐり復員軍人の不満派により反乱.北西部ﾗ･ﾘｵﾊ州
  のﾌｧｸﾝﾄﾞ･ｷﾛｶﾞが蜂起
1828年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙｲｰｼﾞ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃｨﾆ｣
1828年10月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||地方行政法が制定される.地方の自主的傾向を抑えるため地方議会を閉鎖
1828年10月1日-09:00|日本|長崎県|文政11年8月23日|(～24日)<文政第2次台風>夜半より翌朝にかけて再び大風
  雨/長崎市中潰家25軒､崩家49軒.船流失4艘､破損4艘.近郊9か村の被害総計は百姓潰家328軒､半潰家413軒､小
  屋潰304軒､庄屋宅半潰1軒.船打砕22艘
1828年10月4日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾙｰﾃﾞｳﾞｨﾋ･ｳﾙﾘｯﾋ･ﾗｽﾄ
  ｣(3回目~18330417)
1828年10月4日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢暫定委員会:Diocleciano Leao de B
  rito Cabreira(委員長)/Sebastiao Drago Valente de Brito/Jose Antonio da Silva Torres/Joao Jose da 
  Cunha Ferraz｣(~18290622)
1828年10月11日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦9月28日|3ヵ月の包囲の末､ﾛｼｱ軍がｵｽﾏﾝ帝国からｳﾞｧﾙﾅを奪
  取
1828年10月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾄﾊﾟﾙ･ｲｾﾞｯﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~18290128)
1828年11月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ人のｵﾊﾞﾝﾄﾞ将軍,ｶｳｶで反乱開始/ﾍﾟﾙｰ軍,ｴｸｱﾄﾞﾙ領ﾛﾊを占拠
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1828年11月2日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ﾆｺﾗｲ･ﾌﾟﾛｺﾌｨｴｳﾞｨﾁ･ﾌﾟﾗｼﾞｪﾌｽｷｰ｣(~1829032
  4)
1828年11月3日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞｲﾄ｣(~18380415死去)
1828年11月3日-09:00|日本|三重県津市|文政11年9月26日|<死去>藤堂高邁(43歳)前伊勢久居藩主
1828年11月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ州出身のｱﾝﾄﾞﾙｰ･ｼﾞｬｸｿﾝが､合衆国第7代大統領に選出される
1828年11月8日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人代行｢ｺﾙｽﾄﾝ･ﾏｸｷﾞﾌﾞﾝ･ﾜｰﾘﾝｸﾞ｣(~12.22)
1828年11月11日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ副総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾘｹｯﾂ｣(~18291218)
1828年11月11日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ副総督)｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･
  ﾘｹｯﾂ｣(~18291218)
1828年11月12日-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｾｰﾀｰﾃｨﾗｰﾄ3世(ﾁｬｵ･ｱﾇｳｫﾝ)｣ﾊﾞﾝｺｸで処刑され､ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ
  王国はｻｲｱﾑにより併合される
1828年11月16日-09:00|日本|東京都中央区|文政11年10月10日|天文方兼書物奉行高橋景保らが､秘かに地図など
  をｼｰﾎﾞﾙﾄに与えた罪で捕らえられ伝馬町牢屋敷に投獄
1828年11月18日-09:00|日本|愛媛県松山市|文政11年10月12日|松山城下､藤原弓の町に火災があり211軒を焼く
1828年11月18日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|文政11年10月12日|<死去>大和高取藩25000石｢植村家長｣(76
  歳)⇒長男｢植村家教｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年5月､隠居)
1828年11月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱの作曲家ﾌﾗﾝﾂ=ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ/31歳(誕生17970131)
1828年11月26日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢Robert Hunt｣(~18290217)
1828年11月30日-09:00|日本|  ||文政11年10月24日|<死去>7代木村庄之助(不明)大相撲立行司
1828年11月30日-09:00|日本|東京都墨田区|文政11年10月24日|<大相撲>文政11年10月場所[江戸本所回向院境内
  ](10日間)幕内優勝:(西関脇)緋縅,8勝0敗2休
1828年12月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||軍隊の一部が政府に抗議し反乱/ﾄﾞﾚｰｺﾞ知事を捕らえ処刑/中央集権派のﾌｧﾝ･ﾗ
  ﾊﾞｼﾞｪ将軍を指導者とする
1828年12月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>外交関係委任ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ暫定総督｢ﾌｱﾝ･ｶﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾗﾊﾞｼﾞｪ･ｲ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾎﾞﾙ
  ﾀﾞﾛ｣(~18290813､辞任)
1828年12月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国暫定主席｢Joaquin Suarez｣(~22日)
1828年12月2日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督兼総司令官代理｢Joaquin Luis Miguel Suarez de Rond
  elo y Fernandez｣(~22日)
1828年12月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Agustin de Cabrera Beth
  encourt Sanchez Dumpierrez｣
1828年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞﾝｸｽ･ｼﾞｪﾝｷﾝｿﾝ｣
1828年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｾｼﾙ･ｺｰﾌﾟ･ｼﾞｪﾝｷﾝｿﾝ｣(~18511003死去)
1828年12月5日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸｽｳ
  ｪﾙ｣(3度目~18320111)
1828年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾊﾝｽ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1828年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~18750913死去)
1828年12月13日-09:00|日本|大阪府和泉市|文政11年11月7日|<交替>和泉国伯太藩13500石｢渡辺則綱｣隠居⇒次
  男｢渡辺潔綱｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年5月23日､隠居)
1828年12月17日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾞｰｼﾞｰ･ﾏﾆﾝｸﾞｽ｣(4回目~18291109)
1828年12月18日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ･ｿﾄ｣(~31日)､代行｢ﾎｾ･ﾗﾓﾝ･ﾃﾞ･ﾛｱｲ
  ｻ･ﾊﾟﾁｪｺ･ｻﾙｶﾞﾄﾞ｣(~26日)
1828年12月18日-02:00|日本|新潟県|文政11年11月12日|<文政11年越後三条地震>卯の下刻(7時ごろ)､越後三条
  南西部を震源とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.9の内陸型大地震/三条､燕､見附から長岡に至る信濃川下流域の平野部に大き
  な被害/三条で家屋全潰439軒､205人死亡/燕で家屋全潰269軒､221人死亡/見附で家屋全潰545軒､127人死亡/今
  町で家屋全潰300軒､60人死亡/与板で家屋全潰263世帯､同焼失17世帯､34人死亡/脇野で家屋全潰161軒､5人死
  亡など/長岡では城内の石垣が崩れ､本丸､二之丸などの門や塀､建物が全潰及び大破し､城下と郷中(郊外)も含
  め家屋全潰3660軒､442人死亡/北西に位置する新発田藩領でも家屋全潰1770軒､同半潰695軒､225人死亡/被害
  は全体で家屋全潰1万3149軒､同焼失1200軒､同半潰3639軒､同大破6127軒｡土蔵全潰309棟､同半潰175棟､同焼損
  284棟､同大破326棟.寺社全潰91か所､同半潰38か所､同焼損8か所､同大破159か所.1681人死亡.橋梁の落下55か
  所､同損潰75か所､道路決壊6200間(約11km)以上､堤防決壊3万8000間(69km)以上､田畑損壊1250町歩(12.4平方k
  m)以上.山崩れ750か所余
1828年12月22日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾝﾄﾞｰﾙ｣(~18290419没)
1828年12月22日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国暫定司令官兼知事｢Jose Rondeau｣(~18300417)
1828年12月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政11年11月22日|<就任>大坂城代｢太田摂津守資始｣(~天保2.5.25)
1828年12月28日-09:00|日本|京都府京都市|文政11年11月22日|<就任>京都所司代｢本庄宗発｣(⇒1831(天保2年05
  月25日))
1828年12月29日-09:00|日本|東京都千代田区|文政11年11月23日|<就任>西の丸老中｢水野忠邦｣(京都所司代だっ
  た~天保14年閏9月13日)
1829年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Takala｣(~1830年)
1829年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｸ･ｱﾗﾏﾝ君主｢Pakualam2世｣(~1858年)
1829年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主｢ﾜﾗﾔｰﾝﾗﾝｼｰ｣(~1835年)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾙｶﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣(~1860年没)､摂政｢ﾃﾞｭﾜﾝ･ﾏﾀﾞﾝ･ｼﾝ｣(~1835年)
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1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ藩王｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ2世｣(~18461227)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｲｻｳﾝﾀﾞ国統治者(ﾁｮﾍﾞｲ)｢ｱﾁｬﾙｼﾞｭ･ｼﾝ｣(~不明)､摂政｢ｼﾞﾗｯﾄ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ｣(~1840年)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾀｳﾃﾞｨ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱｸﾊﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~18620303没)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾘﾊﾙ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞﾌﾞ｣(~1841年)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国摂政｢ﾗﾆ･ﾗﾀﾞﾊﾞｲ｣(~1857年没)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶｰｼ国(最終的には25州)がｲｷﾞﾘｽの保護下に置かれる(~1841年)
1829年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬﾝﾌﾞｺﾞﾀﾞ国をﾊﾞﾛｰﾀﾞが占領(~1838年)
1829年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｲﾙﾌﾟｰﾙ国対立ﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾞﾗｸ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1839年)
1829年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾐﾙﾌﾟｰﾙ国ﾐｰﾙ｢ｼﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀﾛ｣(~18430212)
1829年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ﾙｽﾀﾑ･ｶｰﾝ(⇒1846年､ﾌｾｲﾝ･ｶｰﾝ)｣(~1851年)
1829年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ･ﾍﾗｰﾄ)｢ｶﾑﾗﾝ･ｼｬｰ｣(~1842年没)
1829年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ汗国ﾊﾝ｢ﾑﾗﾄﾞ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1832年)
1829年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ｽﾞﾌｧｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾅｷﾙ･ｴｼﾞｬｲﾌﾞ｣
1829年-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのｼｬﾙｼﾞｬ在住土着代理人｢Mulla Husain｣(~1849年)
1829年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾞﾘｱ公国がﾛｼｱ帝国へ編入
1829年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||ｽﾞﾌｧｰﾙはｵﾏｰﾝに併合(ｵﾏｰﾝ)
1829年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾏｸがﾍﾟﾙｼｬに再編入
1829年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<死去>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾜﾅ･ｱﾏﾃﾞｨ･ﾋﾞﾝ･ﾎﾞｲﾅ･ｺﾝﾎﾞ｣
1829年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<就任>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ首相｢ﾚｲﾝﾒｲ｣(~1830年)
1829年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<即位>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾎﾞｲﾅ･ｺﾝﾎﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾏﾃﾞｨ｣(~1832年)
1829年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ軍総督兼ｷｴﾌ行政区域民事主席管理者｢Pyotr Fyodorovich Zheltukhin
  ｣
1829年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ahmed Bey｣(~1830年)
1829年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ軍総督兼ｷｴﾌ行政区域民事主席管理者｢Boris Yakovlevich Knyazhnin｣
  (~18320203)
1829年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<就任>ﾌｻｲﾝ朝大法官｢ﾗｼｯﾄﾞ･ｱﾙ=ｼｬｷｰﾙ･ｱﾙ=ﾀﾊﾞｱ｣(~1837年)
1829年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｻﾝﾀ･ｺﾝﾊﾞ･ﾀﾞﾝ男爵ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ﾏｾﾄﾞ･ｱﾙﾒｲﾀ
  ﾞ･ｴ･ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ｣(~18340625)
1829年-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督･国務院議長｢ｵﾚｽ･ﾐｼｪﾙ･ｱﾝｼﾞｭ･ﾆｺﾗ･ﾏﾘｰ･ﾌﾟﾚｯﾃｨ･ﾄﾞ･ｻﾝﾀﾝﾌﾞﾛﾜｰｽﾞ｣(2
  回目~18390116)
1829年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾎｾ･ｼﾞｮｱｷﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾘﾏ｣
1829年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ｳﾏﾙ･ｱﾙ･ﾊﾋﾞﾌﾞ｣(~1860年没)
1829年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｶｴﾀｰﾉ･ﾎｾ･ﾉｿﾞﾘｰﾆ｣(1回目~1830年7月)
1829年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｰ･ﾘｰ｣(10回目~1831年)
1829年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Sir James Frederick Lyon｣(~1833年)
1829年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｼﾞｮﾝ･Drayton｣(~1842年)
1829年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾌｧﾌﾞﾚｶﾞ｣(2回目~1830年)
1829年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾚﾓﾝﾄﾊｳｽ開業(ﾎﾞｽﾄﾝ)<本格的な近代ﾎﾃﾙの始まり>
1829年1月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾗ･ﾏﾙ将軍,反乱開始.ﾍﾟﾙｰ軍8千が,ｴｸｱﾄﾞﾙ領内に侵入.ﾍﾟﾙｰ艦隊がｸﾞｱﾔｷﾙを
  占領
1829年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾜｯﾃﾝｳｨﾙ｣Mod(3期目~12.31)
1829年1月1日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ﾌﾗﾝｺ｣(2回目､1.31より代行~5
  .24)
1829年1月1日-09:00|日本|静岡県沼津市|文政11年11月26日|<加増>駿河沼津藩4万石｢水野忠成｣+1万石⇒5万石(
  ⇒天保5(1834)年2月28日､死去)
1829年1月4日-09:00|日本|東京都台東区|文政11年11月29日|<死去>酒井抱一(68歳)絵師､俳人
1829年1月6日-09:00|日本|東京都|文政11年12月|<完成>岩崎灌園｢本草図譜｣(江戸で)
1829年1月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢世襲貴族｣》
1829年1月17日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~18291218没)
1829年1月20日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官代理｢Richard Johnson｣(~18300505死去)
1829年1月21日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｵｽｶﾙ｣(~18720918､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｵｽｶﾙ2世として即位)
1829年1月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾚｼﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18330218)
1829年1月29日-09:00|日本|東京都|文政11年12月24日|<死去>兵法家,平山行蔵(70)
1829年1月30日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ最高国家元首｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾈﾎ･ﾒﾘﾉ･ｹﾞ
  ﾊﾞﾗ｣(~18320329)
1829年1月31日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬﾋﾞｾﾝｼｵ･ｲ･ｶﾗﾌﾏﾅ
  ｣(18310815まで暫定~18390220;18361028~18390220､ﾍﾟﾙｰ･ﾎﾞﾘﾋﾞｱ連邦の保護者)
1829年2月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ｼﾞｪﾙﾄｩﾋﾝ｣
  (~9.14没)
1829年2月4日-09:00|日本|  ||文政12年|<完成>葛飾北斎｢富嶽三十六景｣
1829年2月4日-09:00|日本|  ||文政12年1月|<刊行>柳亭種彦(絵:歌川国貞)｢偐紫田舎源氏｣初編/大奥の生活を
  風刺した
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1829年2月4日-09:00|日本|  ||文政12年1月|<出版>歌川国貞｢三都俳優水滸伝｣
1829年2月4日-09:00|日本|  ||文政12年1月|<出版>葛飾北斎｢忠義水滸画伝｣
1829年2月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<刊行>ﾌﾗﾝｽ｢ﾛﾏﾝ主義｣の詩人･小説家ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾕｺﾞｰ､｢死刑囚最後の日｣
1829年2月8日-09:00|日本|島根県安来市|文政12年1月5日|<死去>松平直行(76歳)前出雲母里藩主
1829年2月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第252代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ12世｣68歳(誕生17600822)
1829年2月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢James Lyon卿｣(~18320721)
1829年2月10日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｸｴﾝｶ,ﾍﾟﾙｰ軍により占領
1829年2月10日-09:00|日本|  ||文政12年1月7日|<死去>3代吉田文三郎(不明)人形浄瑠璃の人形遣い
1829年2月14日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦2月2日|ｵｽﾏﾝ朝がﾛｼｱとｱﾄﾞﾘｱﾉｰﾌﾟﾙ条約を締結
1829年2月17日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢Joseph Wakefield｣(~6.29)
1829年2月19日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾍﾞﾙﾓｱ伯爵ｻﾏｾｯﾄ･ﾛｰﾘｰ･ｺﾘｰ｣(~18320611)
1829年2月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ,ﾀﾙｷの会戦でｽｸﾚ将軍率いるｺﾛﾝﾋﾞｱ軍に敗れ撤退､ｽｸﾚ,ｸｴﾝ
  ｶを奪回
1829年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従事)｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｶﾙﾛ
  ｳﾞｨｯﾁ･ﾎﾞｼｭﾆｬｸ｣(~1830年4月)
1829年3月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｽｸﾚとﾗ･ﾏﾙ将軍とのあいだにﾋﾛﾝ条約.ﾍﾟﾙｰとｴｸｱﾄﾞﾙの境界線は副王領時代
  の境界で確定
1829年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第7代大統領｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｼﾞｬｸｿﾝ｣民主党(~18370303)
1829年3月5日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島指導者｢John Adams(ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･Smith)｣
1829年3月5日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島指導者｢George Nobbs｣(1期目~1832.10)
1829年3月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公ﾋｭｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣(~18301223)
1829年3月7日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｳﾞｨｼﾞﾙ･ｺｶｰﾆｬ
  ｣(~12.2)
1829年3月8日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞｻｰｽﾄ司令官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｯﾄﾝ｣(~8.8)
1829年3月10日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾙｲｽ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(1期目~11.20)
1829年3月11日-09:00|日本|岡山県岡山市|文政12年2月7日|<交替>備前岡山藩31万5千石｢池田斉政｣隠居⇒婿養
  子｢池田斉敏｣が継ぐ(⇒天保13年1月30日(18420311)､死去)
1829年3月11日-09:00|日本|東京都墨田区|文政12年2月7日|<大相撲>文政12年2月場所[江戸本所回向院境内](7
  日間)幕内優勝:(西大関)稲妻,6勝0敗1休
1829年3月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ･ﾑﾙｼｱで地震､死者6千
1829年3月20日-09:00|日本|東京都中央区|文政12年2月16日|<死去>高橋景保.ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件で捕縛後､伝馬町牢屋
  敷で獄死(45歳)天文学者
1829年3月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ･ﾑﾙｼｱで地震､死者2千
1829年3月24日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ｱｷﾝﾌｨ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｿﾛｸﾝｽｷｰ｣(~18330417)
1829年3月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾛｰﾘｯﾂ･ｸﾘｽﾃﾝｾﾝ｣(
  ~18320514没)
1829年3月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第253代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ8世｣(~18301130死去)
1829年3月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｱﾙﾊﾞｰﾆ｣(~18301130)
1829年4月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長代行｢ﾌｱﾝ･ｴｽﾋﾟﾉｰｻ｣(~18300510)
1829年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｿﾞｰﾘ｣
1829年4月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾗﾓﾝｹﾞﾚﾛ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣(~18300204)
1829年4月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ10世｣
1829年4月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~18390119死去)
1829年4月4日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ監督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｺﾙｽﾞ｣(1回目~1830年)
1829年4月5日-09:00|日本|東京都江東区|文政12年3月2日|江戸深川三十三間堂通矢｢五十間堂百射｣で､小倉儀七
  (11歳)が91本(総矢数100中)を記録
1829年4月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰの数学者ﾆｰﾙｽ･ｱｰﾍﾞﾙ/26歳(誕生18020802)
1829年4月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ｼﾞｬｯｸ･ﾆｺﾗ･ﾋﾟｭｰﾙｰ･ﾄﾞ･ﾒﾚｰ｣(~18350503
  没)
1829年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が､ｶﾄﾘｯｸ教徒に対する制限や社会的差別をなくす内容のｶﾄﾘｯｸ教徒
  解放法を制定
1829年4月13日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国連合軍総司令
  官法の守護者｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾓﾗｻﾞﾝ･ｹｻﾀﾞ｣(1回目~6.25)
1829年4月13日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定最高国家元首｢ﾏﾘｱｰﾉ･ｾﾞﾝﾃﾉ｣(~30日)
1829年4月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｶｼｮｴｰﾗで新たに奴隷の反乱.反乱は5日間にわたり続き,敗北後はほとんどの
  参加者がそのまま逃亡
1829年4月17日-09:00|日本|福井県福井市|文政12年3月14日|福井城下で火事,町家141軒など焼失
1829年4月19日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾝﾄﾞｰﾙ｣
1829年4月19日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾒｸﾘﾝ･ｼﾞｭﾆｱ｣(1回目､18290914
  まで代行~18300227)
1829年4月19日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|文政12年3月16日|<交替>遠江横須賀藩35000石｢西尾忠善｣隠居⇒
  四男｢西尾忠固｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年8月7日､隠居)
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1829年4月22日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)代行｢弁務官:ﾏｰｼｬﾙ
  ･ﾍﾞﾈｯﾄ /ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｪﾝﾄﾙ/ｼﾞｮｰｼﾞ･ｷﾞﾌﾞｿﾝ/ｼﾞｮﾝ･ｳｫﾙﾄﾞﾛﾝ･ﾗｲﾄ/ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴｳﾞｧﾝｽ｣(~6.25)
1829年4月22日-09:00|日本|  ||文政12年3月19日|<死去>円山応瑞(64歳)絵師
1829年4月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||最後のﾌﾞﾗｼﾞﾙ部隊,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを離れる.ﾌﾞﾗｼﾞﾙによるｳﾙｸﾞｱｲ占領が終
  結
1829年4月24日 02:00|日本|東京都|文政12年3月21日|(～22日)<江戸文政12年｢己丑の大火｣>巳の刻半(11時ごろ
  )神田佐久間町二丁目河岸の材木商尾張屋徳右衛門所有の材木小屋(飼葉屋:牛馬のえさの草やﾜﾗを商う店､徳
  右衛門の河岸物置とも)から出火､江戸市中はたちまち炎に包まれ一面火の海と化し､翌日朝鎮火/焼失した地
  域は江戸の中心部で､東神田の武家屋敷や町家一円のほか､東は両国橋ぎわ浜町あたりの武家地から永代橋手
  前まで､西は須田町通りの東側から今川橋向本銀町､本町河岸御堀端通り､数寄屋橋外まで｡南は新橋汐留に達
  した/被害は焼失面積259万2000坪(8.6平方km)､町数にして1500町､町家表通り11万3835軒､同裏通り15万5065
  軒､合計36万9512軒､土蔵2982棟､大名屋敷73軒､旗本屋敷130軒､奥医師屋敷30軒､町医師宅279軒が全焼.橋の焼
  失67か所､船の焼失は大船76隻､小舟482艘.町人死亡1856人､武家方死亡945人､合計2801人
1829年4月29日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Aleksandr Ivanovich Kaznacheyev｣(~18370225)
1829年4月30日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首｢ﾌｱﾝ･ﾈﾎﾟﾑｾﾉ･ﾊﾞﾙﾝﾃﾞｨｱ･ｾﾍﾟﾀ
  ﾞ｣(2回目~8.30)
1829年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾝｸﾞﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1872年没)
1829年5月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《歌曲集｢白鳥の歌｣》
1829年5月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｼﾌｼﾞｬｰ王朝ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾆｻﾞﾑ｢ﾅｰｼﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~18570516死去)
1829年5月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Juan Serrano y Reyna｣(~1830年)
1829年5月3日-09:00|日本|  ||文政12年4月|<出版>葵岡北渓｢三才月百首｣
1829年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの医者で物理学者､考古学者ﾄﾏｽ･ﾔﾝｸﾞ/55歳(誕生17730613)
1829年5月10日-09:00|日本|  ||文政12年4月8日|<出版>大石真虎･歌川国芳･渓斎英泉等｢神事行燈｣三編
1829年5月11日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾋﾟｴｰﾙｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ﾌﾞﾛｳ ｣(~18310527)
1829年5月15日-09:00|日本|東京都|文政12年4月13日|<死去>初代･船遊亭扇橋(落語家)
1829年5月16日-09:00|日本|東京都|文政12年4月14日|<死去>2代桜田治助(62歳)歌舞伎作者
1829年5月16日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|文政12年4月14日|<死去>松平忠宝(60歳)前摂津尼崎藩主
1829年5月16日-09:00|日本|福井県福井市|文政12年4月14日|福井城下で火事,町家497軒･時鐘など焼失
1829年5月17日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰで憲法制定を祝う民衆が軍隊と衝突
1829年5月18日-09:00|日本|  ||文政12年4月16日|<死去>2代花沢伊右衛門(不明)浄瑠璃三味線方
1829年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｻﾞｰﾑ藩王｢ﾅｰｼﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~18570517死去)
1829年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ﾅｾﾙ･ｱﾄﾞ=ﾀﾞｳﾗ･ﾌｧﾙｸﾝﾀﾞ･ｱﾘ･ｱｻﾌ･ｼﾞｬ
  ｰ4世｣(~18570516没)
1829年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ﾍﾟｰﾀｰ1世(ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣74歳
1829年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ｱｳｸﾞｽﾄ(ﾊﾟｳﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ)｣ﾍﾟｰﾀｰ1世の子(~1853022
  7死去69歳)
1829年5月25日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾋｭｰｽﾄﾝ｣(2回目~1830年5月)
1829年5月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||(独)南･北ﾄﾞｲﾂ関税同盟間に通商条約締結
1829年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの化学者ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾃﾞｰｳﾞｲｰ/50歳(誕生17781217)/鉱山用ﾗﾝﾌﾟを発明
1829年6月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾛｰﾚﾝﾂ･ｱﾝﾍﾙ･ｸﾘｰｶﾞｰ｣(18310402まで代行~1837年6月
  没)
1829年6月1日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Louis Jean-Guillaume Jubelin｣(1期目~18340424)
1829年6月2日-09:00|日本|  ||文政12年5月|<出版>葵岡北渓｢本朝狂歌英雄集｣｢狂歌桂花集｣
1829年6月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Francisco Manrique de La
  ra del Castillo｣(~18331231死去)
1829年6月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍外輪ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌﾙﾄﾝ｣(1450t)爆発事故により破壊
1829年6月6日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｴﾝﾃ(暫定最高首長)｣(~9.1)
1829年6月9日-09:00|日本|新潟県新潟市|文政12年5月8日|直江津今町に米騒動が起こり,米屋･町役人宅9軒が打
  ちこわされる
1829年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界最初ﾎﾞｰﾄﾚ-ｽ､ﾃﾑｽﾞ川のﾍﾝﾚｰで開催/ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ大がｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大に勝利
1829年6月10日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Louis Elie Vernet｣(~18320910)
1829年6月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱで初のﾙｰﾏﾆｱ語誌が刊行
1829年6月14日-09:00|日本|福島県白河市|文政12年5月13日|<死去>松平定信(72歳､宝暦8(1758)1227生)前陸奥
  白河藩主､元老中/寛政の改革を推進した
1829年6月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾎﾙｽﾀｲﾝ｣(1期目~18300315)
1829年6月17日-09:00|日本|栃木県さくら市|文政12年5月16日|<死去>喜連川恵氏(78歳)前下野喜連川藩主
1829年6月18日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地が設立される
1829年6月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾛﾊﾞｰﾄ･ﾋﾟｰﾙ内相が､強盗の横行するﾛﾝﾄﾞﾝの治安を守るために警察を
  組織
1829年6月20日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Louis Henri de Saulces de Freycinet｣(~
  18300201)
1829年6月23日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Antonio Jose de Sousa Manuel de 
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  Lib Menezes Severim de Noronha｣(~18320604)
1829年6月25日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者代行(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｱﾚｸ
  ｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ｣(1回目~1830年1月)
1829年6月25日-09:00|日本|広島県広島市|文政12年5月24日|暴風雨･洪水,広島領の流失倒壊家屋162軒,死者14
  人
1829年6月26日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国上院議長｢ﾎｾ･
  ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾚｶﾞﾗﾄﾞ｣(~18300916)
1829年6月28日-09:00|日本|静岡県藤枝市|文政12年5月27日|<死去>駿河田中藩4万石｢本多正意｣(46歳)⇒長男｢
  本多正寛｣が継ぐ(⇒安政7(1860)年2月17日､死去)
1829年6月29日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官｢James Thomas Morisset｣(~18340417)
1829年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ,ﾒｷｼｺ奪回をめざし攻撃開始/ｽﾍﾟｲﾝ軍三千名がﾀﾝﾋﾟｺ要塞を占領
1829年7月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国国務院副議長兼閣僚評議会議長｢ｵﾗﾆｴ･ﾅｯｿｰ公ｳｨﾚﾑ･ｳﾞｧﾝ･ﾅｯｿｰ
  (=ｳﾞｨﾚﾑ2世)｣(~18401007)
1829年7月1日-09:00|日本|東京都|文政12年6月|江戸で赤痢などが流行し､多数の死者がでる
1829年7月2日-09:00|日本|和歌山県|文政12年6月2日|<死去>徳川重倫(84歳)前紀州藩主
1829年7月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｯﾀ｣》
1829年7月6日-09:00|日本|東京都|文政12年6月6日|<死去>鹿津部真顔(77歳)狂歌師､戯作者
1829年7月7日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｹﾈﾃﾞｨｰ｣(1期目~11.2
  )
1829年7月7日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Frederik Ludvig Chr
  istian Pentz Rosenorn｣(1期目⇒2.20総督~18300515)
1829年7月16日-09:00|日本|  ||文政12年6月16日|<死去>近藤重蔵(59歳)旗本､探検家/5度にわたって蝦夷地探
  検をおこなった
1829年7月18日-09:00|日本|富山県魚津市|文政12年6月18日|魚津の町民が祭礼中止に反対して騒動をおこす
1829年7月21日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙみずからのひきいるｺﾛﾝﾋﾞｱ軍,苦戦の末ｸﾞｱﾔｷﾙを奪還
1829年7月25日-09:00|日本|  ||文政12年6月25日|<死去>喜多古能(88歳)能役者
1829年8月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｺｽﾀﾘｶは､中米連邦を一時脱退
1829年8月 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾎﾝﾃﾞｭﾗｽ=ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ連合軍を率いたﾓﾗｻﾝ,二千の兵をひきいｸ
  ﾞｱﾃﾏﾗに進攻.ｱﾙｾを辞任に追い込み権力を掌握
1829年8月1日-09:00|日本|  ||文政12年7月2日|<死去>鳥文斎栄之(74歳)浮世絵師
1829年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾙ(ｸﾞﾘｴﾙﾓ･ﾃﾙ)｣》
1829年8月4日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾚｯｾﾙの発明したｽｸﾘｭｰ船｢ｿｳﾞｧ｣号初航海
1829年8月4日-09:00|日本|福島県いわき市|文政12年7月5日|<交替>陸奥磐城平藩67000石｢安藤信義｣隠居⇒従弟
  ｢安藤信由｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年6月5日､死去)
1829年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第8代首相｢ｼﾞｭｰﾙ･ｵｴｷﾞｭｽﾄ･ｱﾙﾏﾝ･ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾎﾟﾘﾆｬｯｸ｣(~18300729)
1829年8月8日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞｻｰｽﾄ司令官代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｬｸｿﾝ｣(~18300128)
1829年8月9日-09:00|日本|  ||文政12年7月10日|幕府一朱銀通用始まる
1829年8月13日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Manuel Genaro de Villota｣(~1831.7
  )
1829年8月13日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>外交関係委任ｻﾝﾀﾌｪ総督｢ｽﾀﾆｽﾗｵ･ﾛﾍﾟｽ｣(~26日)
1829年8月18日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||最初の自由主義的憲法が制定される
1829年8月21日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾊﾟｳﾛﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~1832012
  9没)
1829年8月22日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱ軍がｴﾃﾞｨﾙﾈを占領し､ｵｽﾏﾝ帝国の首都ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙに迫る
1829年8月25日-09:00|日本|大分県佐伯市|文政12年7月26日|<死去>毛利高誠(54歳)前豊後佐伯藩主
1829年8月26日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>外交関係委任ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ総督｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｳﾞｨｱﾓﾝﾃ･ｺﾞﾝｻﾚｽ｣(1回目~12.8)
1829年8月30日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾓﾘｰﾅ･ﾏｻﾞﾘｴｺﾞ
  ｽ｣(~18301027)
1829年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Jose Antonio Chaves｣(~1832年)
1829年9月1日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｶﾞﾏﾗ･ｲ･ﾒｼｱ｣(1回目､12.20まで暫定~1833122
  0)
1829年9月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1829年9月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣先代の息子(~18510303死去)
1829年9月9日-09:00|日本|茨城県牛久市|文政12年8月12日|<死去>常陸牛久藩1万石｢山口弘致｣(49歳)⇒10月3日
  ､長男｢山口弘封｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年8月16日､隠居)
1829年9月12日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国はｷﾞﾘｼｬ独立戦争の最終戦でﾍﾟﾄﾗで敗北(ｵｽﾏﾝ帝国の守備隊は18
  330331にｱｸﾛﾎﾟﾘｽを出発)
1829年9月14日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾎﾟﾃｨ港をﾛｼｱに譲渡
1829年9月14日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｱ解放戦争をめぐって始まったｵｽﾏﾝ帝国とﾛｼｱの戦争が､ｴﾃﾞｨﾙﾈ(旧ｱﾄﾞﾘ
  ｱﾉｰﾌﾟﾙ)で講和条約が結ばれて終結
1829年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国とﾛｼｱの間のｱﾄﾞﾘｱﾉｰﾌﾟﾙ条約によってﾜﾗｷｱはﾄﾞﾅｳ川の北に
  ある3つの小さなｵｽﾏﾝ帝国の領土(ﾌﾞﾗｲﾗ､ｼﾞｭﾙｼﾞｭ､ﾄｩﾙﾇ)を取り戻す



1830迄(2634件)

1829年9月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ,奴隷制廃止を宣言
1829年9月16日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾗﾓﾝ･ﾃﾞ･ﾋﾞｷｭｰﾅ･ﾗﾗｲﾝ(最高首長)｣(1回目~10.19)
1829年9月22日-09:00|日本|香川県高松市|文政12年8月25日|<死去>松平頼儀(55歳)前讃岐高松藩主
1829年9月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ銀行,資金難から倒産に追い込まれる
1829年9月24日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|文政12年8月27日|<死去>摂津尼崎藩48000石｢松平忠誨｣(27歳)⇒10月
  2日､叔父｢松平忠栄｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年8月6日､隠居)
1829年9月28日-09:00|日本|東京都中央区|文政12年9月|<初演>｢菊蝶車籬妓｣<三ｯ面子守>[作･津村治兵衛､曲･名
  見崎徳治,振･西川扇蔵]河原崎座
1829年9月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで穴あきﾄﾞﾙの使用禁止*推定残存数:ﾘﾝｸﾞが1000枚､ﾀﾞﾝﾌﾟが200枚
1829年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍に伝染病患者が続出.戦闘力を失ったｽﾍﾟｲﾝ軍は降伏し撤退
1829年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾒﾙｸﾘ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣
1829年10月16日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ州のｺﾃﾋﾍﾟ農場で奴隷の反乱
1829年10月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでﾃﾞﾗｳｪｱ･ﾁｪｻﾋﾟｰｸ運河が開通
1829年10月19日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾋﾟﾝﾄ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟｴﾝﾃ｣(2回目~11.2)
1829年10月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ､陪審法施行される｡12人の市民からなる陪審裁判を一般法
  廷で保証
1829年10月22日-09:00|日本/ﾄﾞｲﾂ|  ||文政12年9月25日|幕府ｼｰﾎﾞﾙﾄを国外追放処分
1829年10月28日-09:00|日本|  ||文政12年10月|<刊行>植物学者･伊藤圭介｢泰西本草名疏｣
1829年10月30日-09:00|日本|東京都|文政12年10月3日|<死去>2代坂東三津五郎(80歳)歌舞伎役者
1829年10月31日-09:00|日本|茨城県水戸市|文政12年10月4日|<死去>常陸水戸藩35万石｢徳川斉脩｣(33歳)⇒16日
  ､弟｢徳川斉昭｣が継ぐ(⇒天保15(1844)年5月6日､強制隠居)
1829年11月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾌﾚｲﾚ,ふたたびｸｰﾃﾞﾀｰを試みるが失敗
1829年11月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ議会,最高統領としてのﾊﾟｴｽの再承認などを決議.ﾊﾟｴｽ,ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗのｸﾞﾗﾝ
  ｺﾛﾝﾋﾞｱからの分離を宣言
1829年11月2日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾋﾙｸﾞﾛｰﾌﾞ･ﾀｰﾅｰ卿｣(2期目~1830
  0730)
1829年11月2日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾗﾓﾝ･ﾃﾞ･ﾋﾞｷｭｰﾅ･ﾗﾗｲﾝ(最高首長)｣(2回目~12日)
1829年11月3日-09:00|日本|東京都江東区|文政12年10月7日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十間堂百射｣､小倉儀七
  (13歳)が100本(総矢数100中)を記録｡完全記録
1829年11月3日-09:00|日本|東京都江東区|文政12年10月7日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十五間堂千射｣､小倉儀
  七(13歳)が965本(総矢数1000中)を記録
1829年11月3日-09:00|日本|東京都江東区|文政12年10月7日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十五間堂百射｣､小倉儀
  七(13歳)が96本(総矢数100中)を記録
1829年11月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｶﾗﾍﾞﾗｽ侯爵ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ ｶﾙﾈｲﾛ･ﾃﾞ･ｶﾝﾎﾟｽ｣(3回目~18
  300812)
1829年11月6日-09:00|日本|  ||文政12年10月10日|<死去>小金厚丸(不明)狂歌師､戯作者
1829年11月7日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ｲ･ｾﾗｰﾉ(ｻﾝﾃｨｱｺﾞ政府委員会議長)｣(2回目~12.1
  6)
1829年11月9日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｶｰﾏｲｹﾙ･ｽﾐｽ｣(~18330601)
1829年11月10日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ大統領代理｢ｴｽﾀﾆｽﾗｵ･ﾍﾞﾙｶﾞﾗ･ｲ･ｻﾝﾀﾏﾘｱ｣(~12.10)
1829年11月15日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝ･ｽﾄﾙｰｽ｣(~1831011
  2)
1829年11月18日-09:00|日本|東京都墨田区|文政12年10月22日|<大相撲>文政12年10月場所[江戸本所回向院](10
  日間)幕内優勝:(西大関(横綱))稲妻,8勝0敗1分1休
1829年11月20日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞﾊｰﾃｨ｣(1期目~18300215
  )
1829年11月21日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで､ｴｼﾞｬﾝﾄﾝ･ﾗｲｱｿﾝが､ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ紙を発行
1829年11月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｲｴﾝ侯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾗｲｴﾝ｣63歳
1829年11月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱとﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ議長｢ﾊﾟｳﾞｪﾙ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ･ｷｾﾚﾌ｣(~
  1834年7月)
1829年11月26日-09:00|日本|  ||文政12年11月|<刊行>旗本･水野忠暁｢草木錦葉集｣
1829年11月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･道光9年11月|京畿･江原道一帯で海賊の変乱が発生
1829年11月27日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｴﾘｰ湖とｵﾝﾀﾘｵ湖をつなぐｳｪﾗﾝﾄﾞ運河が開通
1829年12月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀﾞｹﾞｽﾀﾝとﾁｪﾁｪﾝのｲﾏｰﾑ｢ｶﾞｼﾞｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ｷﾞﾑﾗｳﾞｨｰ｣(~18321029
  没)
1829年12月2日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾓﾗｻﾞﾝ･ｹｻﾀﾞ｣(
  2回目~18300728)
1829年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ｹﾘｰ伯｢ﾒｽｳﾞｪﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣
1829年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ｹﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾐﾗｰ･ｱｰｽｷﾝ｣9代ﾏｰ伯(~18660619死去)
1829年12月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督がﾋﾝﾄﾞｩｰ寡婦の殉死慣習の禁止条例を布告
1829年12月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ｼﾞｮﾅｽ･ｺﾚｯﾄ｣(1回目~18330720)
1829年12月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>外交関係委任ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ総督｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ･ｲ･



1830迄(2634件)

  ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｵｿﾙﾆｵ｣(1回目~18321217)ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州の大地主でｶﾞｳﾁｮの頭目､諸州の連邦派を糾合/ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽを占領
  ､独裁政治が始まる
1829年12月11日-09:00|日本|兵庫県丹波市|文政12年11月16日|<交替>丹波柏原藩2万石｢織田信守｣隠居⇒養子｢
  織田信古｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年3月9日､隠居)
1829年12月18日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ副総督代理｢ｵｰｶﾞｽﾁﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ｴｳﾞｧﾝｽﾞ｣
  (1期目~18300112)
1829年12月18日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ副総督)代行｢ｵｰｶﾞｽﾃ
  ｨﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ｴｳﾞｧﾝｽ｣(1回目~18300112)
1829年12月18日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｴﾘｵｯﾄ･ﾃﾞﾙﾎｽﾃ｣(~26
  日)
1829年12月18日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾎﾞｶﾈｸﾞﾗ･ｲ･ﾋﾞﾗﾙﾊﾟﾝﾄﾞ｣(~23日)
1829年12月22日-09:00|日本|東京都|文政12年11月27日|<死去>4代鶴屋南北(75歳､宝暦5(1755)年生)歌舞伎･狂
  言作家/｢東海道四谷怪談｣などの作者
1829年12月23日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢暫定最高行政権:ﾎｾ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ/ﾙｰｶｽ
  ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ﾊﾟｳﾗ･ｱﾗﾏﾝ･ｲ･ｴｽｶﾙﾀﾞ/ﾎｾ･ﾙｲｽ･ｷﾝﾀﾅｰﾙ･ｲ･ｿﾄ｣(~18300101)
1829年12月24日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ県統治委員会:ﾎｾ･ﾄﾏｽ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞｼﾞｪ･ﾍﾞｻﾆｰｼﾞｬ/ｲｼﾄ
  ﾞﾛ･ﾃﾞ･ｴﾗｽﾘｽ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾄﾞｩﾅｰﾃ/ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲﾊﾞﾆｪｽ(18300101から)｣(~18300217)
1829年12月25日-09:00|日本|愛知県刈谷市|文政12年11月30日|<死去>三河刈谷藩23000石｢土井利以｣(34歳)⇒翌
  年1月21日､次男｢土井利行｣が継ぐ(⇒天保9(1838)年9月10日､死去)
1829年12月26日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏﾚﾝ｣(~18300101)
1829年12月28日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ｣(1期目
  ~18300113)
1829年12月28日-09:00|日本|福井県福井市|文政12年12月3日|丹生郡鮎川浦などの漁船17艘遭難,139人行方不明
1829年12月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政12年12月5日|<死去>豊田貢.捕縛され､引き回しの上磔刑に処さ
  れた(56歳)大坂のｷﾘｼﾀﾝ
1830年-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||<即位>ｻﾓｱ王｢ﾏﾘｴﾄｱ･ｳﾞｧｲｲﾇﾎﾟ･ﾀｳﾞｨﾀ｣(~1842年)
1830年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Soane-Patita Vaimua Lavelua1世｣(2期目~1858年)
1830年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Sikandar Kudratullah ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾙﾙ･Azam bin Raja Tiwa｣
  (~1854年死去)
1830年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono7世｣(~18580510死去)
1830年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<退位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono6世｣(~18490602死去)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国摂政｢ｼﾞｪｲﾑｿﾝ｣(~1838年)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｾﾅﾎﾟﾃｨ･ﾄｩﾗﾗﾑ･ﾀｵｾﾝ｣(~1832年)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾞﾝﾄﾞ･ｼﾝ｣ｲｷﾞﾘｽ保護領として再興(2回目~1845年)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｿ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ｲｼｭﾜﾘ･ｼﾝ｣(~1860年没)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｸﾞﾆ国統治者(ﾗｵ)｢ﾎﾞﾊﾟｰﾙ･ｼﾝ｣(~1870年没)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｲｼﾝｼﾞ･ｱﾊﾞｼﾝｼﾞ｣(~1854年)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｷﾞﾗﾃｨ･ﾏﾋﾝﾄﾞﾗ｣(~1877年没)､摂政｢ｽｻﾝﾀ･ﾗｲ｣(~1844年)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾎﾞﾊﾟｰﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1853年没)
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹｵﾝﾀｰﾙ国ｼﾑﾗをｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに割譲
1830年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｿﾊﾜﾙ国をｲｷﾞﾘｽが統治(~1833年)
1830年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾄﾞﾙ国支配者(ｶｰﾝ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾏﾝ･ｶｰﾝ｣建国(~1879年)
1830年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾗｽﾍﾞﾗ国ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ｢ﾐｰﾙ･ｶｰﾝ2世｣(1回目~1869年)
1830年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾝｸｲ汗国ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾀﾞﾙｱｼﾞｽﾞｶｰﾝ｣(~1835年)
1830年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｲﾘｽ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｰｻ･ﾍﾞｯｸ｣(~同年)⇒｢ﾀﾞﾆﾔﾙ･ﾍﾞｸ｣(1回目~1844年)
1830年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<就任>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ首相｢ｱﾝﾄﾞﾘｱ･ﾐﾊｼﾞｬ｣⇒｢ﾗｲﾆﾊﾛ｣(~18521018没)
1830年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢Ghalib ibn Muhsin al-Kathir｣(~1880年)
1830年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Fumo Bakari ibn Shaykh, Mfalume｣(~1840年)
1830年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾑﾜﾘ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗﾏﾈﾀｶ｣ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙからの移民が独立したｽﾙﾀﾝ国として設立(~1842
  年没)
1830年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾙｱﾊｻがﾈｼﾞｭﾄﾞ首長国に占領される(~1838年)
1830年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Trabzonlu Ali Pasha｣(~同年)⇒｢Bendereli Selim 
  Mehmed Pasha｣(~1831.11)
1830年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ､ﾎﾟｼﾞｰﾘｬ臨時総督｢Yakov Alekseyevich Potyomkin｣(~1831年死去
  )
1830年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ･ﾑﾊｯｼﾙ｢ｱﾘ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~18311218)
1830年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｶﾗﾝｶﾞ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ｼﾞｪｶ｣(~1849年)
1830年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉﾎﾞﾛｼﾔ=ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督代理｢Afanasiy Ivanovich Krasovskiy｣(~1831年)
1830年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾏｰﾘ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁﾋﾞ1世ﾀﾍﾞﾝｹﾞﾙｳｪｷﾞ｣
1830年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ﾙｲ･ｼｬﾙﾙ｣(~18960626死去)
1830年-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ監督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾞｰｸﾛﾌﾄ｣(1回目~1831年)
1830年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾏﾗﾃﾞｨ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ｶﾂｨﾅ)｢ﾗｳﾀﾞ･ﾀﾞﾝ･ﾏｶﾞｼﾞ｣(~1835年)
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1830年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ｱﾗｰﾌｨﾝ｢ｱﾏﾄﾞ｣(~1833年)
1830年-01:00|中央ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾙ･ｱﾙ･ｸﾃｨ国ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾞｭｸﾞﾙﾄｩﾑ(亡命したﾊﾞｷﾞﾙﾐｱの王子)｣建国(~1870年頃)
1830年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ3世｣(~1831年)
1830年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｸﾞｯﾄﾞﾙﾌｨﾑ｣(3回目)
1830年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｶﾌﾞ統治者(ｵｳﾎﾞﾃ)｢ｳﾄｩﾝ｣(~1865年頃)
1830年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Joaquim Bento da Fonseca｣(~1834年)
1830年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島知事(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Frederik Ferdinand Tillisch｣(~1837年)
1830年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島大統領｢ｼﾞｮﾝ･Middleton Donovan｣(~183
  7年)
1830年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｴｽﾋﾟﾅｰﾙ｣(2回目~12月)
1830年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ｱｲﾙﾏｰ男爵ﾏｼｭｰ･ﾎｲｯﾄﾜｰｽ=ｱｲﾙﾏｰ｣(~1835年)
1830年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｶﾞﾙｼｱ5世｣
1830年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ2世｣(~1842年
  没)
1830年1月 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｺｯｸﾊﾞｰﾝ｣(~1836
  年3月)
1830年1月 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾏｱﾚﾊﾞ統治者｢Te-Ma-puteoa｣(~18570620死去)
1830年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ｴﾏﾇｴﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾌｨｯｼｬｰ｣(~12.31)
1830年1月1日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾟﾜｰ｣(~2.1)
1830年1月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ｱﾅｽﾀｼｵ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ･ｲ･ｵｾｹﾞﾗ｣(1回目､2.4まで代行~18321
  226)
1830年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<創刊>ﾀﾚｰﾗﾝやﾗ･ﾌｧｲｴｯﾄが後援する｢自由派｣の新聞｢ﾅｼｵﾅﾙ｣紙/編集者ﾃｨｴｰﾙは､｢
  名誉革命｣を理想とし､｢君臨すれども統治せず｣の原則を打ち出し､｢ｵﾙﾚｱﾝ家｣への政権交代を主張
1830年1月3日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾊﾟｴｽ,ｺﾛﾝﾋﾞｱからの完全独立をもとめ反乱開始
1830年1月10日-09:00|日本|栃木県佐野市|文政12年12月16日|<加増>下野佐野藩13000石｢堀田正敦｣+3000石⇒16
  000石(⇒天保3(1832)年1月29日､隠居)
1830年1月12日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ副総督代理｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾚｰﾝ･ﾌﾚｲｻﾞｰ｣(~18300
  425)
1830年1月12日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ副総督)代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞ
  ｰ･ﾏｸﾘｰﾝ･ﾌﾚｲｻﾞｰ｣(~4.25)
1830年1月13日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督｢ﾅｻﾞﾆｴﾙ･ｼｪﾌｧｰﾄﾞ･ﾌﾞﾗｯｸｳｪﾙ｣(2期
  目~18330412)
1830年1月13日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国国家元首｢｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾟｴｽ｣大ｺﾛﾝﾋﾞｱから離脱独立(1
  期目⇒5.27国家主席⇒18310411大統領~18350120)PC
1830年1月15日-09:00|日本|  ||文政12年12月21日|<死去>歌川豊広(57歳)浮世絵師
1830年1月16日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Johannes van den Bosch｣(~18330702)
1830年1月18日-09:00|日本|長崎県五島市|文政12年12月24日|<交替>肥前福江藩12530石｢五島盛繁｣隠居⇒長男｢
  五島盛成｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年1月21日､隠居)
1830年1月25日-09:00|日本|ｾﾌﾞﾝ&ｱｲ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|文政13年|初代十合伊兵衛が古着屋｢大和屋｣を大阪坐摩神社近
  くに開業
1830年1月25日-09:00|日本|富山県|文政13年|胃腸薬の｢越中反魂丹｣創製
1830年1月25日-09:00|日本|  ||文政13年1月|<出版>葵岡北渓｢狂歌東関駅路鈴｣
1830年1月25日-09:00|日本|  ||文政13年1月|<出版>歌川国貞｢劇場一観顕微鏡｣
1830年1月25日-09:00|日本|  ||文政13年1月|<出版>喜多川豊春｢拳独稽古｣
1830年1月25日-09:00|日本|  ||文政13年1月|<出版>柳川重信｢狂歌百千鳥｣
1830年1月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|文政13年1月|<初演>｢雁のたより｣[作･金澤龍玉,(三代目歌右衛門)],
  角の芝居
1830年1月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾌﾗﾝｿﾜ･ｵﾍﾞｰﾙ《歌劇｢ﾌﾗ･ﾃﾞｨｱｳﾞｫﾛ｣》
1830年1月28日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞｻｰｽﾄ副総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｨﾝﾄﾞﾚｰ･ｼﾞｭﾆｱ｣(~4.3)
1830年2月1日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｧｰｶｰｿﾝ｣(1回目~18
  310110)
1830年2月1日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ暫定知事｢Joseph Gerodias｣(~同年)
1830年2月3日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ議定書によって､ｷﾞﾘｼｱがｵｽﾏﾝ帝国から独立することが承認される
1830年2月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢気違いのふりをする人たち｣》
1830年2月15日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾙｲｽ･ｸﾞﾗﾝﾄ卿｣(2期目~5.15)
1830年2月16日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ最高国家元首代行｢ﾎｾ･ﾀﾞﾐｱﾝ･ｳﾞｨﾗｺ
  ﾙﾀ･ｹｲﾝｽﾞ｣(~25日)
1830年2月18日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾌﾗﾝﾂ･ｱﾝｿﾆｰ･ﾊﾟｽｸｱﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｱｾﾝｼｵﾝﾙｲｽﾃﾞﾀｸﾞﾚ･ｲ･ﾎﾟﾙﾀﾚｽ｣(~
  3.31)
1830年2月19日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ･ｺｰｽﾄ商人委員会総裁｢George Maclean｣(1期目~18
  360626)
1830年2月23日-09:00|日本|  ||文政13年2月|<出版>葵岡北渓｢三才雪百首｣
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1830年2月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾕｺﾞｰの｢ｴﾙﾅﾆ｣がﾊﾟﾘのｺﾒﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞで上演される
1830年2月27日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人代行｢ｼﾞｮﾝ･ｳｫﾚｽ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ｣(~4.12)
1830年2月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ﾉｱの大洪水｣》
1830年3月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||重税に苦しむｷﾄ州,独立を宣言しｴｸｱﾄﾞﾙを名乗る/まもなくｸﾞｱﾔｷﾙ,ｸｴﾝｶ
  が加わる
1830年3月1日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|文政13年2月7日|<交替>肥前佐賀藩32万石｢鍋島斉直｣隠居⇒十七男｢鍋
  島直正｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年11月20日､隠居)
1830年3月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾍﾞｯﾘｰﾆ《歌劇｢ｷｬﾋﾟｭﾚｯﾄ家とﾓﾝﾀｰｷﾞｭ家｣》
1830年3月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相｢ﾙｲｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾑｰｼﾞｰﾆｮ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｹﾙｸ｣(1期目~183107
  02)
1830年3月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<初演>ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼｮﾊﾟﾝ《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第2番ﾍ短調Op.21》
1830年3月18日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ|  |||ﾓｰﾘｼｬｽのﾌｧﾗｹﾞｰが彗星C/1830F1(1830年の大彗星)発見
1830年3月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｼｬﾙﾙ10世が下院を解散
1830年3月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ｷｼｮｰﾙ･ﾏｰﾆｰｷﾔ｣(~18490403没)
1830年3月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣
1830年3月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣(~18520424死去)
1830年4月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ総督｢ｲｵｱﾆｽ･ｲﾘｵｳ･ﾏｳﾞﾛﾐﾊﾘｽ(ﾗｺﾆｱで反乱)｣(~5月)
1830年4月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ,大ｺﾛﾝﾋﾞｱ連邦より脱退
1830年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾛﾝﾌｪﾙﾆｰﾆ｣
1830年4月1日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞｼﾞｪ･ﾍﾞｻﾞﾆｰﾘｬ｣(~18310321)
1830年4月3日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞｻｰｽﾄ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾚﾝﾄﾞｰﾙ｣(~18370920没)
1830年4月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣76歳
1830年4月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍｯｾﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世の息子(~18480616死去)
1830年4月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでｼﾞｮｾﾞﾌ･ｽﾐｽ､末日聖徒ｲｴｽ･ｷﾘｽﾄ教会(ﾓﾙﾓﾝ教会)創設
1830年4月6日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ､ｱﾒﾘｶ人のﾃｷｻｽ移住禁止法制定
1830年4月7日-09:00|日本|東京都墨田区|文政13年3月15日|<大相撲>文政13年3月場所[江戸本所回向院](10日間
  )幕内優勝:(西大関(横綱))稲妻,8勝0敗2休
1830年4月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ市内で奴隷の反乱.奴隷市場を襲撃.50人が殺され41人が捕らえられ
  る
1830年4月12日-09:00|日本|千葉県野田市|文政13年3月20日|<死去>久世広運(32歳)下総関宿藩主
1830年4月13日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人代行｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ･ｼﾆｱ｣(
  1回目~12.4)
1830年4月17日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督兼総司令官｢Juan Antonio Lavalleja y de la Torre｣(
  2期目~11.6)
1830年4月17日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘで､保守党のﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾎﾟﾙﾀﾚｽが新民主自由主義党との内戦に勝つ
1830年4月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Alvaro da Costa de Sousa e Macedo｣(~18340713)
1830年4月23日-09:00|日本|徳島県徳島市|文政13年閏3月1日|四国阿波よりおかげ参り始まる
1830年4月25日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗﾚｵﾈ副総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･G.ﾌｨﾝﾄﾞﾚｲ｣(~18320612)
1830年4月25日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｶﾞｰﾅ/ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ総督(ｼｴﾗﾚｵﾈ副総督)｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･G･
  ﾌｨﾝﾄﾞﾘｰ｣(~18320612)
1830年5月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜ戦争が終結し､ｵﾗﾝﾀﾞがｼﾞｬﾜ全域を直轄領とする
1830年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ卿｣(2回目~1831年6月)
1830年5月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｺｽﾀﾘｶ,中米連邦に復帰
1830年5月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Louis Francois｣(2期目~18310708)
1830年5月3日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>南ｺﾛﾝﾋﾞｱ国最高長官(⇒8.14暫定大統領⇒9.22大統領)｢ﾌｧﾝ･ﾎｾ･ﾌﾛｰﾚｽ｣
  (~18340910)
1830年5月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<辞任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国大統領｢ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ｣
1830年5月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国大統領代行｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｶｲｾﾄﾞ･ｲ･ｻﾝｽ･
  ﾃﾞ･ｻﾝﾀﾏﾘｱ｣(1回目~9.4)
1830年5月5日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｻﾊﾞ島副司令官代理｢Richard Johnson｣
1830年5月5日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官｢Thomas Dinzey Winfield｣(~18331120)
1830年5月10日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾆｶﾗｸﾞｱ首長｢ﾎｾ･ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ
  ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞﾙ･ｳﾞｧｯﾚ｣(~1833年11月)
1830年5月13日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||大ｺﾛﾝﾋﾞｱから南ｺﾛﾝﾋﾞｱ国独立
1830年5月15日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Lewin Jurgen Rothe
  ｣(1期目~6.30)
1830年5月15日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞﾊｰﾃｨ｣(2期目~6.3)
1830年5月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの数学者･物理学者ﾌｰﾘｴ/62歳(誕生17680321)ﾌｰﾘｴ級数の理論を作
  った
1830年5月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ議会総選挙で反政府派が過半数を獲得
1830年5月16日-09:00|日本|  ||文政13年閏3月24日|2代大谷友右衛門(62歳)歌舞伎役者
1830年5月16日-09:00|日本|東京都|文政13年閏3月24日|<死去>石川雅望(78歳)狂歌師､国学者､戯作者
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1830年5月22日-09:00|日本|  ||文政13年4月|<出版>歌川国直｢神事行燈｣四編
1830年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米ﾎﾞｽﾄﾝでｻﾗ･ｼﾞｮｾﾌｧ･ﾍｲﾙの詩｢ﾒﾘｰさんのひつじ｣発刊
1830年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞﾙﾃｨﾓｱとｵﾊｲｵ間の鉄道の最初の1区間が開通
1830年5月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ10世､｢ｵｽﾏﾝ帝国｣の属領ｱﾙｼﾞｪﾘｱに出兵
1830年5月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ連邦議会で､ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ強制移住法が可決される/北部の部族は移住に応じる
  が,部分的に農耕を営んでいた南部のｲﾝﾃﾞｨｱﾝ五部族は,強制移住令に抗議し抵抗･反乱
1830年5月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ連邦議会で公有地先買権法制定
1830年5月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｬｸｿﾝ大統領､ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ道路拡張法案に署名
1830年6月1日-09:00|日本|  ||文政13年4月11日|<死去>2代松井幸三(38歳)歌舞伎作者
1830年6月1日-09:00|日本|福岡県柳川市|文政13年4月11日|<死去>筑後柳河藩104200石｢立花鑑賢｣(42歳)⇒次男
  ｢立花鑑備｣が継ぐ(⇒弘化3年3月24日(18460419)､死去)
1830年6月3日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ｽﾐｽ卿｣(2期目~1831
  1205)
1830年6月4日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||元ﾎﾞﾘﾋﾞｱ大統領ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｽｸﾚ,ｴｸｱﾄﾞﾙ初代大統領として赴任の途中,ｺﾛﾝﾋﾞ
  ｱ南部の町ﾍﾞﾙｴｰｺｽにおいて軍人のｱﾎﾟﾘﾅﾙ･ﾓﾘﾘｮらによって殺される
1830年6月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Luis Cappa y Rioseco｣(2期目~1835年)
1830年6月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||世界周遊を成し遂げた最初の戦艦ｳﾞｨﾝｾﾝｽﾞ号､ﾆｭｰ･ﾖｰｸに帰還
1830年6月10日-09:00|日本|長野県上田市|文政13年4月20日|<交替>信濃国上田藩53000石｢松平忠学｣隠居⇒養子
  ｢松平忠固｣が継ぐ(⇒安政6(1859)年9月14日､急死)
1830年6月12日-08:00|中国|  ||清･道光10年閏4月22日|中国･河北省､磁県地震M7.5､犠牲者数千人
1830年6月13日-09:00|日本|福井県坂井市|文政13年4月23日|<交替>越前丸岡藩5万石｢有馬誉純｣隠居⇒孫婿養子
  ｢有馬徳純｣が継ぐ(⇒天保8(1837)年9月22日､死去)
1830年6月14日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がｼﾃｨ･ﾌﾙｰｼﾞｭに上陸し､ｱﾙｼﾞｪﾘｱ征服開始
1830年6月18日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｲﾔｽ4世ｻﾛﾓﾝ｣(~18320318)
1830年6月21日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ
1830年6月22日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|文政13年5月2日|<死去>因幡鳥取藩32万石｢池田斉稷｣(43歳)⇒長男｢
  池田斉訓｣が継ぐ(⇒天保12年5月16日(18410704)､死去)
1830年6月24日-09:00|日本|茨城県笠間市|文政13年5月4日|<死去>松平頼救(75歳)前常陸宍戸藩主
1830年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ4世｣兼ﾊﾉｰﾌｧｰ国王｢ｹﾞｵﾙｸ4世｣67歳誕生17
  620812)
1830年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王｢ｳｨﾘｱﾑ4世｣兼ﾊﾉｰﾌｧｰ国王｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ｹﾞｵﾙｸ4世の弟
  (~18370620死去71歳)
1830年6月26日-09:00|日本|福島県会津若松市|文政13年5月6日|会津藩城内三の丸で倉庫の縁頬を利用し通矢/
  足軽田中与五郎が45間の距離を朝～夕までに6千本通す
1830年6月28日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ暫定司令官兼知事｢Juan Antonio Lavalleja｣(~10.24)
1830年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従事)｢ﾃﾞｨﾄﾘｸ｣
1830年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾏﾄｽ｣(3回目~1834年)
1830年7月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Frederik Ludvig Christi
  an Pentz Rosenorn｣(2期目~18310330)
1830年7月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世､ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ｣
1830年7月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ｣
  (~18310131)
1830年7月5日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Etienne Henry Mengin Duval d'Ailly｣(~18321107
  )
1830年7月5日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｱﾙｼﾞｪﾘｱ司令官｢ｼｪｲﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾓﾝ伯爵ﾙｲ｣(~9.3)
1830年7月5日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がｱﾙｼﾞｪを占領､ﾌｻｲﾝ降伏
1830年7月7日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｾﾞﾙﾌｨ･ｼｬﾘ･ﾀﾞｰﾛ｣(1回目~1832年)
1830年7月20日-09:00|日本|  ||文政13年6月|<出版>岳鼎｢猿蟹ものがたり｣
1830年7月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ10世が7月勅令を発布/言論･出版の自由の制限､自由派多数の下院(
  未招集)の解散､選挙法の改定による資産家優遇など
1830年7月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､七月革命(栄光の3日間)がはじまる
1830年7月28日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ最高国家元首代行｢ﾎｾ･ｻﾝﾄｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞﾙ･
  ﾊﾞｼﾞｪ｣(~18310312)
1830年7月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第9代首相｢ｶｼﾐｰﾙ･ﾙｲ･ｳﾞｨｼｭﾙﾆｭ･ﾄﾞ･ﾛｼｭｼｭｰｱ｣(~同日)
1830年7月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､民衆がﾊﾟﾘの実権を握る
1830年7月30日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｹﾈﾃﾞｨｰ｣(2期目~11.
  1)
1830年8月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｸｾﾝ､ﾊﾉｰｳﾞｧｰなどで都市下層民が独立を求め暴動
1830年8月 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢John Middleton Donovan｣(~1837年)
1830年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ｼｬﾙﾙ10世｣ｲｷﾞﾘｽに渡る
1830年8月2日-09:00|日本|東京都千代田区|文政13年6月14日|<死去>一橋徳川家10万石｢徳川斉礼｣(28歳)⇒7月1
  9日､養子｢徳川斉位｣が継ぐ(⇒天保8(1837)年5月7日､20歳で死去)
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1830年8月9日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ王(ｵﾙﾚｱﾝ家)ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣(~1848年)
1830年8月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣王太子(~18420713､事故死31歳)
1830年8月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ﾙｲ･ｼｬﾙﾙ｣(~18960626死去)
1830年8月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ｵﾙﾚｱﾝ朝)｢ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ国民王｣ﾙｲ13世の男系6世孫ﾙｲ16世･ﾙｲ18世
  ･ｼｬﾙﾙ10世と5代前が兄弟同士(~18480224)
1830年8月10日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾘｵﾊﾞﾝﾊﾞのｴｸｱﾄﾞﾙ制憲会議,共和国として独立宣言
1830年8月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｱﾙｶﾝﾀﾗ男爵･子爵ｼﾞｮｱﾝ･ｲﾅｼｵ ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ｣(1回目~1
  0.4)
1830年8月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国七月王政第9(10)代閣僚評議会議長｢ｱｼﾙ=ｳﾞｨｸﾄﾙ=ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛｲ
  ｣ｵﾙﾚｱﾆｽﾄ(~11.2)
1830年8月19日 07:00|日本|京都府|文政13年7月2日|<文政13年京都地震>16時ごろ京都を中心にﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.5ｸﾗ
  ｽの大地震/京都洛中､洛外で激しく､二条城本丸や御所に被害が出たほか土蔵の被害が多かったが､民家の倒壊
  は少なかった/京都で280人が死亡/近国では近江の大津､丹波亀山で町家が倒壊し死傷者が出ている
1830年8月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公｢Frederick Ferdinand｣
1830年8月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾀｯﾂｨのｲﾒﾙﾀﾞ｣》
1830年8月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公｢Henry｣(~18471123死去))
1830年8月23日-09:00|日本|岡山県真庭市|文政13年7月6日|<交替>美作勝山藩23000石｢三浦てる次｣隠居⇒養子｢
  三浦誠次｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年2月14日､死去)
1830年8月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰで､ｵﾗﾝﾀﾞ支配に対して､ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ市民が反乱を起こす
1830年8月25日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ｲ･ｿｳｻﾞ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ｣(~1831
  年)
1830年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ4世ｱﾝﾘ｣兼ｷﾞｰｽﾞ公･ｺﾝﾃﾞ公｢ﾙｲ5世ｱﾝﾘ｣自宅で変死死体とし
  て発見される
1830年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ6世ｱﾝﾘ｣
1830年8月30日-09:00|日本|福島県郡山市|文政13年7月13日|<死去>陸奥守山藩2万石｢松平頼慎｣(61歳)⇒長男｢
  松平頼誠｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年8月13日､死去)
1830年9月3日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｱﾙｼﾞｪﾘｱ司令官｢ｸﾗｳｾﾞﾙ伯爵ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ｣(~18310321)
1830年9月3日-09:00|日本|京都府|文政13年7月17日|<文政13年京都土砂災害･宇治洪水>鴨川､宇治川があふれて
  洛中上京､宇治地域が洪水/特に洛中音羽山から土石流が起こり清水寺の廻廊を崩し市内へ押し出した/宇治で
  は地震で半壊状態の所に急な洪水で､宇治橋の流失をはじめ被害が甚だしい/洪水と土砂災害で合わせて520人
  余死亡
1830年9月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ｶｰﾙ2世の弟(~18841018死去)
1830年9月11日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国大統領代行｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾎｾ･ｳﾙﾀﾞﾈｰﾀ･ﾌ
  ｧﾘｱ｣(~18310430)
1830年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱｿﾙ公･4代ﾃｨﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ侯･7代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯･4代ｽﾄﾗｽﾃ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯･
  初代ｽﾄﾚﾝｼﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣
1830年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱｿﾙ公･5代ﾃｨﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ侯･8代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯･5代ｽﾄﾗｽﾃ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯･2
  代ｽﾄﾚﾝｼﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣4代公の長男(~18460914死去)
1830年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙとﾏﾝﾁｪｽﾀｰ間の鉄道が正式に開通
1830年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国が初の戦車を実戦に投入
1830年9月16日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国大統領｢ﾎｾ･ﾌﾗ
  ﾝｼｽｺ･ﾓﾗｻﾝ･ｹｻｰﾀﾞ｣(統治期間中に連邦共和国首都をｸﾞｱﾃﾏﾗからｿﾝｿﾅｰﾃへ遷都､その後ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙへ移した~1834
  0916)
1830年9月17日-08:00|中国|  ||清･道光10年8月|ｼﾞｬﾊｰﾝｷﾞｰﾙの兄ﾕｰｽﾌがｶｼｭｶﾞﾙに侵入し反乱
1830年9月19日-09:00|日本|東京都|文政13年8月3日|長岡藩,江戸藩邸の上屋敷内に,江戸詰藩土子弟のため就正
  館を設
1830年9月22日-09:00|日本|三重県桑名市|文政13年8月6日|<死去>松平忠功(75歳)前伊勢桑名藩主
1830年9月26日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞﾘｭｯｾﾙで自由主義者らが勝利し､臨時政府が樹立される
1830年9月26日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾊﾟﾅﾏ,ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国からの分離独立を宣言
1830年9月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾁｮｸﾄｰ族とはねうさぎ川条約調印
1830年9月28日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ5世｣(~18481202)
1830年10月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｸﾚﾀ島にｴｼﾞﾌﾟﾄが侵攻(ｵｽﾏﾝ帝国を代表して)占領(~1831年)
1830年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙｱﾝﾄﾆｵﾀﾞﾐｱｰﾆ｣
1830年10月4日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰがｵﾗﾝﾀﾞから独立を宣言
1830年10月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾏｲｱ｣(1回目~12.24)
1830年10月6日-09:00|日本|千葉県野田市|文政13年8月20日|<死去>下総関宿藩58000石｢久世広運｣⇒10月12日､
  養子｢久世広周｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年､68000石に加増)
1830年10月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｲｻﾍﾞﾙ｣ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世の長女.後のｽ
  ﾍﾟｲﾝ女王ｲｻﾍﾞﾙ2世(~1833年~19040410)
1830年10月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<初演>ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼｮﾊﾟﾝ《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第1番ﾎ短調Op.11》
1830年10月16日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Johannes van den Bosch｣(~18330702)
1830年10月17日-09:00|日本|東京都|文政13年9月|<襲名>7代横綱｢稲妻雷五郎｣(~天保10年11月)
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1830年10月19日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾍﾟﾀﾙ2世｣(~18511019死去)
1830年10月19日-09:00|日本|新潟県柏崎市|文政13年9月3日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直哉｣(33歳)⇒10月25日
  ､長男｢堀之敏｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年12月8日､死去)
1830年10月20日-09:00|日本|新潟県長岡市|文政13年9月4日|長岡藩領栃尾郷炭村の農民,御用炭の負担軽減,売
  炭の自由化を求め,一揆(炭村一揆)を起こす
1830年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞﾊﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟｰｼｰ｣(⇒18650212兼5代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公~18670822
  死去)
1830年10月22日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<退位>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ王｢ﾍﾟｰﾀﾙ1世｣
1830年10月22日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰがﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ(要塞都市を除く)を占領管理(~18390119)
1830年10月24日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国上院議長｢Luis Eduardo Perez｣(~11.6)
1830年10月24日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾎﾟｯﾀｰ･ﾛｯｸﾊｰﾄ｣(~18320107)
1830年10月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰのｱﾝﾄｳｪﾙﾍﾞﾝ市民がｵﾗﾝﾀﾞの支配に対して蜂起し､要塞のｵﾗﾝﾀﾞ
  軍が市街を砲撃
1830年10月27日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国ｸﾞｱﾃﾏﾗ最高国家元首｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘﾍﾞﾗ･ｶﾍﾞｻｽ｣(~1831
  0210)
1830年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの小説家ｽﾀﾝﾀﾞｰﾙが｢赤と黒｣を刊
1830年11月1日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾋﾙｸﾞﾛｰﾌﾞ･ﾀｰﾅｰ卿｣(3期目~1832
  0110)
1830年11月1日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jean Henri Joseph Dupotet｣(~18340404)
1830年11月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第10代首相｢ｼﾞｬｯｸ･ﾗﾌｨｯﾄ｣ｵﾙﾚｱﾆｽﾄ(~18310303)
1830年11月5日-09:00|日本|愛知県豊田市|文政13年9月20日|<交替>三河挙母藩2万石｢内藤政成｣隠居⇒弟｢内藤
  政優｣が継ぐ(⇒嘉永4(1851)年2月12日､死去)
1830年11月6日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国第1回憲法大統領｢ﾌﾙｸﾄｩｵｿ･ﾘﾍﾞｰﾗ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(1期目~1
  8341024)議会制を基礎とする統一共和国がｽﾀｰﾄ
1830年11月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世｣
1830年11月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世の長
  男(~18590522､両ｼﾁﾘｱ王ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世)
1830年11月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣(~18590522死去)
1830年11月12日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｲﾍﾞｯﾄｿﾝ｣(~18331207
  )
1830年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ総選挙で､ﾄｰﾘｰ党が敗北
1830年11月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第25代首相｢初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ公爵ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣
1830年11月20日-09:00|日本|福岡県朝倉市|文政13年10月6日|<交替>筑前秋月藩5万石｢黒田長韶｣隠居⇒養子｢黒
  田長元｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年8月21日､隠居)
1830年11月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第26代首相｢第2代ｸﾞﾚｲ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｲ｣ﾎｲｯｸﾞ党(~183
  40716)
1830年11月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<11月蜂起>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾜﾙｼｬﾜで下士官たちがﾛｼｱ帝国に対して/ﾛｼｱ軍鎮
  圧
1830年11月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第253代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ8世｣[17611120生～](享年69)
1830年12月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟｽﾞﾅﾝ大公国総督｢Eduard Heinrich von Flottwell｣(~1841.5)
1830年12月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾌｱﾝ･ｴﾘｼﾞｵ･ｱﾙｽﾞﾙ｣(~1831年没)
1830年12月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||大ｺﾛﾝﾋﾞｱは,ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞに名称復帰
1830年12月4日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾘﾍﾞﾘｱ植民地代理人｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾒｸﾘﾝ･ｼﾞｭﾆｱ｣(2回目~18330924)
1830年12月4日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦共和国内ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ国家元首｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾈﾎ｣(~183204
  03)
1830年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾙｲ･ｴｸﾄﾙ･ﾍﾞﾙﾘｵｰｽﾞ《幻想交響曲》
1830年12月5日-09:00|日本|愛媛県大洲市|文政13年10月21日|<死去>加藤泰賢(64歳)前伊予新谷藩主
1830年12月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,新しい民主党政府機関紙ﾜｼﾝﾄﾝ･ｸﾞﾛｰﾌﾞ創刊
1830年12月11日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾊﾟﾅﾏ,ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙの説得によりｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国への復帰を決定
1830年12月12日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱ公国,ｵｽﾏﾝ帝国の宗主権下で自治国となる
1830年12月13日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏｻﾞﾙｷﾋﾞﾙをﾌﾗﾝｽが占領､ｻﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾄﾞ･ﾒﾙｽ･ｴﾙ･ｹﾋﾞｰﾙと改名
1830年12月13日-09:00|日本|新潟県新潟市|文政13年10月29日|米価高騰のため,新潟町に大規模な打ちこわし起
  こる
1830年12月15日-09:00|日本|  ||文政13年11月|<出版>京都の画工,青洋･虎岳等｢狂歌百鬼夜興｣
1830年12月15日-09:00|日本|東京都墨田区|文政13年11月1日|<大相撲>文政13年11月場所[江戸本所回向院](10
  日間)幕内優勝:(西前2)渦ヶ渕,6勝0敗1分1預2休
1830年12月16日-09:00|日本|  ||文政13年11月2日|<死去>森川竹窓(68歳)書家､画家､篆刻家
1830年12月17日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<死去>南ｱﾒﾘｶの革命家ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ/47歳(誕生17830724)
1830年12月19日-09:00|日本|京都府|文政13年11月5日|京都地震/M6.4､死者280人/二条城など損壊
1830年12月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾘｸ･ﾏﾝｽｰ
  ﾙ･ｼｬｰ｣
1830年12月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾊﾌﾞﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ﾗｼﾞｬ･ｲﾇ｣(~1851年没)



1830迄(2634件)

1830年12月20日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ会議でﾍﾞﾙｷﾞｰの独立と中立が承認される
1830年12月23日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾊﾟｽｸﾜﾙ･ｴﾝﾘﾚ｣(~18350301)
1830年12月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｱﾝｸﾞﾙｼｰ侯爵ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟｼﾞｪｯﾄ｣(2回目~1833
  0926)
1830年12月23日-09:00|日本|東京都千代田区|文政13年11月9日|江戸神田連雀町に､立川源四郎があんこう鍋｢い
  せ源｣を開く
1830年12月24日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国主席大臣｢ｱﾙｶﾝﾀﾗ男爵･子爵ｼﾞｮｱﾝ･ｲﾅｼｵ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ｣(2回目~
  18310318)
1830年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ｱﾝﾅ･ﾎﾞﾚｰﾅ｣》


